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ボ
ー
ル
著
『
王
位
・
聖
人
・
最
高
道
徳
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翻
訳
に
従
事
し
て

監
訳
者　

北
川
治
男

著
者
と
本
書
執
筆
の
経
緯

　

本
書
は
、R

obert E
. B

all: T
he C

row
n, the Sages and Suprem

e 

M
orality

（R
outledge &

 K
egan Paul, 1983

）
の
翻
訳
で
あ
る
。
英
国

の
ボ
ー
ル
氏
（1911

│1990

）
は
、
一
九
五
四
年
か
ら
高
等
法
院
大
法
官

庁
（the C

hancery D
ivision of the H

igh C
ourt

）
に
勤
め
、
一
九
六

九
年
か
ら
七
九
年
ま
で
主
任
補
助
裁
判
官
（C

hief C
hancery M

aster

）

の
職
に
あ
っ
た
法
曹
界
の
指
導
的
人
物
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
氏
は
、
本
書
に

お
い
て
、
長
年
、
英
国
に
お
け
る
法
制
の
組
織
化
や
監
督
に
従
事
し
た
経

験
か
ら
、
理
論
的
基
礎
に
立
っ
て
英
国
の
王
位
（the B

ritish C
row

n

）

の
地
位
の
強
化
に
取
り
組
み
、
変
動
す
る
世
界
に
お
け
る
君
主
制
と
そ
の

将
来
の
可
能
性
を
詳
細
に
考
察
し
、
ま
た
広
く
通
商
・
政
治
・
宗
教
に
関

す
る
事
柄
を
進
化
的
文
脈
で
論
じ
て
い
る
。

　

本
書
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
英
国
に
連
綿
と
続
く
大
法
官
庁
の
伝

統
を
継
ぐ
ボ
ー
ル
氏
に
と
っ
て
容
認
で
き
な
い
こ
と
が
当
時
も
ち
上
が
っ

て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
は
欽
定
召
喚
状
（the w

rit of 

sum
m

ons

）
の
文
言
で
あ
る
「
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
」
か
ら
始
ま
り

「
信
仰
の
擁
護
者
」
で
終
わ
る
国
王
の
肩
書
き
を
削
除
す
る
動
き
が
起
こ

っ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
氏
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
単
な
る
字
句
の
改
変
で

は
な
く
、
法
の
法
た
る
所
以
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

翻　

訳

王
位
・
聖
人
・
最
高
道
徳
（
上
）

ロ
バ
ー
ト
・
E
・
ボ
ー
ル
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の
結
果
、
直
接
の
上
司
で
あ
る
大
法
官
ヘ
イ
ル
シ
ャ
ム
卿
（Lord 

H
ailsham

）
と
意
見
を
異
に
す
る
に
至
り
、
一
九
七
九
年
、
定
年
を
前

に
辞
職
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
、
退
官
後
間
も
な
く
、
著
者
は
ロ
ン
ド
ン
の
ア
シ
ニ
ア
ム
・
ク
ラ

ブ
（A

thenaeum
 C

lub

）﹇
科
学
・
工
学
・
文
学
・
芸
術
な
ど
知
的
関
心
の
高
い

人
々
が
集
う
メ
ン
バ
ー
制
の
私
的
ク
ラ
ブ
﹈
の
例
会
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
大

学
名
誉
教
授
・
ラ
ワ
リ
ー
ズ
（Joseph A

. Lauw
erys

）
氏
（1902

│

1980

）（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
顧
問
）
を
介
し
て
、 

廣
池
千
九
郎
の
創
建

し
た
道
徳
学
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
そ
の
中
心
で
あ
る
最
高
道
徳
の
価
値
体
系
の

存
在
を
知
る
。
ボ
ー
ル
氏
は
ラ
ワ
リ
ー
ズ
氏
と
の
対
話
を
通
し
て
、
廣
池

が
提
唱
す
る
伝
統
の
原
理
、
特
に
国
家
伝
統
の
教
説
に
大
き
な
関
心
を
寄

せ
、
人
類
の
道
徳
的
進
化
を
も
た
ら
し
た
恩
人
の
系
列
（
伝
統
）
の
存
在

の
意
義
に
つ
い
て
共
感
し
、
こ
の
教
説
が
英
国
社
会
に
と
っ
て
も
、
そ
の

道
徳
的
再
興
と
進
化
・
発
展
の
鍵
概
念
に
な
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ

た
。
そ
し
て
一
九
八
一
年
三
月
十
七
日
に
は
、
ア
シ
ニ
ア
ム
・
ク
ラ
ブ
で

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
論
」
と
題
し
て
講
演
を
行
な
い
、
こ
れ
が
本
書
の
基
礎
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
ボ
ー
ル
氏
は
執
筆
に
専
念
し
、
一
九
八
一
年
に
は
、

十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
ま
で
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
を
訪
問

し
、
学
問
的
な
議
論
を
重
ね
る
と
共
に
、
実
業
に
携
わ
る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
の
維
持
会
員
と
も
交
流
を
深
め
た
。

　

本
書
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
八
三
年
で
あ
り
、
廣
池
千
九
郎
著
『
道

徳
科
学
の
論
文
』
の
英
訳
本
（T

ow
ards Suprem

e M
orality

│A
n 

A
ttem

pt to E
stablish the N

ew
 Science of M

oralogy

）
全
四
巻
が
、
モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
二
年
で
あ
る
。
ボ
ー
ル

氏
に
と
っ
て
、
当
時
、
入
手
可
能
な
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
文
献
は
、

『
新
科
学
モ
ラ
ロ
ジ
ー
及
び
最
高
道
徳
の
特
質
』（
英
訳
本
）（
一
九
六
六

年
）
な
ど
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
氏
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
か
ら

の
引
用
は
、
英
訳
途
中
の
草
稿
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
氏
は
度
々
、
肝
心

の
内
容
は
ま
だ
日
本
語
の
影
に
隠
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
本
文
中
で
託
っ
て

い
る
が
、
引
用
文
は
実
に
的
確
に
本
質
的
内
容
に
迫
る
も
の
で
あ
り
、
モ

ラ
ロ
ジ
ー
及
び
最
高
道
徳
の
全
体
像
や
本
質
に
対
す
る
氏
の
深
い
洞
察
が

本
書
を
貫
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
英
訳
『
論
文
』
の
完
成

版
が
、
ボ
ー
ル
氏
や
ラ
ワ
リ
ー
ズ
氏
ら
碩
学
の
目
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と

は
惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
独
自
性
─
─
伝
統
の
原
理

　

目
次
に
見
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
、
英
国
の
政
体
や
法
制
度
、
経
済
や

社
会
生
活
と
い
っ
た
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
詳
細
な
論
述
が
な
さ
れ
て

い
る
。
本
書
の
論
点
を
明
快
に
把
握
し
、
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
解
説
文
が
あ
る
と
便
利
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に
①
ボ
ー
ル
氏
に
よ
る
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
論
│
ア
シ
ニ
ア
ム
ク
ラ
ブ
講
演

（
付
英
文
）」
が
、「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
」
一
一
号
（
一
九
八
一
年
十
一
月
）

に
、
ま
た
②
本
書
に
つ
い
て
の
川
窪
啓
資
氏
に
よ
る
書
評
が
、「
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
」
一
六
号
（
一
九
八
四
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
、
各
章
の
要
点
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が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
一
・
二
の
論
点

に
絞
っ
て
、
本
書
の
紹
介
に
代
え
た
い
。

　

ボ
ー
ル
氏
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
学
説
や
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
提
示
さ

れ
て
い
る
価
値
観
が
、
儒
教
や
神
道
な
ど
東
洋
の
思
想
に
深
く
根
ざ
し
て

お
り
、
西
洋
の
視
点
か
ら
は
理
解
の
困
難
な
点
が
多
々
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
西
洋
的
見
解
か
ら
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
理
解
可
能
と
な
る
か
に
つ
い

て
丁
寧
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
（
た
と
え
ば
第
三
章
及
び
第

五
章
）
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
煩
雑
で
難
解
な
論
述
に
な
っ
て

い
る
印
象
を
否
め
な
い
。

　

著
者
は
一
方
で
、
自
我
没
却
や
慈
悲
実
現
、
人
心
開
発
救
済
な
ど
道
徳

の
個
人
的
側
面
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
西
洋
の
目
か
ら
見
て
必
ず
し
も
新

奇
な
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
義
務
先
行
や
伝
統
尊
重
な

ど
の
原
理
を
社
会
生
活
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
道
徳
の
公
共
的
側
面
の
考

察
に
つ
い
て
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
教
説
の
独
自
性
は
際
立
っ
て
お
り
、
今

日
の
科
学
技
術
文
明
に
基
づ
く
近
代
化
・
民
主
化
の
も
た
ら
し
た
世
界
的

規
模
の
社
会
的
矛
盾
や
混
乱
を
克
服
す
る
英
知
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も

の
だ
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
こ
の
道
徳
の
公
共
的
側
面
に
つ

い
て
の
提
言
に
こ
そ
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
真
骨
頂
が
あ
る
と
見
る
の
で
あ

る
。

　

た
と
え
ば
伝
統
の
原
理
は
、
廣
池
独
特
の
教
説
で
あ
る
が
、
本
書
で

は
、
ユ
ン
グ
（C

arl G
ustav Jung, 1875

│1961

）
が
提
示
し
た
、
民
族

の
記
憶
と
し
て
の
元
型
（archetypes

）
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
ユ
ン
グ
の
元
型
は
、
民
族
の
過
去
が
現
在
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
う
集
合
的
無
意
識
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
元
型
に
お
い
て
、

我
々
は
全
生
命
の
進
化
を
促
進
す
る
精
神
的
な
流
れ
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
最
終
章
（
第
一
二
章
：
総
括
と
復
習
を
意
図
し

て
い
る
）
に
お
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

我
々
は
我
々
自
身
を
こ
の
過
去
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
過
去
は
我
々
の
存
在
そ
の
も
の
、
我
々
の
根
源
的
な
構
造
の
一

部
で
あ
る
。
元
型
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
我
々
個
々
人
の
有
機
体
の

狭
い
限
界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
、
根
無
し
草
の
半
生
命
を
生
き
る
よ

う
な
も
の
で
あ
り
、
個
々
人
の
有
機
体
は
、
主
流
か
ら
切
り
離
さ
れ

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
成
さ
な
い
。
こ
こ
に
、
廣
池
の
伝
統
の
原

理
の
重
要
性
が
見
え
て
く
る
。
伝
統
と
は
元
型
を
定
式
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
民
族
的
意
識
を
有
効
に
働
か
せ
、
人
生
に
何
ら
か
の
意
味

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
民
族
意
識
の
進
歩
の

「
真
っ
直
ぐ
な
糸
」
へ
と
我
々
を
誘
う
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
家
族
的
結
合
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
国
家
と
し
て
の
秩
序
形
成
の
あ
り
方
を
論
じ
る
。
廣
池
が
民
主
制

（dem
ocracy

）
を
批
判
的
に
民
主
主
義
（dem

ocratism

）
と
呼
ん
だ
よ

う
に
、
民
主
主
義
は
扇
動
主
義
に
傾
き
や
す
い
。
そ
し
て
英
国
政
体
も
、

基
本
的
に
民
主
的
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
扇
動
主
義
に
陥
ら
な
い
た
め
の
防
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護
策
と
し
て
、
国
民
の
精
神
を
体
現
す
る
王
位
（C

row
n

）
に
対
す
る
伝

統
尊
重
的
精
神
が
重
要
で
あ
り
、
王
位
の
尊
厳
性
を
近
代
化
・
民
主
化
の

名
の
下
に
貶
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
英
国
と
日
本
の
君
主
制
の
源
流
を
探
求
し
、
英
国
の
王
室
は
、

武
力
に
よ
っ
て
統
治
す
る
戦
士
王
（w

arrior-king

）
の
段
階
に
源
を
発

す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
皇
室
の
起
源
は
、
さ
ら
に
古
い
歴
史
段
階
の

祭
祀
王
（priest-king

）
の
段
階
に
さ
か
の
ぼ
り
、
今
日
ま
で
そ
の
要
素

を
継
承
し
て
い
る
が
、
英
国
の
王
室
も
議
会
の
発
達
と
共
に
立
憲
君
主
と

し
て
国
民
の
本
質
の
精
神
的
体
現
者
の
側
面
が
支
配
的
に
な
り
、
元
来
の

祭
祀
王
の
観
念
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
由
来
と

歴
史
に
は
相
違
が
あ
る
が
、
政
治
権
力
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
君
主
の
尊
厳

性
を
保
持
す
る
立
憲
君
主
制
を
、
も
っ
と
も
進
化
し
た
政
体

（constitution

）
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
学
問
的
性
格

　

も
う
一
点
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
廣
池

が
道
徳
は
科
学
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
点
に
あ
る
が
、
道
徳
的
因
果
律

の
科
学
的
証
明
は
、
ま
だ
統
計
に
よ
っ
て
十
分
確
証
さ
れ
て
い
な
い
し
、

厳
密
な
科
学
の
包
括
的
証
明
に
よ
っ
て
も
確
証
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意

味
で
、
廣
池
の
試
み
は
詩
的
・
示
唆
的
な
定
式
化
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
彼
の
意
図
に
は
そ
れ
以
上
の
も
の
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し

て
「
お
そ
ら
く
廣
池
は
古
代
中
国
思
想
の
影
響
を
受
け
、
ユ
ン
グ
の
共
時

性
（synchronicity

）
と
呼
ぶ
要
素
を
再
び
科
学
に
導
入
し
、
進
化
的
創

造
と
い
う
深
層
形
態
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
単
純
な
因
果
法
則
を
補

お
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
モ
ラ
ロ

ジ
ー
の
独
自
性
の
捉
え
方
が
、
今
日
の
学
問
的
水
準
か
ら
ど
の
程
度
妥
当

な
の
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
読
者
諸
賢
に
ゆ
だ
ね
る
が
、
廣
池
の
学
問
的

遺
産
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
書
最
終
章
に
お
け
る
、
著
者

の
次
の
呼
び
か
け
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

彼
の
意
図
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
数
の
頭
脳
を
必
要
と
す

る
し
、
さ
ら
に
事
実
が
集
積
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
元
の
定
式
化
が

修
正
さ
れ
て
い
く
の
が
、
科
学
の
性
質
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も

し
廣
池
の
見
解
の
あ
る
も
の
が
今
日
で
は
時
代
遅
れ
と
な
り
、
複
数

の
人
が
さ
ら
に
充
実
し
た
意
味
を
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の

他
の
見
解
が
変
容
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
驚
く
に
は
あ
た
ら
な

い
。〔
最
高
道
徳
の
〕
諸
原
理
は
手
を
加
え
な
い
ま
ま
残
る
と
し
て

も
、
そ
の
結
論
は
進
化
的
進
歩
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
テ
イ
ヤ
ー

ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
（Pierre T

eihard de C
hardin, 1881

│

1955

）
と
同
様
に
、
廣
池
は
、
彼
の
成
功
の
度
合
い
は
、
彼
が
乗
り

越
え
ら
れ
て
い
く
程
度
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
彼

自
身
の
功
績
や
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
見
解
の
価
値
を
貶
め
る
も
の
で

は
な
く
、
彼
を
偉
大
な
洞
察
者
の
列
に
加
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
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の
よ
う
な
洞
察
者
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
刺
激
さ
れ
て
、
多
数

の
後
継
者
の
業
績
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
帰
着
点
で
は
な
く
出
発
点
で
あ
る
。

本
書
翻
訳
の
経
緯
─
─
感
謝
と
お
詫
び

　

本
書
は
、
原
著
を
逐
語
訳
的
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
原
著

は
長
文
・
複
文
な
ど
が
多
く
、
難
解
な
文
章
だ
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。

と
に
か
く
原
著
の
文
脈
に
忠
実
に
翻
訳
を
試
み
、
一
応
文
意
の
通
る
も
の

に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
翻
訳
調
の
読
み
づ
ら
さ
を

十
分
に
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
英
国
政
体
の
歴
史
や
法
制
の

専
門
家
で
は
な
い
監
訳
者
は
、
著
者
の
該
博
な
智
識
に
十
分
添
う
こ
と
が

で
き
ず
、
理
解
不
足
に
よ
る
誤
訳
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ

て
い
る
。
率
直
な
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

本
書
の
訳
文
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
監
訳
者
の
責
任
に
帰
す
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
各
章
を
最
初
に
分
担
し
て
翻
訳
に
当
た
っ
て
下
さ
っ
た
方
の

お
名
前
を
紹
介
し
、
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

謝　

辞 

（
永
井
達
彦
氏
）

序　

文 

（
永
井
達
彦
氏
）

第
一
章　

混
沌
と
し
た
世
界 

（
江
島
顕
一
氏
）

第
二
章　

廣
池
の
道
徳
の
科
学 

（
立
木
教
夫
氏
）

第
三
章　

廣
池
の
思
想
に
お
け
る
漢
学
者
・
神
道
家
と
し
て
の
ル
ー

ツ 

（
宮
下
和
大
氏
）

第
四
章　

最
高
道
徳
と
西
洋
の
見
解 

（
水
野
修
次
郎
氏
）

第
五
章　

最
高
道
徳
と
宗
教 

（
竹
内
啓
二
氏
）

第
六
章　

文
明
と
英
国
の
興
隆 

（
諏
訪
内
敬
司
氏
）

第
七
章　

君
主
制
の
本
質 

（
宗　

中
正
氏
）

第
八
章　

貨
幣
、
土
地
お
よ
び
階
級
│
若
干
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
見
解 

 

（
大
野
正
英
氏
）

第
九
章　

英
国
政
体
に
と
っ
て
の
脅
威 

（
梅
田　

徹
氏
）

第
一
〇
章　

何
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
？ 

（
北
川
治
男
）

第
一
一
章　

来
た
る
べ
き
統
合 

（
北
川
治
男
）

第
一
二
章　

英
国
に
お
け
る
最
高
道
徳
、
そ
し
て
そ
れ
を
超
え
て 

 

（
北
川
治
男
）

　

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
「『
王
権
・
聖
人
・
最
高
道
徳
』（
仮
題
）

翻
訳
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
設
け
ら
れ
、
事
業
計
画
の
一
角
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
以
来
、
十
年
以
上
が
経
過
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今

回
、
漸
く
一
応
の
訳
了
に
漕
ぎ
着
け
た
が
、
法
人
、
研
究
セ
ン
タ
ー
、
多

く
の
関
係
者
に
大
変
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
対
し
て
衷

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
原
書
表
題
の The C

row
n 

は
、
基
本
的
に
「
王
位
」
と
訳
出
し
た

が
、
文
脈
に
応
じ
て
「
国
王
」
と
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
ま
た K

ingship 
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は
「
王
職
」「
王
政
」
な
ど
と
訳
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
ご
教
示
を

願
い
た
い
。
ま
た
翻
訳
に
当
た
っ
て
、
固
有
名
詞
に
は
で
き
る
だ
け
英
文

を
付
記
し
、
基
本
的
な
概
念
に
も
英
文
を
付
記
し
て
理
解
の
助
け
と
な
る

よ
う
心
掛
け
た
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

　

下
記
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
○
○
）
＝
著
者
自
身
の
注
記

〔
○
○
〕
＝
訳
者
が
理
解
の
補
助
と
し
て
付
記
し
た
語
句

﹇
訳
注
：
○
○
﹈
＝
訳
者
に
よ
る
注
解
（
小
文
字
で
文
中
に
挿
入
）

　

さ
ら
に
ボ
ー
ル
氏
と
ラ
ワ
リ
ー
ズ
氏
に
関
す
る
記
事
が
、
下
記
の
『
所

報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
（『
所
報
』『
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
』
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
：
木
暮
恵
子
氏
）。

① 

ロ
バ
ー
ト
・
E
・
ボ
ー
ル
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
世
界
へ
の
か
け
橋

に
」（『
所
報
』
昭
和
五
十
七
年
二
月
一
日
）

② 「
J
・
A
・
ラ
ワ
リ
ー
ズ
顧
問
逝
去
さ
れ
る
」（『
所
報
』
昭
和
五

十
六
年
八
月
一
日
）

（
平
成
三
十
年
十
月
二
日
）

〈
付
記
〉

　

な
お
本
書
は
全
十
二
章
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
五
章
ま
で
を

（
上
）
と
し
て
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
82
号
に
、
六
章
以
下
を
（
下
）
と

し
て
同
83
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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目　
　
　

次

謝
辞

序　

文

第
一
章　

混
沌
と
し
た
世
界

第
二
章　

廣
池
の
道
徳
の
科
学

第
三
章　

廣
池
の
思
想
に
お
け
る
漢
学
者
・
神
道
家
と
し
て
の
ル
ー
ツ

第
四
章　

最
高
道
徳
と
西
洋
の
見
解

第
五
章　

最
高
道
徳
と
宗
教

第
六
章　

文
明
と
英
国
の
興
隆

第
七
章　

君
主
制
の
本
質

第
八
章　

貨
幣
、
土
地
お
よ
び
階
級
│
若
干
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
見
解

第
九
章　

英
国
政
体
に
と
っ
て
の
脅
威

第
一
〇
章　

何
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
？

第
一
一
章　

来
た
る
べ
き
統
合

第
一
二
章　

英
国
に
お
け
る
最
高
道
徳
、
そ
し
て
そ
れ
を
超
え
て

文
献

王位・聖人・最高道徳

ロバート・E・ボール
バス勲位勲爵士、大英帝国勲位五等勲爵士、法学士

Routledge & Kegan Paul
London, Boston, Melbourne and Henley, 1983

本書執筆へと誘い、はじめて最高道徳体系とのつながりをつけて下さった
故ジョセフ・ラワリーズ教授を偲び、妻の全面的な援助に感謝を籠めて記す
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謝
辞

　

私
は
故
ラ
ワ
リ
ー
ズ
（Joseph A

. Lauw
erys

）
博
士
に
対
し
て
大
き

な
恩
義
が
あ
る
。
彼
は
本
書
の
出
版
を
私
に
薦
め
た
人
で
あ
り
、
私
と
日

本
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
と
の
関
係
を
作
り
、
サ
リ
ー
（Surrey

）
に
あ

る
彼
の
家
で
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
所
長
で
あ
る
廣
池
千
太
郎
氏
を
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
。
ラ
ワ
リ
ー
ズ
博
士
は
ま
た
、
彼
の
悲
し
い
死
が
訪
れ
る

ま
で
私
を
絶
え
ず
支
援
し
、
励
ま
し
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
い
つ
も
親
切
に

迎
え
入
れ
て
下
さ
っ
た
ラ
ワ
リ
ー
ズ
（W

altraut Lauw
erys

）
夫
人
、

廣
池
博
士
の
『
論
文
』
か
ら
の
貴
重
な
抜
粋
を
贈
呈
し
て
下
さ
っ
た
ラ
ワ

リ
ー
ズ
博
士
の
遺
言
執
行
者
に
も
大
き
な
恩
恵
を
賜
わ
っ
た
。

　

私
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
に
も
実
に
大
き
な
恩
義
が
あ
る
。
彼
ら
は
い

つ
も
尽
き
る
こ
と
な
く
支
援
、
援
助
、
教
授
を
与
え
て
下
さ
り
、
日
本
に

お
い
て
惜
し
み
な
い
持
て
成
し
を
賜
わ
っ
た
。
特
に
廣
池
千
太
郎
所
長
は

い
つ
も
、
熟
慮
と
情
熱
を
伴
っ
た
熱
意
と
寛
大
さ
を
も
っ
て
、
研
究
所
か

ら
の
推
進
協
力
者
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
。
た
と
え
ば
几
帳
面
な
川
窪
啓

資
教
授
は
、
洞
察
力
に
富
む
精
神
と
曇
り
の
な
い
公
正
な
態
度
を
持
つ
私

の
一
番
の
先
生
で
あ
っ
た
。
先
輩
の
宗
武
志
教
授
、
大
塚
善
治
郎
教
授
に

は
、
親
密
な
協
議
を
通
し
て
偉
大
な
知
恵
と
支
援
の
恩
恵
を
賜
わ
っ
た
。

大
澤
俊
夫
教
授
は
組
織
上
の
便
宜
と
思
い
出
に
残
る
歌
に
よ
っ
て
貢
献
し

て
下
さ
り
、
バ
ン
ト
ッ
ク
（G

avin B
antock

）
助
教
授
は
断
固
と
し
た

洞
察
力
の
あ
る
批
評
家
で
あ
り
、
価
値
の
無
い
も
の
を
沢
山
取
り
除
い
て

下
さ
っ
た
。
他
の
多
く
の
方
か
ら
も
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
す
べ
て
の
人

の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
感
謝
を
こ
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
専
門
家
で
あ
る
次
の
方
々
、
つ
ま
り
陽
気
な
永
安
幸
正
教
授
、
熱

心
な
タ
ッ
ブ
ズ
（W

alter T
ubbs

）
博
士
、
三
潴
信
吾
、
小
泉
喜
平
、
望

月
幸
義
、
水
野
治
太
郎
、
欠
端
實
、
井
出　

元
、
立
木
教
夫
、
北
川
治

男
、
石
丸
潤
一
の
各
教
授
、
ま
た
有
用
な
提
言
を
下
さ
っ
た
ホ
リ
ン
グ
ワ

ー
ス
（M

ark H
ollingw

orth

）
氏
の
名
前
を
挙
げ
た
い
。
堀
内
一
史
氏

は
日
本
滞
在
中
の
私
の
個
人
的
な
保
護
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の

本
に
関
係
す
る
タ
イ
プ
や
事
務
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
、
吉
田
憲
史

氏
に
も
よ
く
助
け
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
京
都
の
経
済
人
で
あ
る
杉
本
清

次
郎
氏
、
内
藤
誠
二
氏
、
村
山
忠
治
郎
氏
に
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
彼
ら
は
自
分
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
私
に
日
本
の
生
活
と
思
想
に

対
す
る
洞
察
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
。
最
後
に
、
女
性
方
の
廣
池
夫
人
、

川
窪
夫
人
、
永
安
夫
人
に
は
ご
家
庭
で
の
お
持
て
成
し
に
対
し
て
、
そ
し

て
研
究
所
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
極
め
て
親
切
な
ス
タ
ッ
フ
に
も
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　

研
究
所
以
外
で
援
助
を
い
た
だ
い
た
人
の
中
で
は
、
次
の
方
々
に
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
ラ
ム
主
教
（Lord B

ishop of D
urham

）

で
あ
り
正
師
（R

ight R
everend

）
で
も
あ
る
ハ
ブ
グ
ッ
ド
（John 

H
abgood

）
博
士
は
、
監
督
管
区
書
簡
（D

iocesan Letter

）
を
私
に
提

供
し
、
そ
れ
を
引
用
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
。
コ
ル
タ
ッ
ツ
ィ

（H
ugh C

ortazzi

）
卿
閣
下
は
専
門
的
な
助
言
を
、
モ
イ
ニ
ハ
ン

（M
artin M

oynihan

）
氏
は
サ
フ
ィ
ア
ン
（M

oham
ed Suf�an

）
博
士
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が
フ
ィ
リ
ピ
ン
法
廷
（the B

ar of the Philipines

）
で
行
っ
た
適
切
な

講
演
録
を
提
供
し
て
下
さ
り
、
レ
イ
バ
ー
（H

ugo Laver

）
氏
に
は
日

本
の
経
済
問
題
の
関
連
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、
妻
が
確
固
と
し

た
支
援
と
激
励
を
く
れ
た
こ
と
、
定
期
的
に
ヤ
ギ
の
世
話
を
す
る
助
手
と

し
て
の
私
の
仕
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
こ
と
、
私
の
不
在
に
耐
え
て
仕

事
に
没
頭
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

序　

文

　

本
書
は
西
欧
の
価
値
を
手
掛
か
り
に
し
て
極
東
の
叡
智
を
紹
介
し
よ
う

と
い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
、
危
機
的
な
状
況
で
起
こ
り
や
す

い
一
つ
の
印
象
的
な
偶
然
に
あ
り
、
私
た
ち
の
限
ら
れ
た
気
づ
き
の
範
囲

を
超
え
た
ド
ラ
マ
の
中
で
、
私
た
ち
が
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

　

私
は
英
国
政
体
の
基
盤
（our constitutional bases

）
が
侵
食
さ
れ

る
と
信
じ
て
い
た
事
柄
の
た
め
に
、
職
業
生
活
を
終
え
る
こ
と
に
し
た

が
、
そ
の
数
日
前
に
、
日
本
に
お
け
る
あ
る
運
動
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
廣
池
千
九
郎
博
士
が
五
十
年
ほ
ど
前
に
発
表
し
た
原
理
に
基

づ
き
、
政
体
の
基
盤
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
で
あ
り
、
爾
来

彼
が
設
立
し
た
社
会
教
育
運
動
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。
最
近
、
英
国
で
は
無
視
さ
れ
る
か
、
表
面
的
に
し
か
扱
わ
れ
な
く
な

っ
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
日
本
で
は
膨
大
な
量
の
重
要
な
考
察
が
な
さ
れ

て
き
た
。
我
々
の
性
急
な
文
化
に
と
っ
て
は
異
質
な
見
解
に
満
ち
た
〔
思

想
〕
体
系
を
解
釈
す
る
課
題
に
従
事
す
る
と
い
う
誘
い
は
、
神
意
に
よ
っ

て
差
し
向
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
誘
い
を
辞
退
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
〔
思
想
〕
体
系
に
は
、
イ
ギ

リ
ス
国
民
の
幸
福
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
真
実
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
失
敗
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
単
な

る
翻
訳
で
は
な
く
解
説
書
を
作
る
際
に
は
、
あ
る
種
の
歪
曲
が
伴
わ
ざ
る

を
得
な
い
し
、
人
は
必
ず
自
分
自
身
の
精
神
的
な
背
景
か
ら
来
る
要
素
を

持
ち
込
み
、
そ
れ
を
正
統
な
学
説
体
系
に
付
加
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
私
の
最
初
の
原
稿
は
、
私
の
尊
敬
す
る
日
本
と
の
架
け

橋
で
あ
り
、
現
代
の
賢
人
で
あ
る
故
ラ
ワ
リ
ー
ズ
教
授
の
賛
同
を
得
た
の

で
あ
る
。
彼
は
私
が
大
き
な
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
著
名
な
教
育
者
で
も
あ

る
。
彼
は
最
初
に
私
を
駆
り
立
て
、
素
晴
ら
し
い
知
性
で
も
っ
て
私
を
支

援
し
、
彼
自
身
の
洞
察
力
の
あ
る
論
文
を
含
め
て
、
西
洋
に
お
い
て
出
版

さ
れ
て
い
な
い
文
献
を
必
要
に
応
じ
て
紹
介
し
入
手
し
て
く
れ
た
。
し
か

し
彼
に
は
、
私
の
人
生
に
お
け
る
こ
の
新
し
い
章
は
開
か
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

こ
の
主
題
を
扱
う
時
に
、
私
は
、
作
家
が
自
己
自
身
を
「
著
者
」
と
呼

ん
で
、
自
分
の
人
格
を
抑
制
し
表
面
に
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
慣
例
に
従

う
こ
と
を
故
意
に
放
棄
し
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
例
に
い
つ
も
う
ん

ざ
り
し
て
い
た
。「
親
愛
な
る
読
者
」
と
語
り
か
け
る
手
法
の
方
が
よ
ほ

ど
適
切
で
、
廣
池
博
士
が
す
べ
て
の
こ
と
を
自
分
の
個
人
的
な
経
験
と
関
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連
付
け
る
方
法
と
も
調
和
す
る
。
ま
さ
に
彼
の
教
え
の
本
質
は
、
思
想
を

形
成
し
価
値
を
維
持
す
る
人
、
つ
ま
り
個
人
的
な
事
柄
か
ら
離
れ
て
抽
象

的
な
自
己
抑
制
を
行
う
人
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

衝
撃
を
受
け
る
方
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
謙
遜
を
捨
て
て
、
本

書
を
読
者
と
の
個
人
的
な
対
話
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

は
、
読
者
を
、
私
が
享
受
す
る
知
性
の
持
ち
主
以
上
で
も
、
も
ち
ろ
ん
以

下
で
も
な
い
方
と
し
て
扱
い
、
見
上
げ
る
よ
う
な
話
し
方
や
見
下
げ
る
よ

う
な
話
し
方
を
す
る
罪
を
避
け
た
い
。
本
書
を
探
求
へ
の
共
同
の
航
海
に

し
た
い
。
私
た
ち
は
平
等
の
上
に
ス
タ
ー
ト
し
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
も
し
私
が
読
者
の
感
情
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
を
書
け
ば
、
辛
辣

な
手
紙
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
良
い
こ
と
は
、
私
を
論
破
す
る
読
者

自
身
の
本
を
書
い
て
ほ
し
い
。
間
違
い
の
無
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
こ

と
は
、
私
は
読
者
を
説
得
し
よ
う
と
す
る
の
で
も
な
く
、
必
要
に
応
じ
て

読
者
の
態
度
を
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
私
が
望
む
の
は
、
こ
こ
に
述
べ
た
外
国
人
に
よ
る
表
面
的
な
日
本
に

関
す
る
学
説
が
す
で
に
読
者
自
身
の
意
識
の
中
に
あ
り
、
単
に
装
い
を
異

に
し
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
下
さ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
が
廣
池
の
思

想
の
完
全
な
紹
介
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
彼
の
思
想
を
出

来
る
限
り
一
般
的
な
形
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
彼
の
思
想
の

多
く
は
ま
だ
原
文
の
日
本
語
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
私
が
主

と
し
て
関
心
を
寄
せ
て
き
た
の
は
、
新
し
い
道
徳
科
学
の
よ
り
公
共
的
な

側
面
で
あ
り
、
今
ま
で
翻
訳
さ
れ
た
資
料
に
お
い
て
最
も
十
分
に
扱
わ
れ

て
き
た
の
も
こ
の
側
面
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
個
人
的
道
徳
の
レ
ベ
ル

に
関
す
る
さ
ら
に
多
く
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
道
徳
科
学

の
継
承
者
か
ら
私
は
多
大
な
援
助
を
得
て
き
た
が
、
入
手
し
た
業
績
に

は
、
決
定
版
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
本
書
は
部
分
的
な
草
稿
で
あ
っ
て
、
深
遠
な
学
問
の
重
い
書
物
で
は

な
い
。
こ
こ
で
私
は
日
本
の
芸
術
家
の
原
理
を
採
用
し
た
い
。
そ
の
芸
術

家
は
生
涯
を
ウ
ソ
鳥
（bull�nch

）﹇
訳
注
：
い
ろ
ん
な
鳴
き
声
を
ま
ね
る
鳥
と

し
て
か
ご
に
入
れ
て
飼
育
さ
れ
た
鳥
﹈
の
研
究
に
費
や
し
、
最
後
に
ウ
ソ
鳥
の

本
質
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
ウ
ソ
鳥
の
絵
を
描
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
本
書

の
目
的
の
た
め
に
は
、
よ
り
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
簡
潔
さ
を
決
定
原
理
に
し
よ
う
。
お
好
み
な
ら
こ
れ
を
一
種
の
詩
と

し
て
扱
っ
て
ほ
し
い
。
詩
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
味
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
た
め
に
は
、
読
者
も
応
分
の
役
割
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し

私
が
読
者
を
揺
り
動
か
そ
う
と
し
て
も
、
読
者
が
そ
れ
に
応
え
る
気
力
が

な
か
っ
た
ら
、
私
の
書
く
こ
と
は
空
し
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私
は

随
所
で
衝
撃
的
な
こ
と
を
述
べ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
反
応
を
呼
び
起
こ
す
た
め
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
く
ら
か
個
人
的
な
事
柄
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
読
者
と
の
対
話
を
始
め
る
た
め
に
は
、
私
が
ど
の
よ
う
に

考
え
、
話
す
よ
う
に
な
っ
た
か
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
あ
る
。
私
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の
教
育
の
主
要
な
部
分
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
校
（W

estm
inster 

School
）
で
、
当
時
の
大
英
帝
国
な
る
も
の
の
中
心
で
あ
っ
た
。
学
生
時

代
、
私
達
は
多
く
の
壮
観
な
国
家
的
行
事
に
目
撃
者
と
し
て
関
わ
り
を
も

ち
、
主
に
日
曜
日
に
は
国
会
議
事
堂
に
入
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
う

し
て
私
は
、
政
体
に
親
近
感
を
も
っ
て
成
長
し
、
そ
の
感
情
は
、
後
に
事

務
弁
護
士
（solicitor
）
に
な
る
た
め
の
政
体
史
（constitutional 

history

）
の
研
究
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
半
ば

に
、
私
は
イ
ン
ド
に
送
ら
れ
イ
ン
ド
軍
に
従
軍
し
た
。
私
は
そ
こ
で
時

折
、
デ
カ
ン
高
原
（the D

eccan
）
や
カ
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
地
方
（the 

C
arnatic

）
に
あ
る
古
代
の
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
寺
院
や
修
道
院
を

い
く
つ
か
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
岩
肌
に
じ
か
に
彫

ら
れ
て
い
た
。
私
は
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
宗
教
に
対
す
る
「
感
触
」
を
獲

た
が
、
私
は
そ
れ
ら
の
宗
教
を
、
英
国
国
教
会
の
信
仰
（A

nglican 

faith

）
は
捨
て
る
こ
と
な
く
研
究
し
続
け
て
き
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
お
そ

ら
く
特
に
イ
ン
ド
軍
で
は
、
人
々
は
ほ
と
ん
ど
人
種
の
意
識
を
喪
失
し
て

い
た
が
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
カ
ー
ス
ト
意
識
だ
け
は
保
持
し
て

い
た
。
一
九
五
四
年
に
、
私
は
高
等
法
院
大
法
官
庁
補
助
裁
判
官
（a 

M
aster of the C

hancery D
ivision of the H

igh C
ourt

）
に
就
任
し

た
。
つ
ま
り
小
事
件
、
そ
し
て
大
事
件
の
厳
密
な
法
解
釈
、
さ
ら
に
大
裁

判
の
視
点
か
ら
見
る
と
非
常
に
退
屈
な
細
か
い
仕
事
を
扱
う
下
級
判
事

（a subordinate or low
-grade judge

）
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
私
は
古
来
の
大
法
官
庁
官
吏
（C

lerks in C
hancery

）
の
系
列

に
入
っ
た
。
そ
れ
は
ノ
ル
マ
ン
民
族
の
時
代
か
ら
法
的
手
続
き
の
組
織
や

監
督
に
携
わ
っ
て
き
た
人
々
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
に
、
私
は
大
法
官

庁
主
席
補
助
裁
判
官
（C

hief C
hancery M

aster

）
と
い
う
準
行
政
職

に
就
き
、
現
代
の
官
僚
主
義
や
機
械
化
の
侵
食
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
標

準
を
維
持
す
る
た
め
に
絶
え
間
な
い
努
力
を
し
た
。

　

後
述
す
る
あ
る
経
験
に
よ
っ
て
、
私
の
世
界
は
今
、
精
神
的
な
力
が
疑

う
余
地
の
な
い
現
実
で
あ
る
世
界
で
あ
り
、
そ
の
世
界
に
は
、
生
命
に
内

在
す
る
目
的
、
つ
ま
り
諸
個
人
の
絶
え
間
な
い
流
動
を
貫
い
て
生
き
て
働

く
生
命
の
目
的
に
つ
い
て
の
感
覚
が
存
在
し
て
い
る
。
私
は
神
秘
主
義
者

が
描
く
よ
う
な
、
宇
宙
と
の
一
体
感
に
関
す
る
解
明
を
認
め
た
こ
と
は
な

く
、
地
に
足
を
し
っ
か
り
つ
け
て
こ
つ
こ
つ
学
び
続
け
て
い
る
。
私
に
は

神
聖
な
物
事
（D

ivine things

）
に
つ
い
て
教
え
る
資
格
は
な
い
が
、
思

い
を
巡
ら
す
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
思
う
。
時
折
、
潜
在
意
識
や
超
意
識
の

ど
こ
か
か
ら
警
告
や
奨
励
の
ヒ
ン
ト
が
や
っ
て
来
る
。
人
は
こ
の
よ
う
な

事
を
話
し
た
が
ら
な
い
が
、
私
が
単
に
あ
る
理
論
を
学
問
的
に
開
示
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
確
信
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に

納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
神
聖
な
物
事
に
言
及
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

私
の
個
人
的
な
危
機
は
、
多
く
の
人
に
は
書
式
や
語
法
に
関
す
る
些
細

な
疑
問
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
や
っ
て
来
た
。
し
か
し
そ
の
語
法
は

深
い
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
召
喚
状
（the 

w
rit of sum

m
ons

）
と
い
う
書
類
と
関
係
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
英
国
高
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等
法
院
で
の
多
く
の
訴
訟
は
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
類
は
、
被

告
が
出
廷
す
る
際
に
必
要
な
支
配
君
主
の
令
状
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被

告
が
原
告
の
告
訴
に
基
づ
い
て
法
廷
の
前
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
記
録
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
大
法
官
に
よ
っ
て
（
も
ち
ろ
ん
代
理
に
よ
っ

て
）
署
名
さ
れ
、
印
章
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
令
状

は
ほ
と
ん
ど
の
事
案
に
適
用
さ
れ
る
基
本
的
な
書
式
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

お
よ
そ
九
百
年
前
の
王
室
裁
判
シ
ス
テ
ム
（the system

 of royal 

justice

）
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
っ

た
。
意
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
令
状
は
す
べ
て
の
事
案
に
国
王
や
女
王
の

称
号
を
付
与
し
、「
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
」
で
始
ま
り
「
信
仰
の
擁
護
者
」

で
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
君
主
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
神
の
代
表
で
あ

り
、
裁
判
は
根
本
的
に
神
聖
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

こ
こ
は
法
的
な
論
争
の
詳
細
に
立
ち
入
る
場
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、

召
喚
状
か
ら
国
王
の
命
令
を
削
除
す
る
こ
と
に
反
対
し
よ
う
と
し
て
失
敗

し
た
長
い
戦
い
の
後
、
私
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
召
喚
状
を
促
進
し

て
き
た
大
法
官
庁
官
吏
の
長
い
伝
統
を
継
ぐ
一
代
表
者
と
し
て
、
他
の

人
々
の
前
で
、
儀
式
的
拒
絶
と
い
う
正
式
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

退
官
を
意
味
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、
職
を
辞
し
た

こ
と
を
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。

　

一
九
七
六
年
に
、
私
は
『
法
と
未
知
な
る
雲
（T

he Law
 and the 

C
loud of U

nknow
ing

）』
と
い
う
小
さ
な
本
を
出
版
し
た
が
、
そ
れ
は

我
々
が
皆
参
加
す
る
一
般
の
生
活
過
程
や
進
化
的
体
系
に
、
法
を
関
連
付

け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
中
で
王
位
（the C

row
n

）

を
、
精
神
的
中
心
性
が
具
現
化
し
た
も
の
と
し
て
論
じ
、
特
に
召
喚
状
に

お
け
る
国
王
の
命
令
の
問
題
に
関
す
る
限
り
、
王
位
は
進
化
的
に
最
も
成

長
可
能
な
点
で
あ
る
と
論
じ
た
。
私
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ア
シ
ニ
ア

ム
・
ク
ラ
ブ
（A

thenaeum
 C

lub

）
の
小
グ
ル
ー
プ
の
会
員
に
話
す
よ

う
求
め
ら
れ
た
。
私
が
退
職
後
数
日
の
う
ち
に
、
そ
の
講
演
の
時
が
や
っ

て
く
る
こ
と
に
な
り
、
講
演
後
の
議
論
の
最
初
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
、

そ
の
こ
と
が
自
然
に
話
題
と
な
っ
た
。
私
の
聴
衆
の
中
に
ラ
ワ
リ
ー
ズ
教

授
が
お
り
、
彼
が
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
日
本
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
の
見
解
と
、
私
の
見
解
と
が
密
接
に
符
合
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
私

は
、
我
々
が
漠
然
と
し
か
気
付
い
て
い
な
い
力
で
全
て
が
結
ば
れ
て
い
る

と
い
う
現
象
の
、
も
う
一
つ
の
事
例
と
考
え
る
事
柄 （
ユ
ン
グ
（Jung

）

な
ら
共
時
性
（synchronicity

）﹇
訳
注
：「
意
味
あ
る
偶
然
の
一
致
」﹈
と
よ

ぶ
も
の
）
に
よ
っ
て
、
日
本
思
想
の
見
解
と
の
接
触
が
、
私
が
自
由
に
発

展
さ
せ
よ
う
と
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
始
ま
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
二
番

目
の
著
書
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
は
本
質
的
に
画
期
的
な
も
の
で
、
私
は
創
造
の
偉
大

な
過
程
に
伴
う
喜
び
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
あ
ら
ゆ
る
苦

痛
や
そ
れ
に
付
随
し
て
起
こ
る
恐
怖
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
創
造
的
な
過
程

に
は
深
い
笑
い
が
あ
る
。
存
在
に
は
、
一
瞬
に
過
ぎ
去
る
人
生
以
上
の
も

の
が
あ
る
。
大
き
な
潮
流
が
我
々
を
運
び
、
も
し
我
々
が
こ
の
よ
う
な
力
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を
理
解
し
始
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
我
々
は
そ
の
力
と
共

同
し
て
、
お
そ
ら
く
小
さ
な
役
割
を
果
た
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。
我
々
の

果
た
す
役
割
は
、
未
発
達
の
脳
の
標
準
に
従
っ
て
革
命
に
よ
り
新
た
に
物

事
を
作
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
無
数
の
年
月
を
越
え
て
蓄
積
さ
れ
た

我
々
の
祖
先
の
経
験
の
上
に
、
必
然
的
な
変
化
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
が
見
通
す
こ
と
が
出
来
る
の
は
そ
こ
ま
で
で

あ
る
。
そ
し
て
我
々
が
作
る
お
粗
末
な
素
材
の
上
に
、
い
く
ら
か
神
の
摂

理
が
働
い
て
、
荘
厳
な
ユ
ー
モ
ア
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
人
は
深
刻

な
問
題
を
ま
じ
め
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
悲
劇
の
背
後
に
さ

え
、
皮
肉
な
微
笑
み
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
理

解
を
超
え
る
巨
大
な
も
の
に
直
面
し
た
時
、
悲
惨
さ
を
馬
鹿
げ
た
見
せ
か

け
以
上
に
は
認
め
な
い
嘲
笑
的
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
折
に
触

れ
て
自
己
重
視
を
和
ら
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
愛
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

哀
れ
な
小
さ
な
胎
児
の
よ
う
に
活
動
的
で
目
的
を
目
指
し
、
論
争
さ
え
し

な
が
ら
泳
ぎ
ま
わ
る
こ
と
は
十
分
幸
福
な
こ
と
と
い
え
る
。

　

豊
か
な
文
化
交
流
は
お
お
む
ね
い
つ
で
も
有
効
で
、
世
界
が
縮
小
し
つ

つ
あ
る
よ
う
に
見
え
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
営
み
が
い
っ
そ
う
緊
密
に
圧
縮
さ

れ
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

も
し
私
が
東
ア
ジ
ア
で
す
で
に
洞
察
さ
れ
た
見
解
を
取
り
入
れ
て
、
英
国

政
体
（B

ritish constitution

）
を
強
化
す
る
目
的
を
達
成
出
来
る
と
す

れ
ば
、
本
書
は
そ
の
目
的
に
貢
献
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う

で
な
い
と
し
て
も
、
恐
ら
く
、
そ
の
仕
事
を
継
承
し
て
よ
り
よ
い
結
果
を

生
み
出
す
一
層
強
力
な
知
性
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
の
人
生
は
こ
の
試
み
に
容
赦
な
く
導
か
れ
、
少
な
く

と
も
あ
る
試
み
が
開
始
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
が
刊
行
の
途
上
に
あ
っ
た
時
、
私
は
ベ
イ
ジ
ェ
ン
ト
＆
レ
イ
ア
ン

ド
・
リ
ン
カ
ー
ン
社
（M

essrs B
aigent, Leighand Lincoln

）
刊
『
聖

な
る
血
統
と
聖
杯
（T

he H
oly B

lood an
d the H

oly G
rail

）』

（Jonathan C
ape, London, 1982

）
を
読
ん
だ
。
そ
こ
に
は
、
精
神
的

君
主
制
に
関
し
て
、
幾
分
私
の
考
え
に
通
じ
る
見
解
が
、
非
常
に
異
な
っ

た
文
脈
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
含
ま
れ
て
い
る
。
私
は
、
そ
の
著
作
に

お
け
る
思
索
、
理
論
、
歴
史
的
前
提
の
有
効
性
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
す

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
本
書
の
執
筆
中
に
は
、
私
の
知
る
と
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
私
は
、
プ
リ
ェ
ー
レ
・
ド
ゥ
・
シ
オ
ン

（the P
rieuré de Sion

）、
ナ
イ
ツ
・
テ
ン
プ
ラ
ー
（the K

nights 

T
em

plar

）、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
（the Freem

asons

）、
そ
の
他
の
秘
密

結
社
と
は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
他
方
、

も
し
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
直
系
の
肉
体
的
子
孫
が
、
フ
ラ
ン
ク
族
の
メ

ロ
ヴ
ァ
ン
ジ
ャ
ン
王
朝
（the Frankish M

erovingian dynasty

）
を
通

じ
て
、
再
興
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
君
主
制
（
恐
ら
く
そ
こ
に
は
英
連
邦
は

含
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
）
ま
で
存
続
し
て
い
る
と
言
う
の
な
ら
、
本
書

は
、
そ
の
主
張
を
な
ん
ら
毀
損
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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第
一
章　

混
沌
と
し
た
世
界

　

世
界
は
あ
る
べ
き
姿
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
あ
る
べ
き
姿

に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
間
の
営
為
に
は
、
進
歩
や
安
定
の
時
期

の
後
に
は
崩
壊
や
無
秩
序
が
続
く
と
い
う
、
一
種
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
紀
元
前
二
二
〇
〇
年
頃
、
エ
ジ
プ
ト
の
古
代
王
朝
の
終

焉
の
時
に
書
か
れ
た
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

人
間
は
王
位
（the C

row
n

）
に
対
し
て
あ
え
て
反
抗
し
て
き

た
。
そ
の
地
か
ら
君
主
制
を
取
り
除
こ
う
と
企
て
た
無
法
者
も
多
少

い
た
。
そ
の
地
の
貧
し
い
人
々
は
自
ら
を
富
ま
せ
、
資
産
家
た
ち
は

全
て
を
失
っ
た
。
ど
の
都
市
で
も
、「
頭
上
の
権
威
者
を
抑
圧
し
ろ
」

と
言
う
。
…
…
正
義
は
そ
の
地
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ま
だ
名
目
上
存

在
し
て
い
る
。
し
か
し
正
義
に
訴
え
て
人
間
が
行
う
こ
と
は
間
違
っ

て
い
る
。
貴
賎
を
問
わ
ず
全
て
の
人
々
が
、
死
ん
で
し
ま
え
た
ら
よ

い
の
に
と
言
い
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
は
、
決
し
て
私
は
生
ま
れ
て
く

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
。（
ウ
ェ
イ
ゴ
ー
ル
（A

rthur 

W
eigall

）
著
『
古
代
エ
ジ
プ
ト
小
史
（A

 Short H
istory of 

A
ncient E

gypt

）』1934

）

　

紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
の
『
論
語
』〔
八
佾
〕
第
三
の
五
に
は
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
あ
る
。「
師
が
言
わ
れ
た
。
東
夷
と
北
狄
は
君
主
を
維
持
し

て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
我
が
中
国
の
よ
う
に
腐
敗
し
た
状
態
で
は
な
い

〔
子
曰
く
、
夷
狄
だ
も
君
有
り
。
諸
夏
の
亡
き
が
如
く
な
ら
ず
〕」。
今
、
状
況
は

通
常
よ
り
悪
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
科
学
が

じ
き
に
我
々
を
完
成
へ
と
導
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
祖
先
の
夢
か

ら
、
私
た
ち
は
ち
ょ
う
ど
目
覚
め
た
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
進
歩
は
、
予
期
せ
ぬ
副
作
用
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ

る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
我
々
が
頂
上
に
登
り
着
く
よ
う
に
見
え
た
そ
の
拍
子

に
私
た
ち
を
突
き
落
と
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場

す
る
冥
界
王
の
シ
ジ
フ
ォ
ス
（Sisyphus

）
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
岩
石

を
頂
上
に
押
し
上
げ
よ
う
と
し
た
時
、
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
で
そ
れ
は
い

つ
も
山
の
底
へ
と
転
が
り
落
ち
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
と
は
違
っ
て
、
岩
石
は
ま
っ
た
く
同
じ
場
所
へ
転
が
り
落
ち
る
の
で
は

な
く
、
ま
た
頂
上
は
近
づ
く
た
び
に
少
し
ず
つ
高
く
な
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
我
々
の
方
法
は
押
す
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
引
く
の
で
あ
っ
て
、

我
々
は
い
つ
も
過
去
を
向
い
て
、
物
事
が
単
純
で
よ
り
道
徳
に
か
な
っ
て

い
た
昔
日
は
よ
か
っ
た
と
悔
や
む
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
想

像
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

　

あ
の
賢
明
な
イ
エ
ズ
ス
会
士
（Jesuit

）、
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル

ダ
ン
は
、
こ
の
過
程
を
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
複
雑
化
（com

plexi�cation

）

の
必
然
的
な
結
果
と
み
な
し
た
。
成
長
が
進
む
に
つ
れ
て
、
我
々
は
ま
す

ま
す
密
集
状
態
に
陥
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
適
応
が
必
要
と
な
り
、
進

化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
単
細
胞
体
が
非
常
に
過
密
に
な
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り
、
よ
り
大
き
な
生
存
競
争
の
能
力
を
持
っ
た
多
細
胞
の
生
物
体
が
出
現

し
た
。
そ
し
て
植
物
、
両
性
類
、
昆
虫
は
、
込
み
合
っ
た
水
中
か
ら
逃

れ
、
陸
地
に
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
爬
虫
類
が
よ
り
大
き
な

能
力
を
持
っ
て
出
現
し
、
次
は
よ
り
有
能
な
鳥
類
や
哺
乳
類
が
爬
虫
類
に

と
っ
て
代
わ
っ
た
。
そ
し
て
人
類
が
、
発
達
し
た
思
考
力
に
よ
っ
て
首
位

の
座
を
与
え
ら
れ
て
、
哺
乳
類
か
ら
抜
き
ん
出
た
。

　

私
は
「
思
考
（th

ou
g

h
t

）」
と
は
言
う
が
、「
意
識

（consciousness

）」
と
は
言
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
人
間
だ
け

が
自
己
を
意
識
し
、
し
か
も
こ
れ
が
生
命
の
進
歩
を
前
進
さ
せ
る
主
要
な

要
因
で
あ
る
と
い
う
テ
イ
ヤ
ー
ル
の
主
張
を
疑
問
に
思
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
誰
も
動
物
の
意
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
。
ま
し
て

植
物
の
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
意
識
は
す
べ
て
の
生
命
の

基
本
的
な
特
性
で
あ
る
。
一
部
の
類
人
猿
は
、
少
な
く
と
も
、
私
た
ち
と

同
様
に
、
自
己
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
問
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
我
々
は
人
間
の
思
考
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
人
間
の
思
考
は
、
人
間
種
の
膨
大
な
増
大
を

も
た
ら
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
有
機
的
・
機
械
的
な
発
展
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
増
大
や
発
展
は
、
資
源
の
限
界
に
ま
で
達
し
て
、
環
境
を
傷
つ

け
、
長
い
年
月
を
経
て
限
界
に
ま
で
拡
張
し
続
け
る
内
部
競
争
を
引
き
起

こ
し
、
さ
ら
に
よ
り
高
等
の
種
が
輩
出
さ
れ
る
ま
で
減
少
す
る
供
給
を
求

め
て
競
い
あ
う
の
で
あ
る
。
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
『
現
象

と
し
て
の
人
間
（T

he Phenom
enon of M

an

）』（London, C
ollins, 

1960, pp. 252

│3 

）
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
我
々
は
未
使
用
の
能

力
が
驚
く
ほ
ど
急
増
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
て
い
る
。
そ
れ
は
精
神
（a 

spirit

）
の
起
源
に
お
い
て
新
た
な
飛
躍
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
る
よ
う

な
飽
く
な
き
勢
力
の
増
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
球
精
神
の
合
意
的
構
造
と

で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
「
一
種
の
超
意
識
（super-

consciousness

）
に
相
当
す
る
意
識
の
調
和
的
集
合
体
」
と
定
義
し
た
。

言
い
か
え
れ
ば
、「
無
数
の
思
考
の
粒
子
が
機
能
的
に
一
つ
の
巨
大
な
思

考
の
粒
子
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
…
…
多
数
の
個
々
の
意
見
が
集
合
し
、

一
つ
の
合
意
的
反
省
思
考
と
な
っ
て
相
互
に
補
強
し
合
う
こ
と
で
あ
る
」

（
同
書
、p. 251

）。
彼
は
ま
た
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
こ
の
過
程
に
は

抵
抗
が
生
じ
、
魅
力
で
は
な
く
反
感
を
伴
う
。
そ
れ
は
我
々
に
、
統
制
的

実
在
物
（regim

ented m
ateriality

）
と
い
う
新
た
な
波
を
代
替
物
と
し

て
提
供
し
、
個
人
の
隷
属
化
を
も
た
ら
し
、
つ
い
に
「
共
産
主
義
や
国
家

社
会
主
義
、
さ
ら
に
最
も
唾
棄
す
べ
き
束
縛
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
我
々
は
細
胞
の
代
わ
り
に
結
晶
を
得
る
。
つ
ま
り
兄
弟
愛
の
代
わ

り
に
蟻
塚
を
得
る
」。
我
々
が
予
期
し
た
意
識
の
急
激
な
高
ま
り
の
代
わ

り
に
、
単
一
化
か
ら
必
然
的
に
機
械
化
が
生
じ
、
こ
れ
は
進
化
の
過
程
に

お
け
る
重
大
な
逸
脱
と
な
る
だ
ろ
う
（
同
書
、p. 257

）。

　

我
々
は
す
で
に
集
合
的
潜
在
意
識
（a collective subconscious

）
の

存
在
を
発
見
し
た
が
、
そ
れ
は
ユ
ン
グ
の
元
型
（archetypes

）
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
や
集
団
的
熱
狂
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
意
識
レ
ベ
ル
に
お

い
て
は
、
個
人
間
・
集
団
間
の
テ
レ
パ
シ
ー
に
つ
い
て
の
認
識
が
増
大
し
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て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
進
化
発
展
の
自
然
な
過
程
に
よ
る
、
普
遍
的
超

意
識
へ
の
大
き
な
前
進
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
彼
は
正
し

い
と
私
は
思
う
が
、
我
々
は
、
世
界
的
規
模
に
お
け
る
協
同
思
考
と
い
う

自
由
へ
の
進
歩
か
、
あ
る
い
は
人
類
を
停
滞
と
衰
退
に
導
く
思
考
や
行
動

の
全
体
主
義
的
従
属
か
、
と
い
う
選
択
肢
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
唯
一
の
選
択
肢
は
、
我
々
が
た
だ
自
滅
す
る
こ
と
で
あ
り
、
全
て
の
人

類
と
地
球
上
の
他
の
生
命
の
大
部
分
を
滅
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
進
化
は
低
い
レ
ベ
ル
か
ら
再
出
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
最
後
の

可
能
性
を
考
え
な
い
と
す
れ
ば
、
問
題
は
、
我
々
を
隷
属
へ
と
導
く
相
互

の
反
感
を
克
服
し
、
精
神
の
自
由
が
有
機
的
方
法
に
従
っ
て
生
起
す
る
よ

う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
答
え
は

も
ち
ろ
ん
、
我
々
相
互
の
関
係
を
規
定
す
る
道
徳
の
規
範
を
広
く
一
般
が

受
容
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
廣
池
博
士
が
新
た
な
道
徳

科
学
を
も
っ
て
参
入
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
我
々
は
先
走
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
解
決
に
至
る
前
に
、
我
々

は
も
う
少
し
根
本
的
な
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
生
は

ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
と
言
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は

長
年
に
わ
た
り
、
圧
力
は
危
機
的
状
況
に
到
達
す
る
ま
で
増
大
せ
ざ
る
を

得
ず
、
熱
せ
ら
れ
た
金
属
は
溶
け
、
何
か
新
し
く
す
ば
ら
し
い
も
の
（
あ

る
い
は
、
絶
望
的
で
、
地
獄
の
よ
う
な
も
の
）
が
炉
か
ら
現
れ
る
こ
と

を
、
平
静
に
受
け
止
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
我
々
の
物

質
的
な
困
難
は
、
こ
の
国
に
お
い
て
は
、
理
論
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

非
常
に
多
く
、
状
況
は
こ
れ
ま
で
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
危
機
は
精

神
に
関
す
る
物
事
や
未
来
へ
の
恐
怖
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

私
は
今
世
紀
に
起
き
た
ほ
と
ん
ど
の
混
乱
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
き
た

の
で
、
私
に
と
っ
て
人
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
叙
述
す
る
こ
と
は
有
用
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
一
四
年
以
前
を
安
定
の

時
代
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
当
時
は
そ
の
よ
う
に
は
見
え
な
か

っ
た
。
論
争
や
変
化
が
絶
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
全
体
と
し
て
は
統
一
性

が
基
調
を
な
し
、
世
界
は
少
な
く
と
も
お
お
む
ね
開
放
的
で
あ
っ
た
。
私

は
高
齢
で
あ
る
の
で
、
自
信
に
満
ち
た
そ
の
時
代
の
こ
と
を
多
少
記
憶
し

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
程
な
く
終
わ
り
を
告
げ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

の
恐
怖
の
さ
な
か
で
、
私
は
完
全
な
意
識
に
目
覚
め
た
。
そ
の
大
戦
に
つ

い
て
、
私
は
徹
頭
徹
尾
記
憶
し
て
い
る
。
軍
隊
、
負
傷
者
、
死
亡
報
告
は

身
近
な
も
の
で
あ
り
、
戦
闘
の
報
道
も
絶
え
ず
、
静
か
な
サ
リ
ー
の
森
か

ら
フ
ラ
ン
ス
で
の
大
砲
の
集
中
砲
火
を
聞
く
こ
と
さ
え
あ
り
、
戦
闘
機

（
安
全
性
は
今
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
）
で
溢
れ
る
格
納
庫
を
備
え
た
新
設

の
飛
行
場
の
一
つ
を
訪
ね
た
こ
と
も
あ
る
。
愛
国
的
な
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や

強
力
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
、
私
に
識
字
能
力
を
授
け
た
最
初
の
も
の
で
あ

っ
た
。
勝
利
の
時
が
訪
れ
、
幼
い
少
年
は
、
世
界
の
四
分
の
一
が
イ
ギ
リ

ス
の
統
治
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
地
図
で
色
分
け
す
る
こ
と
が
で

き
、
全
て
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
支
配
国
家
の
一
員
と

し
て
、
私
は
準
軍
事
的
な
教
育
を
受
け
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
後
の
何
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ヶ
月
間
は
将
校
と
な
り
、
全
身
全
霊
、
そ
の
軍
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
軍
の
フ
ラ
ン
ス
侵
攻
が
速
や
か
で
あ
っ
た
の
で
、

結
果
的
に
、
私
は
戦
闘
に
加
わ
る
こ
と
は
な
く
、
司
法
訓
練
を
受
け
て
、

間
も
な
く
行
政
官
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
再
び
勝
利
の
時
が
訪
れ
た
が
、

今
回
は
二
重
の
意
味
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
生
活
は
外
面
的

に
は
平
和
が
続
い
て
い
る
。
新
し
い
世
代
の
攻
撃
的
な
衝
動
は
、
戦
争
に

は
け
口
を
見
い
だ
す
の
で
は
な
く
、
デ
モ
、
暴
動
、
ギ
ャ
ン
グ
抗
争
、
そ

し
て
他
の
犯
罪
的
暴
力
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
私
の
若
い
頃

の
大
混
乱
の
比
で
は
な
い
。
我
々
の
孫
の
た
め
に
、
妻
と
私
は
、
我
々
の

祖
父
母
と
同
じ
よ
う
に
、
確
固
と
し
た
安
定
し
た
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
家
事
使
用
人
は
い
な
く
な
り
、
食
べ
物
は
よ
り
簡
単
で
質
素
な
健

康
的
な
も
の
と
な
り
、
公
的
な
接
待
は
非
常
に
減
少
し
、
我
々
は
先
祖
に

は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
職
務
を
機
械
の
助
け
を
借
り
て
遂
行
し
、
貨
幣

価
値
は
認
識
以
上
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
生
活
の
安
定
や
落
ち

着
き
は
お
お
む
ね
変
わ
っ
て
い
な
い
。
か
つ
て
労
働
者
階
級
と
呼
ば
れ
て

い
た
人
に
と
っ
て
、
物
質
的
な
生
活
状
況
は
、
高
い
失
業
率
の
時
で
さ
え

も
、
明
ら
か
に
は
る
か
に
良
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
国
に
お
け
る
我
々
の
物
質
的
環
境
は
以
前
よ
り
は

る
か
に
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
前
提
で
こ
の
節
を
書
き
始
め
た
が
、
よ
く

考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
く
。
悪
化

は
、
我
々
の
現
実
経
験
の
中
に
あ
る
と
い
う
よ
り
、
人
々
の
行
動
規
範

や
、
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
感
じ
る
恐
れ
や
危
険
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
国
の
外
の
世
界
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
概
し
て
、
同

じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
我
々
は
餓
え
た
大
衆
を
考
え
る
と
憂
鬱
に
な
る

が
、
飢
餓
が
大
規
模
な
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
我
々
が
今
目
撃

し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
飢
饉
が
生
じ
て
も
、
そ
れ
は
あ
る
特
定
の
地
域

に
限
ら
れ
、
外
国
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
和
ら
ぐ
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
っ
て
我
々
が
こ
れ
ら
の
恐
怖
を
よ
り
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
恐
怖
は
か
つ
て
ほ
ど
で
は
な
い
の
で
あ

ろ
う
。
病
気
と
の
戦
い
に
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
で
人
口
の
消
耗
を
防

ぎ
、
食
糧
不
足
が
増
大
し
て
、
一
つ
の
害
悪
が
別
の
害
悪
に
取
っ
て
代
わ

っ
た
。
世
界
の
多
く
の
地
域
で
、
長
い
年
月
を
か
け
て
人
口
増
殖
が
続

き
、
資
源
の
限
界
に
達
し
、
そ
の
限
界
を
越
え
て
今
日
も
な
お
続
い
て
い

る
。
そ
の
こ
と
に
何
も
新
し
い
変
化
は
な
い
。
暴
政
が
非
常
に
増
加
し
た

よ
う
に
見
え
る
。
部
分
的
に
は
、
こ
れ
は
帝
国
主
義
の
終
焉
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
帝
国
主
義
（
そ
れ
に
つ
い
て
今
日
で
は
い
か
よ
う
に
も
考
え
ら

れ
る
が
）
の
段
階
に
お
い
て
は
、
比
較
的
善
意
の
外
国
の
統
治
に
よ
っ

て
、
多
く
の
人
々
が
既
存
の
暴
政
か
ら
救
わ
れ
、
そ
の
必
然
の
結
果
と
し

て
、
人
々
は
は
じ
め
て
自
由
へ
の
欲
望
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
土
地

本
来
の
統
治
者
が
新
し
く
現
れ
て
暴
政
が
和
ら
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、

少
な
く
と
も
よ
り
高
度
な
判
断
基
準
を
伴
う
レ
ベ
ル
で
の
新
し
い
サ
イ
ク

ル
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
場
合
の
よ
う

に
、
古
い
独
裁
的
な
支
配
者
の
原
始
的
な
暴
政
が
継
続
し
て
は
い
る
が
、
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そ
こ
に
は
、
少
な
く
と
も
生
活
水
準
の
向
上
や
飽
く
な
き
解
放
へ
の
圧
力

に
対
す
る
不
安
な
目
覚
め
の
よ
う
な
希
望
が
あ
る
。
部
族
主
義
が
復
活
し

つ
つ
あ
る
地
域
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
か
つ
て
の
暗
黒
の
も
の
で
は
な
い
。

部
族
主
義
に
は
野
獣
性
を
伴
う
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
は
新
し
い
タ
イ
プ

の
統
合
へ
と
向
か
う
過
渡
的
な
段
階
を
示
す
希
望
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
世
界
は
注
視
し
、
必
要
な
ら
ば
、
干
渉
す
る
だ
ろ
う
。
少
な

く
と
も
、
状
況
は
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
こ
と
は
我
々
を
危
険
な
ほ
ど
に
ひ
と
り
よ
が
り
に
さ
せ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
お
び
え
る
の
か
。
人
類
は
、
ど
う
し

て
今
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
終
末
的
な
破
局
を
恐
れ
て
、
全
て
の
希
望
が

消
滅
す
る
と
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
、
そ
の
答
え
は
、
人
類

が
新
た
な
巨
大
な
力
を
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
我
々
は
ま

だ
、
そ
の
力
を
、
限
ら
れ
た
資
源
し
か
持
た
な
い
地
球
上
の
現
状
に
つ
い

て
の
新
し
い
認
識
と
結
び
つ
け
て
使
用
す
る
だ
け
の
道
徳
的
な
装
置
を
備

え
て
は
お
ら
ず
、
我
々
の
強
欲
は
恐
ろ
し
い
速
さ
で
そ
の
資
源
を
浪
費
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
少
し
前
ま
で
、
我
々
は
こ
う
し
た
多
く
の
危
機
に
つ

い
て
お
め
で
た
い
ほ
ど
無
知
で
あ
っ
た
。
我
々
は
相
次
ぐ
土
地
の
浸
食
や

長
期
的
な
降
水
量
の
影
響
を
何
も
考
え
ず
に
森
林
を
伐
採
し
た
。
我
々
は

放
射
能
の
危
険
や
、
電
離
層
の
危
険
、
ガ
ス
や
煙
の
危
険
な
増
加
や
、
元

来
人
間
に
害
の
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
製
造
物
質
や
単
な
る
廃
棄
物
お

よ
び
水
質
汚
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
生
命
へ
の
脅
威
に
つ
い
て
何

も
知
ら
な
か
っ
た
。
我
々
は
突
如
と
し
て
目
覚
め
、
巨
大
な
機
械
に
よ
る

支
配
を
獲
得
し
た
が
、
そ
れ
を
操
作
す
る
方
法
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
た
。
我
々
は
、
自
身
を
制
御
す
る
方
法
を
学
ぶ
前
に
、
制
御
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
伝
統
的
な
方
法
は
も
は
や
適

切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
方
法
は
、
人
間
の
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
が
ご
く
僅
か
で
あ
っ
て
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
時
代
に
考
案
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
は
や
時
間
は
残
さ
れ
て
い

な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
全
て
陳
腐
な
た
わ
ご
と
で
あ
る
と
、
読
者
は
言
う
で

あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
言
い
ふ
る
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
答
え
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
混
乱
が
増
大
し
て
い
る
世
界
に
お
い
て
、
時
折
、
健
全
な
勝
利

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
我
々
が
経
済
の
取
り
決
め
を
一
瞥
す

る
だ
け
で
、
我
々
が
い
か
な
る
問
題
解
決
か
ら
も
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
に
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
だ
ろ
う
。

　

現
実
に
は
そ
れ
ほ
ど
生
産
物
が
必
要
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
国
の

国
民
総
生
産
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
自
国
の
総
生
産
を
増
大
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
言
わ
れ
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
し
い
自
動
車
を
際

限
な
く
生
産
す
る
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
需
要
が
続
く
よ
う
に
意
図
的
に
旧
式
化
が
組
み

込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
械
は
か
け
が
え
の
無
い
ガ
ソ
リ
ン

の
蓄
え
を
使
い
果
た
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
多
く
は
過
剰
な
も
の
で
あ

る
。
農
業
経
営
者
た
ち
は
作
物
を
作
り
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
恵
ま
れ
な
い
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地
域
に
お
い
て
不
足
し
て
い
る
間
は
、
な
お
高
値
を
要
求
す
る
。
長
時
間

に
亘
る
熟
練
工
の
技
能
を
要
す
る
の
で
、
高
品
質
の
製
品
を
生
産
す
る
こ

と
は
非
経
済
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
我
々
は
粗
悪
品
や
二
流
品
で
我
慢

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
化
は
本
来
、
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
る
た

め
に
労
働
力
を
解
放
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
経
済
学
は
、

今
日
ま
で
我
々
の
自
己
抑
制
に
役
立
っ
て
き
た
が
、
費
用
の
か
か
る
無
駄

な
活
動
を
助
長
す
る
一
方
で
、
高
い
社
会
的
価
値
を
も
っ
た
活
動
を
減
少

さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
の
見
事
な
鉄
道
シ

ス
テ
ム
は
、
無
秩
序
な
自
動
車
の
方
を
選
ん
で
切
り
捨
て
ら
れ
た
。
と
こ

ろ
が
貧
し
い
地
域
に
お
け
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
は
非
経
済
的
で
さ
え

あ
り
、
そ
う
し
た
地
域
は
そ
れ
ゆ
え
に
活
気
が
無
く
な
り
、
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
に
さ
え
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
都
市
の
複
合
企
業
が

肥
沃
な
土
地
へ
と
進
展
す
る
。
経
済
学
は
、
魚
類
を
大
量
に
殺
め
、
生
命

維
持
に
必
要
な
森
や
密
林
を
除
去
し
、
鉱
物
を
使
い
果
た
し
、
未
開
の

人
々
を
滅
ぼ
す
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
合
理
性
を
達
成
す
る
努
力

は
、
労
働
の
必
要
性
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
理
由
で
激
し
い
反
対
に
あ
っ

て
い
る
。
恐
ろ
し
く
多
数
の
人
々
が
、
お
金
に
取
っ
て
代
わ
る
紙
き
れ
を

運
用
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。

　

誰
も
対
処
す
る
能
力
や
見
識
を
持
ち
得
な
い
財
政
に
関
し
て
は
、
狂
気

が
つ
き
ま
と
う
。
厄
介
な
こ
と
に
貪
欲
が
制
度
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
家
賃
、
地
価
、
ロ
ー
ン
の
利
率
は
、
聖
牛
（sacred cow

s

）
で
あ

る
市
場
価
格
と
い
う
名
目
や
、
株
主
に
最
大
限
の
利
益
を
も
た
ら
す
の
が

取
締
役
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
名
目
で
、
ま
す
ま
す
上
昇
す
る
。
そ
の
結

果
、
他
の
も
の
も
す
べ
て
、
人
々
の
支
払
い
限
度
額
ま
で
値
上
が
り
す

る
。
賃
金
や
給
料
は
、
年
々
当
然
の
ご
と
く
増
加
し
、
そ
れ
に
附
随
し
て

支
出
が
上
昇
す
る
。
個
人
が
時
流
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
も
無
駄
で
あ

る
。
狂
気
が
集
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
抑
制
は
個
人
の
良
心
の
問
題
で
あ
る
が
、
制
度
的
に
良
心

が
欠
如
し
て
い
る
時
は
、
誰
も
自
己
自
身
の
良
心
が
関
係
し
て
い
る
と
は

感
じ
な
い
。

　

国
有
化
が
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
問
題

は
た
だ
大
き
く
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
雇
用
保
障
や
近
視
眼
的
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
は
、
大
き
な
混
乱
を
生
み
出
し
、
か
つ
て
小
規
模
企
業
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
労
働
争
議
よ
り
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
と
っ
て
の
危
険
度

が
増
し
て
い
る
。
無
邪
気
だ
っ
た
若
か
り
し
頃
、
私
は
国
有
化
と
は
、
国

営
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
そ
れ
以
後
無
料
に
な
り
、
道
路
の
よ
う
に
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
だ
と
想
像
し
た
も
の
だ
っ

た
。
だ
が
、
財
政
が
会
計
士
と
と
も
に
参
入
し
て
き
て
、
せ
い
ぜ
い
巨
大

な
独
占
を
つ
く
り
だ
す
だ
け
で
あ
り
、
独
占
は
相
互
の
負
担
を
増
す
だ
け

で
あ
る
。
も
し
ガ
ス
代
が
電
気
代
よ
り
安
け
れ
ば
、
競
争
を
減
少
さ
せ
る

た
め
に
ガ
ス
代
を
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
産
業
が
国
営
化

さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
大
き
な
魚
が
小
さ
な
魚
を
の
み
こ
む
よ
う
に
、

徐
々
に
独
占
的
な
も
の
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
選
択
肢
の
欠
如
、
不
平
に

対
す
る
無
反
応
、
個
人
的
な
配
慮
の
減
少
と
い
う
形
で
、
事
あ
る
ご
と
に
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消
費
者
に
損
害
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
ど
の
人
の
時
間
も
一
時
間
単
位

で
評
価
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
些
細
な
事
柄
を
取
り
扱
う
の
は
無
益
な
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
慣
れ
親
し
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
や
か
つ
て
の
礼
儀
は
、
経
済

の
利
益
の
も
と
に
、
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

複
雑
な
問
題
に
即
座
に
解
答
す
る
自
慢
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
さ
え
、
実

際
に
は
仕
事
の
速
度
を
遅
ら
せ
る
。
私
が
前
職
の
大
法
官
庁
補
助
裁
判
官

で
あ
っ
た
と
き
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
分
割
払
い
料
金
を
建
築
協
会
に
支
払
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
々
に
関
す
る
多
く
の
ケ
ー
ス
を
扱
っ
た
。
審

問
の
日
に
、
債
務
者
が
間
際
に
な
っ
て
い
く
ら
か
支
払
っ
た
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
、
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
最
初
は
何
も
難
し
い
こ
と

は
な
か
っ
た
。
事
務
弁
護
士
の
事
務
員
が
、
私
に
会
い
に
来
る
前
に
支
店

に
電
話
を
し
、
正
確
な
状
況
を
調
べ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
は
、
一
週
間
以
内
に
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

誰
も
負
債
の
正
確
な
状
態
に
つ
い
て
私
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
前
の
大
法
官
（Lord C

hancellor

）
が
、
副
裁
判
官

（a D
eputy M

aster

）
を
任
命
す
る
た
め
の
証
明
書
を
法
律
協
会
（the 

Law
 Society

）
に
要
求
し
た
時
に
も
同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
法
律
協

会
は
、
そ
の
よ
う
な
証
明
書
は
カ
ン
ザ
ス
州
（the State of K

ansas
）

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
取
り
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
三
週
間
を

要
す
る
だ
ろ
う
と
、
も
っ
と
も
ら
し
く
説
明
し
た
。
圧
力
を
か
け
る
と
、

証
明
書
は
た
だ
ち
に
作
成
さ
れ
た
が
、
明
ら
か
に
五
分
間
で
手
書
き
で
準

備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
些
細
な
事
例
は
、
機
械
化
が
疎
隔

と
硬
直
の
増
大
を
招
く
結
果
に
な
る
こ
と
の
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。
我
々

は
自
ら
の
発
明
に
よ
っ
て
動
き
が
と
れ
な
く
な
り
、
そ
し
て
個
人
は
苦
し

む
こ
と
に
な
る
。

　

政
府
に
お
い
て
も
、
同
様
の
過
程
が
認
め
ら
れ
る
。
人
々
の
集
団
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
法
律
や
規
制
の
負
担
が
増
大
し
、
我
々
は
そ
れ
ら

を
す
べ
て
知
り
、
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
世
紀
へ
の
転
換
期
に

は
、
国
会
で
議
決
さ
れ
た
公
法
に
関
す
る
年
鑑
は
薄
い
も
の
で
、
本
当
に

重
要
な
法
令
は
一
・
二
本
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
今

日
で
は
、
年
間
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
た
い
て
い
二
・
三
冊
の
厚
い
本
ほ
ど

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
は
出
来
の
悪
い
新
法
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
は
省
庁
や
欧
州
経
済
共
同
体
（the E

uropean E
conom

ic 

C
om

m
unity

）
か
ら
流
出
す
る
膨
大
な
付
随
法
令
の
こ
と
は
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
な
い
。
我
々
は
規
定
と
い
う
名
の
海
に
お
ぼ
れ
、
誰
も
時
代
に

つ
い
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
非
常
に
多
く
の
仕
事
が
あ
る
の
で
国
会

は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
。
予
定
表
が
非
常
に
混
ん
で
い
る
の
で
、
有
益
な

法
案
の
検
討
が
目
白
押
し
と
な
り
、
個
々
の
議
員
は
膨
れ
上
が
る
政
府
業

務
の
潮
流
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
。
業
務
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
、
重
要
な
条
項
は
綿
密
な
調
査
や
討
議
な
し
に
通
る
。
い
っ
た
ん
愚

か
な
決
定
が
な
さ
れ
る
と
、
阻
止
す
る
の
が
難
し
い
内
的
推
進
力
を
得

る
。
つ
ま
り
関
係
す
る
人
が
多
す
ぎ
、
そ
の
組
織
機
構
を
逆
転
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

我
々
は
、
個
人
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
の
な
い
巨
大
な
過
程
に
捕
わ
れ
て
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い
る
。
誰
も
実
際
は
責
任
を
負
え
な
い
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
。
私
が
示
唆
す
る
理
由
は
、
基
本
原
理
に
つ
い
て
は
も
は

や
い
か
な
る
確
証
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
指
針
と
し
て
十

全
で
あ
る
べ
き
少
数
の
規
則
に
反
省
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
躍
起
に
な
っ

て
漏
れ
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
穴
を
す
べ
て
塞
ご
う
と
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
我
々
は
実
用
的
な
方
法
を
自
慢
に
し
、
誰
も
彼
も
そ
の
人
自
身
の
特

定
の
観
点
か
ら
最
適
と
考
え
る
方
法
で
、
全
て
の
こ
と
を
現
状
に
即
し
て

処
理
し
よ
う
と
す
る
。
財
政
法
を
一
例
と
す
る
と
、
税
金
を
払
う
こ
と
を

好
む
者
は
お
ら
ず
、
中
に
は
税
金
を
免
れ
る
方
法
を
み
つ
け
よ
う
と
す
る

者
も
い
る
。
念
入
り
に
脱
税
の
方
策
を
考
案
す
る
専
門
家
も
い
る
。
政
府

は
、
詳
細
な
規
則
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
穴
を
塞
ご
う
と
し
、
そ
の

う
ち
に
さ
ら
に
割
れ
目
が
見
つ
か
り
、
再
び
そ
れ
を
阻
止
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
続
い
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
理
解
不
能
の
無
用
な
用
語
が
山

と
築
か
れ
、
不
幸
に
も
脱
税
な
ど
考
え
も
し
な
か
っ
た
人
々
ま
で
拘
束
す

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
も
し
シ
ン
プ
ル
な
原
理
を
い
く
つ

か
定
め
、
字
面
よ
り
も
精
神
に
従
っ
て
解
釈
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
全
て
必
要
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
誰
も
そ
れ
を

行
う
能
力
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　

一
方
で
は
、
我
々
の
制
度
・
慣
例
は
評
判
を
落
と
し
て
い
る
。
伝
統
的

な
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
尊
敬
は
か
な
り
減
少
し
た
。
我
々
は
、
自
分
が
当

然
獲
得
す
べ
き
利
得
、
獲
得
し
て
も
分
か
ち
合
う
必
要
の
な
い
利
得
を
、

な
ぜ
か
獲
得
し
て
い
る
よ
う
な
人
は
誰
で
も
批
判
の
対
象
と
す
る
。
こ
れ

は
王
位
、
国
会
、
政
府
、
労
働
組
合
、
大
企
業
、
地
主
、
福
祉
国
家
の
受

益
者
、
移
民
、
専
門
家
や
お
そ
ら
く
そ
の
他
の
人
々
に
対
し
て
も
あ
て
は

ま
る
。
一
般
に
嫉
妬
は
、
自
分
よ
り
優
位
な
地
位
を
付
与
す
る
よ
う
な
も

の
は
何
で
も
、
必
要
な
ら
ば
力
ず
く
で
、
取
り
去
ろ
う
と
す
る
努
力
に
帰

着
す
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
我
々
は
自
分
自
身
を
同
じ
レ
ベ
ル
に
押
し
上
げ

よ
う
と
す
る
。
各
自
が
自
分
を
守
ろ
う
と
し
、
悪
魔
は
一
番
後
ろ
の
人
に

取
り
付
く
。

　

実
用
的
な
方
法
は
、
全
て
の
人
が
同
じ
道
徳
的
基
盤
を
持
っ
て
い
た
時

に
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
価
値
が
崩
壊
す
る
時
に
は
機
能
し
な
い
。
我
々

は
、
合
理
的
な
人
生
態
度
へ
の
手
が
か
り
を
失
い
、
荒
野
を
さ
ま
よ
っ
て

い
る
。
必
要
な
の
は
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て
新
た
な
提
示
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
直
面
し
て
、
多
く
の
者
は
、
救
い
は
す
ぐ
間
近
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
全
て
の
困
難
を
解
決
す
る
よ

う
計
画
さ
れ
て
は
い
る
が
、
生
半
可
に
し
か
考
え
抜
か
れ
て
い
な
い
こ
と

の
多
い
シ
ス
テ
ム
に
信
頼
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
一
つ

に
、
自
由
企
業
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
は
経
済
力
が
何
の
規
制
も
受
け

ず
に
働
け
ば
、
お
そ
ら
く
全
て
が
う
ま
く
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
次

は
全
て
を
中
央
で
統
制
す
る
集
団
的
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
全
て
を
ば
ら

ば
ら
に
し
て
全
て
の
人
が
自
分
の
生
活
様
式
に
従
っ
て
努
力
す
れ
ば
よ
り

よ
い
結
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
無
政
府
主
義
的
革
命
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
外
部
か
ら
の
助
け
、
つ
ま
り
神
や
外
部
宇
宙
の
生
き
物
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の
介
在
を
信
じ
、
至
福
千
年
（the m

illennium

）
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
と
公
言
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
希
望
は
い
ず
れ
も
実
現
さ
れ
そ
う
に
な
い
。
我
々
の
精
神

的
、
物
質
的
な
救
い
を
実
現
す
る
の
は
、
我
々
自
身
の
努
力
に
よ
る
の
で

あ
る
。
私
た
ち
は
、
集
団
で
取
り
散
ら
か
し
た
も
の
を
、
自
分
自
身
で
片

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
に
失
敗
す
れ
ば
、
我
々
は
次
の
よ

う
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
す
べ
て
を
ス
ト
ラ
イ

キ
に
訴
え
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
我
々
全
て
は
週
に
百
万
ポ
ン

ド
を
稼
げ
る
の
に
、
そ
の
備
え
は
全
て
使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
て
、
も
う

も
ど
っ
て
は
こ
な
い
。
そ
し
て
意
思
決
定
の
過
程
が
複
雑
に
な
り
す
ぎ

て
、
全
く
救
済
策
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

こ
こ
で
人
は
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
神
話
（the m

yth of A
tlantis

）
を
思

い
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
神
話
に
よ
れ
ば
、
高
度
な
文
明
は
、
そ
れ
自

身
に
具
有
す
る
欠
陥
が
理
由
で
衰
退
し
、
つ
い
に
は
自
然
の
大
災
害
に
お

い
て
水
没
し
、
岩
盤
を
き
れ
い
に
清
算
し
て
人
類
の
再
出
発
の
た
め
に
道

を
開
く
の
で
あ
る
。
海
洋
の
大
変
動
を
水
素
爆
弾
に
置
き
換
え
て
み
れ

ば
、
類
似
の
こ
と
が
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
必
要
な
の
は
物
の
見
方
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

権
利
は
重
要
な
も
の
な
の
で
、
も
し
我
々
が
義
務
の
方
を
重
視
し
権
利
を

軽
視
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
物
事
は
う
ま
く
運
ば
な
く
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
我
々
は
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
権
利
を
得
る
の
で
あ

る
。
欠
乏
か
ら
の
自
由
は
、
貢
献
へ
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
よ
っ
て
生

じ
る
。
幸
福
へ
の
無
条
件
の
権
利
は
な
い
。
そ
れ
は
人
生
に
お
け
る
適
切

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
付
随
し
て
生
じ
る
。
我
々
は
、
他
者
を

抑
圧
す
る
こ
と
を
や
め
る
場
合
に
限
り
、
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
我
々
は
、
他
者
が
す
べ
て
生
き
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を

受
け
入
れ
保
証
し
な
い
限
り
、
自
分
自
身
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

こ
こ
で
ゆ
る
ぎ
な
い
基
準
点
が
必
要
と
な
る
。
我
々
が
個
人
的
シ
ス
テ

ム
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
公
共
の
枠
組
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人

的
な
要
求
や
、
政
治
的
、
国
家
的
、
人
種
的
な
ど
部
分
的
な
利
害
を
寄
せ

集
め
て
も
、
何
も
得
ら
れ
な
い
。
も
し
あ
な
た
が
、
人
生
に
は
意
味
な
ど

な
く
、
目
に
す
る
も
の
は
単
な
る
偶
然
の
結
果
で
あ
る
と
信
じ
る
な
ら

ば
、
結
果
と
し
て
混
乱
に
陥
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
制
度
・
慣
習
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
制
度
・
慣
習
は
人
工
的
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

我
々
は
そ
の
背
後
に
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
し
発
展
さ
せ
た
人
間
を
注
視

し
、
そ
れ
ら
が
生
じ
た
根
拠
や
見
解
を
正
し
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も
し
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
我
々
は
は
じ
め
か
ら
全
て
を
自
身
で
解
決

し
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
す
で
に
よ
く
踏
み
な
ら
さ
れ
た
道
を
再

び
踏
み
、
多
く
の
時
間
の
浪
費
を
と
も
な
う
（
経
験
に
よ
る
検
証
を
伴
わ

な
い
が
ゆ
え
の
）
好
ま
し
く
な
い
結
果
に
終
わ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

ひ
と
度
、
基
準
が
筋
の
通
っ
た
も
の
に
な
れ
ば
、
順
調
に
発
展
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
不
動
の
も
の
は
な
く
、
基
本
的
な
真
理
は
常
に
新
し
く
応
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第
二
章　

廣
池
の
道
徳
の
科
学

　

廣
池
博
士
の
学
問
体
系
は
道
徳
の
科
学
で
あ
る
。
東
西
の
哲
学
を
学
ん

だ
廣
池
は
、
そ
の
道
徳
の
科
学
に
、
ラ
テ
ン
語
の
「
モ
ー
レ
ス
」

（m
ores

）
す
な
わ
ち
道
徳
と
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ロ
ゴ
ス
」（logos

）

す
な
わ
ち
科
学
を
結
合
さ
せ
て
、「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
（m

oralogy

）」
と
い

う
語
を
造
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
は
、
英
国
で
は
受
け
が
よ
く

な
い
し
、
好
ま
し
く
な
い
連
想
を
す
る
人
も
い
る
の
で
、
我
々
と
し
て
は

感
情
的
に
な
ら
な
い
よ
う
可
能
な
限
り
、
こ
の
言
葉
の
使
用
を
回
避
し
て

い
き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
廣
池
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
い
う
語
を
採
用

し
た
│
│
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
学
問
体
系
を
主
と
し
て
日
本
的
な
も
の
と
見

な
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
は
東
洋
思
想
の
要

素
が
非
常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
普
遍
的
適
用
性
を
も

っ
た
統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
、
西
洋
思
想
や
近
代
科
学
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
洞
察
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

読
者
は
、
こ
れ
は
注
目
に
値
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

│
│
し
か
し
廣
池
は
、
事
実
、
注
目
に
値
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
自

己
が
所
属
す
る
文
化
の
限
界
を
超
え
、
伝
統
的
宗
教
で
も
な
く
、
学
術
的

意
味
で
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
哲
学
で
も
な
く
、
精
密
科
学
で
も
政
治
理

論
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
あ
る
程
度
供
え
た
〔
学
問

体
系
〕
を
つ
く
り
だ
し
た
。
特
に
、
そ
れ
は
、「
主
義
」、
す
な
わ
ち
、
物

ご
と
の
特
殊
な
見
方
に
対
す
る
個
人
的
傾
倒
を
要
求
す
る
偏
狭
な
運
動
、

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
展
は
革
新
的
で
は
な
く
、
進
化
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
進
歩
す
る
の
は
、
先
人
の
足
元
か
ら
地

面
を
蹴
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
互
い
に
人
の
肩
を
借
り
て

登
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
成
長
と
は
有
機
的
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
成
長
は
間
違
っ
た
方
向
を
向
い
て
い

る
の
だ
か
ら
、
確
か
に
地
面
を
洗
浄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
し
我
々
が
そ
の
土
壌
ま
で
を
、
真
下
の
岩
石

が
現
れ
る
ま
で
取
り
除
い
た
と
し
た
ら
、
砂
漠
を
作
り
だ
す
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
砂
漠
に
肥
沃
さ
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
も
、
何
千
年
も
か
か
る

で
あ
ろ
う
。

　

今
、
前
方
の
道
は
、
少
し
は
っ
き
り
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現

在
必
要
な
の
は
人
類
の
努
力
と
意
識
の
統
合
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
は
で

き
る
。
残
さ
れ
た
自
然
と
の
調
和
は
明
ら
か
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
人

は
今
、
個
性
を
最
大
限
発
揮
し
な
が
ら
、
協
同
の
努
力
に
よ
っ
て
結
束
し

よ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
未
知
の
世
界
へ
漕
ぎ
出
す
の
で

あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
で
た
ら
め
に
漂
流
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の

針
路
を
航
行
す
べ
き
で
あ
る
。

　

本
書
の
次
章
か
ら
の
課
題
は
、
我
々
を
進
む
べ
き
針
路
に
い
ざ
な
う
原

理
や
指
針
を
、
道
徳
に
基
づ
い
て
示
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

て
我
々
は
、
す
ぐ
れ
た
廣
池
博
士
に
立
ち
戻
り
、
彼
が
主
と
し
て
東
洋
の

文
脈
に
お
い
て
提
唱
し
た
こ
と
と
、
そ
の
西
洋
へ
の
応
用
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。
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例
え
ば
、
共
産
主
義
と
か
精
神
主
義
の
よ
う
な
も
の
と
は
違
う
。
そ
れ

は
、
一
定
の
基
本
的
原
理
の
含
意
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
し
い
行

動
に
到
達
す
る
方
法
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
の
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
。

　

こ
の
学
問
体
系
の
内
容
に
入
る
前
に
、
そ
の
創
立
者
の
人
生
、
仕
事
、

そ
し
て
業
績
を
簡
潔
に
説
明
し
て
お
く
こ
と
が
有
用
と
思
わ
れ
る
。

　

廣
池
千
九
郎
は
、
一
八
六
六
〔
慶
応
二
〕
年
に
日
本
の
南
部
の
島
で
あ

る
九
州
に
生
を
受
け
た
。
父
は
仏
教
を
信
仰
す
る
農
夫
で
あ
り
、
永
く
代

を
重
ね
た
神
官
の
末
裔
で
あ
っ
た
。
千
九
郎
は
中
国
と
日
本
の
古
典
と
日

本
歴
史
を
学
び
、
学
校
の
教
師
と
な
り
、
一
八
九
〇
〔
明
治
二
十
三
〕
年

に
は
、
日
本
で
最
初
の
教
員
互
助
会
を
設
立
し
た
﹇
訳
注
：「
設
立
し
た
」
と

は
言
え
な
い
。「
設
立
の
趣
旨
が
認
め
ら
れ
た
」
の
で
あ
る
。
詳
細
は
、『
伝
記
・
廣

池
千
九
郎
』
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
、
一
一
五
頁
参
照
﹈。
一
八
九
二
〔
明
治
二

十
五
〕
年
に
、
彼
は
歴
史
の
専
門
家
と
な
る
計
画
を
立
て
、
数
年
間
に
亙

る
経
済
的
困
難
の
後
に
、
国
の
百
科
事
典
編
纂
事
業
に
お
け
る
編
修
員
に

任
命
さ
れ
、
そ
の
仕
事
に
二
十
年
以
上
精
励
し
、
主
と
し
て
、
文
学
、
法

律
、
政
治
、
医
薬
、
宗
教
な
ど
の
テ
ー
マ
を
扱
い
、
全
体
の
約
三
分
の
一

を
手
が
け
た
﹇
訳
注
：『
伝
記
』
に
は
「
全
巻
数
の
四
分
の
一
以
上
」（
二
三
六
頁
）

と
あ
る
﹈。
こ
の
間
、
彼
は
〔
古
代
〕
中
国
の
法
律
に
特
別
の
関
心
を
持

ち
、
ま
た
、
優
れ
た
日
本
の
法
律
学
者
（
穂
積
陳
重
男
爵
、LL.D

. 

特
筆

す
べ
き
こ
と
は
、
彼
は
英
国
の
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
法
学
院
の
法
廷
弁
護
士

（a barrister of the M
iddle T

em
ple

）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）

の
影
響
を
受
け
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
法
律
の
分
野
に
参
入
し
た
。
こ
の

百
科
事
典
〔『
古
事
類
苑
』〕
は
一
九
〇
七
〔
明
治
四
十
〕
年
に
完
成
し
、

廣
池
は
神
宮
皇
学
館
の
教
授
と
な
り
、
中
国
の
法
律
と
、
神
道
の
中
心
で

あ
る
伊
勢
神
宮
の
歴
史
を
教
え
た
。
彼
は
実
際
の
法
律
事
例
の
助
言
に
携

わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
一
〇
〔
明
治
四
十
三
〕
年
、
彼
は
「
中
国
古

代
親
族
法
の
研
究
」
と
題
す
る
博
士
論
文
を
完
成
し
た
。
こ
の
頃
、
彼
は

天
理
教
、
す
な
わ
ち
、
天
の
理
の
宗
派
と
し
て
知
ら
れ
る
神
道
の
一
派
に

加
入
し
、
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
協
同
を
図
る
運
動
に
参
加
し

た
。
こ
れ
は
、
三
教
間
の
初
期
の
協
力
推
進
運
動
で
あ
る
が
、
西
洋
人
の

耳
に
は
奇
妙
に
響
く
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
一
二
〔
大
正
元
〕
年
、
彼

は
、
東
京
帝
国
大
学
か
ら
法
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
る
直
前
に
、
過
労
か

ら
全
身
の
神
経
系
が
侵
さ
れ
る
深
刻
な
病
に
陥
り
、
生
涯
、
断
続
的
に
こ

の
病
に
襲
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
悲
惨
な
症
状
の
一
つ
は
、
体
温
の
自

律
的
調
節
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
病
に
よ
る
最
初
の
危
機
か
ら
回
復
す
る
と
き
、
一
種
の
宗
教
的
回

心
を
得
た
。
彼
は
、
そ
の
回
心
に
よ
り
、
神
に
対
す
る
感
謝
の
念
か
ら
、

そ
れ
以
降
の
関
心
を
専
ら
学
問
の
発
展
と
真
理
の
擁
護
に
の
み
傾
注
し
、

自
己
自
身
の
幸
福
の
追
求
は
す
べ
て
放
棄
す
る
と
決
意
し
た
。
彼
は
、
教

授
職
を
辞
し
、
い
く
つ
か
の
名
高
い
学
術
的
地
位
へ
の
勧
誘
を
断
わ
り
、

天
理
教
団
の
教
育
顧
問
と
天
理
中
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
長
く

続
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
が
主
張
し
た
改
革
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
が

起
こ
り
、
一
九
一
五
〔
大
正
四
〕
年
、
辞
職
を
強
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
彼
の
後
の
著
作
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
疑
い
な
く
、
組
織
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宗
教
に
幻
滅
を
抱
く
明
白
な
原
因
と
な
っ
た
。

　

彼
は
今
や
定
期
収
入
の
な
い
身
分
と
な
っ
た
。
蔵
書
さ
え
も
す
で
に
天

理
教
に
献
納
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
、
道
徳
現

象
の
合
理
的
か
つ
科
学
的
研
究
を
書
き
上
げ
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

着
手
し
た
。
彼
は
、
自
ら
の
講
演
に
助
け
ら
れ
た
有
力
な
賛
同
者
か
ら
資

金
援
助
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
二
万
冊
に
も
及
ぶ
膨
大
な
書
籍
（
そ
の

大
半
は
英
書
）
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
│
│
こ
れ
ら
は
現
在
、
立
派

な
記
念
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
記
念
碑
的
作
品
で
あ
る
『
新
科

学
と
し
て
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
確
立
す
る
た
め
の
最
初
の
試
み
と
し
て
の　

道
徳
科
学
の
論
文
』
は
、
実
質
的
に
一
九
二
六
〔
大
正
十
五
〕
年
に
完
成

し
、
一
九
二
八
〔
昭
和
三
〕
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
は
三
三
四
一
頁
か

ら
な
る
│
│
内
容
目
次
と
引
用
文
だ
け
で
タ
イ
プ
原
稿
六
三
四
頁
分
に
な

り
、
全
面
的
に
英
訳
さ
れ
て
お
り
、
私
は
そ
れ
を
特
別
に
見
せ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
翻
訳
に
最
終
承
認
が
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
調

整
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
ま
だ
、
英
語
で
出
版
さ
れ
た
部
分
は
な

い
﹇
訳
注
：
そ
の
後
の
『
論
文
』
英
訳
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
谷
口
茂
「
廣
池
千
九

郎
著
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
英
語
版
刊
行
に
い
た
る
ま
で
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』

第
六
六
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
を
参
照
﹈。

　

こ
の
頃
ま
で
に
、
廣
池
は
何
人
か
の
熱
心
な
弟
子
（
非
宗
教
的
な
意
味

で
こ
の
言
葉
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
）
を
得
て
い
た
。
彼
ら
は
、

伊
勢
神
宮
で
神
に
感
謝
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
り
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』

の
出
版
を
記
念
し
た
│
│
廣
池
は
、
そ
の
直
後
に
「
五
十
鈴
河
畔
の
教

訓
」
を
発
し
、
こ
れ
が
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
創
立
の
歴
史
的
な
出
来
事
と

な
っ
た
。
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
は
、
東
京
で
控
え
め
な
出
発
を
し
た
後
、

一
九
三
五
〔
昭
和
十
〕
年
、
千
葉
県
柏
市
で
、
十
分
成
長
を
遂
げ
た
専
攻

塾
と
し
て
開
花
し
た
の
で
あ
る
。

　

廣
池
の
晩
年
は
日
本
の
軍
隊
が
勢
力
を
拡
大
し
は
じ
め
た
時
期
と
一
致

し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
勢
力
拡
大
に
対
し
道
徳
的
立
場
か
ら
反
対
し
、

海
外
へ
の
経
済
発
展
、
平
和
、
安
全
を
提
唱
し
た
が
、
彼
の
助
言
は
受
け

容
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
八
〔
昭
和
十
三
〕
年
に
七
十
二

歳
で
死
を
迎
え
る
ま
で
、
講
義
を
行
い
、
多
く
の
原
稿
を
書
き
続
け
、
積

み
上
げ
る
と
十
七
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
も
達
す
る
ほ
ど
の
未
発
表
の
手
稿

を
遺
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
稿
は
す
で
に
九
十
八
冊
﹇
訳
注
：『
廣
池
千
九
郎
関

係
資
料
集
』﹈
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
解
読
作
業
は
未
完
成
で
、
継
続
的

研
究
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
頻
繁
に
経
験
し
た
衰
弱
状
態
の
間
に
、
廣

池
は
絶
え
ず
努
力
し
、
仰
向
け
に
寝
た
ま
ま
で
も
、
顔
の
上
に
持
ち
上
げ

た
紙
に
執
筆
し
た
の
で
、
筆
（
彼
に
は
ペ
ン
よ
り
も
使
い
や
す
か
っ
た
）

の
墨
が
顔
に
た
れ
た
り
、
書
い
た
文
字
が
判
読
不
可
能
に
な
っ
た
り
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
は
命
を
終
え
る
ま
で
活
動
的
で
あ
っ
た
。

　

構
想
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
長
男
千
英
が
研
究
所
と
専
攻
塾
の
長
と
し

て
、
廣
池
の
仕
事
を
受
け
継
い
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
こ
の
仕

事
を
ほ
ぼ
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
立
ち
至
っ
た
。
こ
の
仕

事
は
、
そ
の
当
時
の
日
本
国
を
広
く
覆
っ
て
い
た
精
神
の
対
極
に
位
置
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
専
攻
塾
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
も
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の
の
、
研
究
所
は
一
九
四
一
〔
昭
和
十
六
〕
年
に
、
当
面
、
解
散
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
七
〔
昭
和
二
十
二
〕
年
、
研
究
所
は
再

開
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
こ
の
組
織
は
大
き
く
拡
大
し
た
。
専
攻
塾
は
一
九
五

九
〔
昭
和
三
十
四
〕
年
に
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
、
二
つ
の
高
等
学
校

が
、
一
九
四
八
〔
昭
和
二
十
三
〕
年
と
一
九
六
〇
〔
昭
和
三
十
五
〕
年
に

創
設
さ
れ
た
。
廣
池
千
英
は
一
九
六
八
〔
昭
和
四
十
三
〕
年
に
逝
去
し
、

研
究
所
所
長
は
彼
の
息
子
、
廣
池
千
太
郎
に
よ
り
受
け
継
が
れ
た
。
千
太

郎
は
創
立
者
（the founder-sage

）
か
ら
三
代
目
で
あ
り
、
彼
自
身
、

最
高
道
徳
を
実
践
し
た
人
に
は
一
系
性
が
授
与
さ
れ
る
と
い
う
、
創
立
者

の
教
え
を
実
証
す
る
人
で
あ
っ
た
。

　

現
在
の
組
織
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
と
、
そ
の
姉
妹
組
織
で
あ
る
廣

池
学
園
か
ら
な
る
。
廣
池
学
園
は
、
大
学
と
二
つ
の
学
校
を
経
営
し
て
い

る
。（
第
三
の
学
校
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。）
日
本
全
国
に
約
六
百
の
地
方

事
務
所
と
支
部
が
あ
り
、
韓
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ホ
ノ
ル
ル
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
に
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
会
員
は
、

実
質
的
に
は
日
系
人
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
約
六
万
人
の
登

録
会
員
と
六
千
社
以
上
の
法
人
会
員
か
ら
な
り
、
そ
の
多
く
は
重
要
な
企

業
で
あ
る
。
ラ
ワ
リ
ー
ズ
教
授
は
、
閣
僚
や
防
衛
長
官
さ
え
も
が
、
日
本

の
政
策
形
成
に
お
い
て
、
真
剣
に
道
徳
を
考
慮
し
て
い
る
と
、
話
し
て
く

れ
た
。
日
本
に
短
日
間
で
は
あ
る
が
滞
在
し
て
、
十
分
信
じ
ら
れ
る
と
思

っ
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
、
廣
池
の
道
徳
の
科
学
に
お
け
る
諸
原
理
を
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
英
国
の
状
況
に
重
要
な
関
係
が
あ
る
。
す
で
に

言
及
し
た
六
三
四
頁
に
及
ぶ
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
タ
イ
プ
原
稿
、
い

く
つ
か
の
宣
伝
用
印
刷
物
、
口
頭
や
文
通
で
得
た
情
報
は
別
と
し
て
、
私

は
、
次
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
た
。
一
九
六
六
〔
昭
和
四
十
一
〕
年
に
研

究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
廣
池
千
九
郎
『
新
科
学
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
及
び
最
高

道
徳
の
特
質
』﹇
訳
注
：『
特
質
』
と
略
す
﹈
の
英
訳
│
│
こ
れ
は
『
道
徳
科

学
の
論
文
』
を
簡
潔
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
廣
池
千
九
郎
の
『
東
洋

法
制
史
序
論
（A

n Introduction to Far E
astern Law

）』
の
〔
英
文
要

約
で
あ
る
〕
短
い
論
文
。
廣
池
千
太
郎
監
修
で
、
一
九
七
五
〔
昭
和
五

十
〕
年
に
出
版
さ
れ
た
、『
問
い
と
答
え
に
よ
る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
解
説
』

（M
oralogy E

xplained in Q
uestions and A

nsw
ers

）。
ラ
ワ
リ
ー
ズ

（Joseph A
. Lauw

erys

）
教
授
の
『
科
学
・
道
徳
・
モ
ラ
ロ
ジ
ー
』

（Science, M
orals and M

oralogy

）
│
│
こ
れ
は
ラ
ワ
リ
ー
ズ
教
授
の

五
本
の
講
義
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
九
七
六
〔
昭
和
五
十
一
〕
年
に
研

究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
楽
し
い
つ

く
り
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ
の
言
語
は
、
各
々
逆
向
き
に
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
裏
表
紙
と
表
表
紙
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
て
ち
ょ
う
ど
真
ん
中

で
出
会
っ
て
終
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）。
一
九
七
九
〔
昭
和
五
十
四
〕

年
に
川
窪
啓
資
教
授
が
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』（
第
八
号
）
に
発
表
し
た
、

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
国
際
化
に
向
け
て
│
国
家
伝
統
に
関
す
る
ラ
ワ
リ
ー
ズ

博
士
の
提
案
に
対
す
る
一
試
案
的
回
答
」（F

or th
e 

Internationalization of M
oralogy

│a T
entative R

eply to D
r 
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Lauw
erys’s Proposals on N

ational O
rtholinon

）。
一
九
七
〇
〔
昭
和

四
十
五
〕
年
に
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
写
真
に
よ
る
廣
池
千
九
郎
の

伝
記
』（A

 Pictorial B
iography of C

hikuro H
iroike

）
な
ど
で
あ
る
。

『
道
徳
科
学
の
論
文
』
は
、
第
一
巻
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
内
容
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
第
二
巻
は
短
い
要
約
だ
け
で
あ
る
│
│
私
の
引
用
は
す
べ
て
第

一
巻
か
ら
得
た
も
の
で
、
章
と
項
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
英
語
版

が
出
版
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
頁
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
英
訳
を
収

録
し
た
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
内
部
配
布
資
料
と

し
て
の
み
配
ら
れ
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
。『
特
質
』
の
英
訳
本
（
こ

れ
は
日
本
か
ら
入
手
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
の
引
用
で
は
、
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
章
と
頁
に
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

道
徳
の
科
学
は
聖
人
（
す
ぐ
後
で
さ
ら
に
言
及
す
る
）
の
思
想
に
基
づ

く
学
問
体
系
で
あ
り
、
近
代
科
学
思
想
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
言
い

換
え
る
な
ら
、
古
代
の
叡
智
を
現
代
の
条
件
に
適
合
さ
せ
た
学
問
で
あ

る
。
聖
人
の
思
想
は
、
廣
池
の
言
う
最
高
道
徳
の
中
に
融
合
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
最
高
道
徳
は
諸
聖
人
が
実
際
に
実
行
し
た
道
徳
で
あ
る
。
最
高

道
徳
は
普
通
道
徳
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
普
通
道
徳
は
、
自
己
保
存

の
本
能
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
本
質
的
に
利
己
主
義

的
で
あ
る
が
、
最
高
道
徳
は
、
利
他
的
で
あ
る
。

　

聖
人
に
は
、
日
本
皇
室
の
天
祖
で
あ
る
天
照
大
神
、
中
国
の
孔
子
、
イ

ン
ド
の
釈
迦
（
歴
史
的
ブ
ッ
ダ
）、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
、
ソ

ク
ラ
テ
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

人
と
漏
れ
て
い
る
人
に
注
意
が
行
き
、
奇
妙
な
リ
ス
ト
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
我
々
は
道
徳
に
関
心
を
絞
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

超
越
的
な
教
え
に
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
な
ら
、
違
和

感
は
減
少
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
宗
教
的
な
観
点
か
ら
す
る
な
ら
、
キ
リ

ス
ト
と
ブ
ッ
ダ
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
し
、
ま
た
、
も
ち
ろ

ん
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
聖
人
以
上
の
存
在

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
も
し
、
毎
日
の
生
活
に
お
け
る
行
為
に
関
す
る
道

徳
的
教
え
と
い
う
点
に
限
定
す
る
な
ら
、
我
々
が
想
像
す
る
ほ
ど
相
違
は

大
き
く
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
照
大
神
に
つ
い
て
、
廣
池
は
、「
ご
祖
先
た
る
天
照
大
神
様
が
さ
ら

に
ご
祖
先
の
神
々
様
方
の
御
徳
を
御
受
け
継
ぎ
遊
ば
さ
れ
、
彼
の
天
の
岩

戸
籠
り
に
お
い
て
畏
れ
多
く
も
慈
悲
寛
大
、
自
己
反
省
の
御
聖
徳
を
現
わ

し
給
う
た
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
世
界
諸
聖
人
の
実
行
さ
れ
ま
し
た
と
こ

ろ
の
最
高
道
徳
を
ご
実
現
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
」（『
特
質
』
第
二
章
）
と
述

べ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
様
に
、
太
陽
の
女
神
で
あ
る
と
し
た
神
話
的

背
景
を
見
ず
に
道
徳
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
困
難
性
は
減
少
す
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
廣
池
の
『
東
洋
法
制
史
序
論
』〔
英
文
要
約
〕
で

言
及
さ
れ
て
い
る
勅
令
以
外
、
天
照
大
神
の
教
訓
に
関
す
る
記
録
は
存
在

し
な
い
。
こ
の
勅
令
は
、
皇
統
（the im

perial line

）
を
確
立
す
る
政
体

的
特
性
（a constitutional character

）
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
、
我
々
は
最
高
道
徳
の
本
質
を
他
の
聖
人
か
ら
収
集
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
天
照
大
神
の
重
要
性
は
、「
ま
っ
す
ぐ
な
糸
（straight 
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thread

）」
の
教
説
〔
伝
統
の
原
理
〕
と
関
連
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
後
に
説
明
す
る
。

　

孔
子
に
つ
い
て
は
、
困
難
な
問
題
は
な
い
。
廣
池
が
記
述
し
た
よ
う

に
、
孔
子
は
典
型
的
な
聖
人
を
体
現
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
孔
子
の
言
葉

は
今
も
生
き
て
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
廣
池
に
は
孔
子
の
影
響
力
が
大

き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
主
と

し
て
プ
ラ
ト
ン
の
作
品
を
通
じ
て
理
解
し
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
が
プ
ラ
ト

ン
の
〔
創
作
〕
で
、
ど
こ
ま
で
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
〔
そ
の
も
の
〕
な
の
か
、

常
に
明
瞭
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
釈
迦
に
関
し

て
は
、
無
尽
蔵
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
仏
教
の
文
献
が

あ
る
。

　

廣
池
は
聖
人
を
す
で
に
言
及
し
た
五
人
に
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
リ

ス
ト
の
中
に
何
か
神
聖
性
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
彼
ら

は
、
廣
池
が
そ
の
他
の
人
た
ち
の
正
統
性
を
判
断
す
る
基
準
を
設
定
し
た

が
、
し
か
し
別
の
国
の
別
の
人
物
を
含
ま
な
い
根
拠
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
事
実
、
韓
国
で
は
、
天
照
大
神
を
韓
国
の
聖
人
で
置
き
換
え
て
い

る
。
最
高
道
徳
は
社
会
科
学
で
あ
っ
て
、
宗
教
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
他

の
聖
人
の
体
系
と
調
和
的
な
道
徳
を
意
図
し
た
人
々
を
加
え
る
こ
と
に
対

し
、
理
論
的
な
反
対
は
あ
り
え
な
い
。

　

廣
池
は
聖
人
の
教
え
か
ら
、
最
高
道
徳
の
五
つ
の
原
理
を
抽
出
し
た
。

廣
池
の
死
後
、
彼
の
教
え
に
従
う
人
々
に
よ
り
、
第
六
番
目
に
相
当
す
る

も
の
が
付
加
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
他
の
五
つ
の
中
に
明
白

に
存
在
し
て
い
る
。
五
つ
の
原
理
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
一
）
自
我
没
却
の
原
理
。
利
己
的
動
機
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、

い
く
ら
良
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
因
襲
的
道
徳
に
属
す
る
。
動
機
は
純
粋

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
無
私
に
関
す
る
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
教
え
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
思
う
し
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
に

も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
教
え
が
明
確
に
存
在
す
る
。

（
二
）
神
に
よ
る
宇
宙
自
然
の
法
則
の
創
造
に
見
ら
れ
る
、
神
の
慈
悲
心

を
確
信
し
受
容
す
る
こ
と
。
私
は
、
道
徳
と
宗
教
、
ま
た
、
廣
池
の
中
国

思
想
に
お
け
る
知
的
背
景
を
考
察
す
る
と
き
に
、
こ
の
問
題
に
立
ち
戻
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
当
面
の
目
的
と
し
て
は
、『
論
文
』
の
中
で
何

度
も
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
廣
池
は
神
（G

od

）
と
実
在

（reality

）
を
等
置
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
彼
は
、
実
在

の
本
性
、
な
ら
び
に
、
神
の
存
在
あ
る
い
は
特
質
に
関
す
る
哲
学
的
な
問

い
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
、
し
か
し
、
神
を
一
者
（the O

ne

）、
創
造
者

（the C
reator

）
と
し
て
、
ま
た
、
人
格
的
か
つ
祈
り
の
対
象
と
し
て
、

一
神
論
的
方
法
で
論
じ
て
い
る
。
神
の
概
念
な
し
に
価
値
の
体
系
は
あ
り

え
な
い
。

（
三
）
義
務
の
先
行
。「
大
半
の
場
合
、
道
徳
的
義
務
を
最
初
に
履
行
し
た

人
に
権
利
が
生
じ
る
。」
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
利
己
主
義
的
社
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会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
無
視
、
あ
る
い
は
、
否
定
さ
え
さ
れ
て
い
る
、
明
白

な
観
点
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
権
利
と
義
務
に
対
す
る
古
代
中

国
法
の
考
え
方
に
由
来
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
系
列
（the lines of succession

）
に
関
す
る
教
説
。
廣
池
は
も

う
一
つ
別
の
言
葉
を
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
造
語
し
た
。
そ
れ
は
、「
伝
統
」

（ortholinon

）
と
い
い
、「
ま
っ
す
ぐ
な
糸
」
を
意
味
す
る
。
本
書
は
、

主
と
し
て
、
こ
の
「
ま
っ
す
ぐ
な
糸
」
に
関
す
る
議
論
を
行
な
う
。
こ
の

概
念
は
、
西
欧
人
に
と
っ
て
そ
の
真
価
を
認
め
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
廣

池
の
思
想
で
は
根
本
的
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
統
に
関
し
て
は

多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
、
当
面
の
目
的
に

と
っ
て
は
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
簡
潔
な
記
述
を
行
な
い
、
伝
統

と
は
（
a
）
制
度
的
生
活
に
お
け
る
代
表
者
、
お
よ
び
（
b
）
慈
悲
の
一

般
的
精
神
、
と
い
う
形
態
に
お
け
る
進
化
の
流
れ
に
自
己
を
同
一
化
す
る

こ
と
で
あ
る
、
と
要
約
し
て
お
け
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
同
一
化
に
よ

っ
て
、〔
我
々
は
〕
与
え
ら
れ
た
恩
恵
を
認
識
し
、
そ
の
認
識
を
通
し
て

進
化
の
流
れ
に
対
す
る
忠
誠
の
相
互
性
へ
と
導
か
れ
る
。
廣
池
は
忠
誠
を

恩
恵
者
に
対
す
る
尊
敬
の
形
で
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
実
質
的

な
結
果
と
し
て
表
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
は
単
な
る

忠
誠
、
尊
敬
、
服
従
と
い
っ
た
概
念
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
。
我
々
は
不

可
避
的
に
全
体
的
創
造
の
一
部
を
構
成
し
、
進
化
的
過
程
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
糸
を
た
ど
る
こ
と
は
、
そ
の
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
十
分
理
解
す
る
に
は
、
神
道
的
見
解
の
基
本
的
な
考
え

方
を
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
正
確
な
定
式
化
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
れ
、
行
為
の
問
題
の
考
察
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
無
か
ら

出
発
で
き
な
い
の
で
、
必
然
的
に
共
通
す
る
経
験
の
蓄
積
を
考
慮
に
入
れ

ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
経
験
は
、
人
間
の
経
験
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
糸
は
、
彼
ら
が
定
式
化
し
た
抽
象
的
な
考
え
や
、
彼
ら
が
基
礎
づ
け

た
制
度
で
は
な
く
、
人
格
を
貫
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
っ
す
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
a
）
国
家
伝
統

　

こ
れ
は
元
首
│
│
通
常
は
、
天
皇
、
王
、
あ
る
い
は
大
統
領
│
│
に
よ

り
代
表
さ
れ
た
国
家
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
世
襲
の
君
主
制
に

最
も
よ
く
適
合
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
君
主
制
に
お
い
て
は
、
個
人

的
傾
倒
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
面

の
現
実
的
代
表
者
に
対
す
る
同
一
化
は
、
そ
の
人
物
が
体
現
し
て
い
る
系

列
に
対
す
る
同
一
化
ほ
ど
強
く
は
な
い
。
君
主
制
、
あ
る
い
は
他
の
首
長

シ
ス
テ
ム
は
、
国
家
に
よ
る
保
護
の
利
益
を
与
え
る
こ
と
と
、
神
の
祝
福

を
仲
介
す
る
こ
と
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
、
支
持
と
崇
拝
の
価

値
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
b
）
精
神
伝
統

　

教
え
の
伝
統
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
二
重
線
を
な
し
て
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い
る
。
と
い
う
の
は
、
五
人
の
聖
人
と
彼
ら
の
慈
悲
の
教
え
の
後
継
者
の

系
列
が
一
本
の
線
で
あ
り
、
も
う
一
本
は
、
特
定
宗
教
の
信
仰
を
も
つ
人

に
対
す
る
選
択
の
余
地
を
残
し
た
線
で
あ
る
。
こ
の
線
は
、
宗
祖
（
聖
人

の
一
人
で
あ
る
必
要
は
な
い
）
と
そ
の
後
継
者
の
系
列
で
あ
り
、
後
継
者

は
教
理
を
受
け
継
い
で
い
る
人
で
あ
っ
て
、
通
常
の
宗
教
的
指
導
者
と
か

教
師
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
の
線
に
は
制
度
的

な
も
の
も
あ
り
、
ま
た
非
制
度
的
な
も
の
も
あ
る
。
組
織
化
さ
れ
た
宗
教

を
信
奉
し
て
い
る
な
ら
制
度
的
で
あ
る
し
、
慈
悲
の
一
般
精
神
に
注
目
し

て
い
る
な
ら
非
制
度
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
の
面
に
つ
い
て
は
、
そ

の
線
は
、
単
な
る
尊
敬
と
い
う
無
味
乾
燥
な
シ
ス
テ
ム
へ
と
萎
縮
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

（
c
）
家
の
伝
統

　

こ
れ
は
我
々
の
祖
先
か
ら
両
親
に
至
り
、
我
々
を
通
し
て
子
孫
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
系
統
（the line

）
で
あ
る
。
我
々
は
、
両
親
か
ら
、
身

体
的
特
徴
、
生
き
方
の
作
法
、
文
化
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
物
質
的
幸
運
の

大
部
分
、
帰
属
感
を
受
け
継
い
で
い
る
。
家
族
は
人
間
組
織
の
基
本
単
位

で
あ
り
、
ま
た
、
上
部
構
造
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
家
族
の

影
響
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
d
）
準
伝
統

　
『
特
質
』
に
お
い
て
廣
池
は
、
準
伝
統
と
し
て
、
家
族
の
年
長
者
、
学

校
の
先
生
、
各
種
技
術
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
政
府
の
高
官
・
軍
の
将

校
・
指
導
的
経
営
者
等
の
長
上
、
地
方
行
政
官
、
校
長
、
工
場
主
、
社

長
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
実
際
的
援
助
を
与
え
て
く
れ
た
人
た

ち
す
べ
て
を
挙
げ
て
い
る
。
廣
池
は
、
我
々
と
他
の
三
伝
統
と
の
間
に
存

す
る
関
係
に
比
べ
て
、
準
伝
統
と
の
関
係
は
、
重
要
性
に
お
い
て
劣
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
準
伝
統
は
我
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
、
準
伝
統
に
当
る
人
々
を
両
親
と
同
じ
よ
う
に
遇

し
、
ま
た
、
状
況
が
許
す
な
ら
適
切
な
感
謝
の
意
を
表
現
す
る
こ
と
は
、

我
々
の
義
務
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
し
な
い
な
ら
、
ち
ょ

う
ど
我
々
の
主
要
な
伝
統
を
顧
み
な
い
場
合
の
よ
う
に
、
よ
く
な
い
結
果

が
引
続
き
生
起
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
確
認
は
、
主
と
し
て
、
列
挙
さ

れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
表
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
活
動
に
お
い
て
行
な
わ

れ
て
い
る
。

（
五
）
人
心
の
開
発
と
救
済
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
個
人
的
幸
福
は
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
他
者
に
、
安
心
、
平
和
、
幸
福
を
も
た
ら
す
こ
と
で
達
成

さ
れ
る
と
い
う
原
理
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
す
べ
て
の
魂
（souls

）
は
、

無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
無
知
・
無
目
的
な
存
在
の
輪
廻
か
ら
救
済
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
そ
う
す
る
こ
と
で
我
々
は
自
身
の
向
上
を

付
随
的
に
獲
得
す
る
の
だ
と
説
い
た
、
仏
教
の
原
理
が
反
映
し
て
い
る
。

我
々
は
皆
相
互
性
の
中
で
生
き
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
私
が
あ
な
た
に
行
な

っ
た
善
は
、
私
に
相
互
的
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
。
最
終
的
に
は
、
至
福
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に
輝
い
た
洞
察
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
表
現
で
あ
れ
、
す
べ
て
が
神

と
再
統
合
さ
れ
る
創
造
的
過
程
の
最
終
段
階
に
、
我
々
は
皆
到
達
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
│
│
そ
の
段
階
へ
の
上
昇
は
共
同
的
に
な
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
先
駆
者
は
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
は
菩
薩
の
よ
う

に
、
遅
れ
た
人
た
ち
を
至
福
の
瞬
間
の
入
口
へ
と
引
き
上
げ
る
ま
で
、

我
々
自
身
の
最
終
的
幸
福
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
は
、
よ
り
崇
高
な
こ
と

だ
と
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
道
徳
的
因
果
律
│
│
廣
池
の
没
後
に
追
加
さ
れ
た
原
理
で
あ
る
。

行
為
に
道
徳
が
伴
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
道
徳
が
欠
如
し
て
い
る
か
に

応
じ
て
、
ど
う
も
実
質
的
結
果
に
影
響
が
出
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

明
ら
か
に
、
個
々
の
事
例
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
集
団
全
体
を
考
察

し
て
み
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
仏

教
の
カ
ル
マ
の
教
え
、
つ
ま
り
、
我
々
は
自
分
自
身
の
行
為
の
結
果
に
無

限
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、
善
に
は
報
い
が
あ
り
、
悪
に
よ
っ
て
招
い
た

負
債
は
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
教
え
と
似
て
い
る
が
、
し

か
し
、
廣
池
は
き
っ
ぱ
り
と
現
世
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
議
論
し
、
精
神
身

体
的
影
響
を
仮
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
為
は
魂
だ
け
で
な
く
、

身
体
に
も
そ
の
影
響
を
持
っ
て
い
て
、
善
行
は
心
身
の
健
康
に
良
い
結
果

を
も
た
ら
し
（
健
康
な
子
孫
に
つ
な
が
る
）、
悪
行
は
神
経
症
や
病
気
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
（
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
）。
こ
れ
は

現
代
の
心
理
学
理
論
や
医
学
理
論
を
先
取
り
し
て
お
り
、
廣
池
は
ダ
ー
ウ

ィ
ン
進
化
論
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
興
味
深
い
方
法
で

強
化
し
て
い
る
│
│
道
徳
性
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
生
存
闘
争
に
お
け

る
生
存
価
値
が
増
大
す
る
、
と
。
最
高
道
徳
を
固
く
守
る
と
、
そ
の
結
果

と
し
て
幸
福
が
得
ら
れ
、
ま
た
、
非
常
に
大
き
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
、

個
人
と
そ
の
子
孫
の
繁
栄
な
ら
び
に
人
類
の
幸
福
が
増
進
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

不
完
全
な
世
界
で
最
高
道
徳
を
完
全
に
実
行
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能

で
あ
る
が
、〔
道
徳
的
因
果
律
〕
は
、
我
々
が
最
高
道
徳
に
近
づ
い
た
程

度
に
応
じ
て
報
い
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
理
想
で
あ
る
。
そ
の
目
標
に
近

づ
こ
う
と
す
る
努
力
は
、
人
類
の
幸
福
と
進
歩
に
調
和
し
た
心
使
い
な
ら

び
に
社
会
行
動
へ
と
結
実
し
て
い
く
。
個
人
的
苦
難
に
対
処
す
る
た
め
の

助
言
は
、
次
の
三
つ
の
格
言
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
苦
悶
の
中
に
自
暴
自
棄
せ
ず
。

（
二
）
自
ら
運
命
の
責
め
を
負
う
て
感
謝
す
。

（
三
）
現
象
の
理
を
悟
り
て
無
我
と
な
る
。

　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
実
践
は
慈
悲
に
要
約
さ
れ
、
そ
れ
は
次
の
五
つ
の
形
態

で
規
定
さ
れ
る
。

（
一
）
慈
悲
的
正
義
。
こ
れ
は
「
慈
悲
〔
心
発
現
〕
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
質
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に
関
す
る
知
的
判
定
」
と
説
明
さ
れ
る
。

（
二
）
慈
悲
的
自
己
犠
牲
、
す
な
わ
ち
、
他
者
の
生
の
祝
福
を
増
大
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
自
己
犠
牲
で
あ
る
。
過
度
の
自
己
犠
牲
、
あ
る
い
は

強
迫
的
自
己
犠
牲
は
推
奨
さ
れ
な
い
。
自
己
の
悟
り
の
方
法
と
し
て
の
苦

行
は
全
く
奨
励
さ
れ
て
い
な
い
。

（
三
）
他
者
の
過
失
を
慈
悲
の
心
で
贖
う
。
そ
の
よ
う
な
過
失
は
、
暴
露

あ
る
い
は
不
平
の
対
象
と
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
自
ら
の
努
力
を
も
っ
て

補
充
す
べ
き
で
あ
る
。

（
四
）
慈
悲
心
に
よ
る
自
己
の
品
性
完
成
。
精
神
の
平
安
は
公
平
無
私
な

自
己
自
身
の
品
性
完
成
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
究
極
的
に

は
人
類
の
幸
福
の
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

（
五
）
慈
悲
の
心
で
批
判
し
ま
た
自
己
反
省
を
行
な
う
こ
と
。
こ
れ
は
自

己
批
判
と
他
者
批
判
（
必
要
な
場
合
に
は
）
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
│
│

し
か
し
、
他
者
が
利
己
主
義
的
自
己
主
張
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
場
合
は
除

外
す
る
。
批
判
は
慈
悲
の
心
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

伝
統
の
原
理
を
例
外
と
す
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
西
洋
の
考
え
方

に
照
ら
し
て
非
常
に
新
し
い
こ
と
と
か
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
中
に
何

も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
必
要
と
あ
ら
ば
自
分
た
ち
以

外
の
世
界
全
体
に
対
し
て
無
理
な
要
求
を
突
き
つ
け
、
全
体
の
利
益
を
考

慮
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
、
自
分
の
国
、
階
級
、
同
業
者
組
合
、
工

場
、
団
体
、
家
族
を
第
一
と
す
る
一
般
的
見
解
に
対
し
て
、
異
議
申
し
立

て
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〔
最
高
道
徳
の
〕
諸
原
理
が
ビ
ジ
ネ
ス
行
為
に
適
用
さ
れ
た
と
き
に
機

能
す
る
仕
方
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

は
正
直
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
│
│
法
外
な
値
を
要
求
す
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
高
い
品
質
の
生
産
物
に
適
切
な
価
格
を
つ
け
て
行
な
う
の

で
あ
る
。
第
二
に
、
雇
用
者
と
労
働
者
の
利
益
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な

く
、
相
補
い
合
う
も
の
で
あ
る
。
双
方
と
も
相
手
方
の
機
能
を
尊
重
す
べ

き
で
あ
る
が
、
社
長
あ
る
い
は
創
業
者
に
対
し
て
は
そ
の
会
社
の
精
神
を

具
現
し
て
い
る
人
と
し
て
、
特
別
の
忠
誠
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
第
三

に
、
報
酬
は
公
平
に
分
割
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
適
切
な
給
料
以
外
の
利

益
は
、
会
社
の
所
有
者
（
あ
る
い
は
株
主
）
と
労
働
者
の
あ
い
だ
で
公
正

な
比
率
を
も
っ
て
分
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で

は
、
皆
が
共
同
的
努
力
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
企
業
紛
争
は
ほ
と
ん
ど

起
こ
ら
な
い
。
こ
れ
が
不
可
能
な
理
想
で
は
な
い
こ
と
は
、
道
徳
原
理
に

則
っ
た
経
営
を
し
て
い
る
日
本
の
企
業
の
多
く
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ

と
で
、
実
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
廣
池
の
教
え
に
従

っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
基
本
的
考
え
方
は
日
本
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
毎
日
の
仕
事
の
開

始
時
点
に
全
体
集
会
ま
で
開
い
て
、
社
歌
を
歌
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い

た
。
そ
の
よ
う
な
式
に
何
人
か
の
従
業
員
が
参
加
し
て
い
る
と
か
、
例
え

ば
、
英
国
石
炭
庁
（the N

ational C
oal B

oard

）
の
賛
歌
を
歌
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
英
国
で
そ
の
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よ
う
な
こ
と
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

政
治
の
領
域
で
は
、
日
本
的
国
家
観
の
非
常
に
特
殊
な
文
脈
に
お
い

て
、
同
様
の
一
般
的
考
え
方
が
普
及
し
て
い
る
。
私
が
理
解
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
国
家
は
共
同
的
な
家
族
事
業
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

天
皇
は
国
家
の
精
神
的
具
現
者
で
あ
り
、
通
常
の
政
治
行
為
に
は
携
わ
ら

な
い
が
、
す
べ
て
の
機
関
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
特
に
重
要
な
祭
祀

は
、
毎
年
執
り
行
な
わ
れ
る
新
嘗
祭
、
す
な
わ
ち
、
新
米
を
共
食
さ
れ
る

祭
礼
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
天
皇
は
東
京
の
皇
居
の
聖
所
に
お
い
て
、

一
晩
、
一
人
で
過
ご
し
、
皇
祖
天
照
大
神
と
の
交
感
の
儀
式
を
執
り
行
な

う
の
で
あ
る
。
皇
位
を
象
徴
す
る
聖
鏡
が
使
わ
れ
る
。
儀
式
の
詳
細
は
秘

儀
と
さ
れ
て
い
る
が
、
天
皇
は
鏡
に
映
し
出
さ
れ
た
自
分
の
姿
を
反
省

し
、
自
ら
を
皇
祖
天
照
大
神
の
精
神
と
一
体
化
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
我
々
は
、
日
本
が
自
己
吟
味
し
、
ど
れ
く
ら
い
永

遠
の
価
値
と
一
致
し
て
い
る
か
を
評
価
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
自
己
対
決
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
精
神
的
な
力
が
、
国
家
の

行
動
を
正
し
い
経
路
へ
と
導
く
と
い
う
考
え
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
奥
義
に
深
く
精
通
し
た
廣
池
は
、
当
然
、
そ
の
多
く
を
彼
の
道

徳
体
系
の
な
か
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
国
家
観
念
が
人
間
的
に
具
現
化
さ

れ
た
系
列
に
こ
そ
尊
敬
と
忠
誠
が
調
和
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国
家
観

念
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
、
天
皇
は
国
民

（the nation

）
で
あ
り
、〔
歴
代
〕
天
皇
の
継
続
が
国
家
（the state

）
の

歴
史
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
柄
（constitution

）
の
具
現
者
の

慈
悲
は
、
国
民
の
感
謝
と
服
従
に
迎
え
ら
れ
た
。
我
々
は
後
で
、
そ
の
よ

う
な
事
態
は
英
国
に
ど
の
よ
う
に
適
合
す
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
表
面
的
に
は
相
容
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
結
局
、
そ
れ
ほ
ど

奇
妙
な
こ
と
で
は
な
く
、
単
に
、
日
本
人
は
我
々
よ
り
も
物
事
を
も
っ
と

明
確
に
考
え
抜
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

　

最
高
道
徳
は
法
律
で
は
な
く
原
理
を
論
じ
て
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
不
遵
守
に
よ
る
有
害
な
結
果
と
し
て
、
教
え
を
無
視
し
た
人

は
誰
で
も
、
品
性
上
お
よ
び
運
命
上
に
悪
影
響
が
生
じ
る
が
、
他
者
か
ら

処
罰
が
加
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
法
律
は
因
襲
的
道
徳
を
組
み
込
ん

で
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
低
位
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
救
い
難
い
利
己

主
義
者
の
行
為
を
規
制
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
共
同
体

の
残
存
に
と
っ
て
必
要
な
基
本
条
件
を
表
現
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
結
果
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
我
々
は
廣
池
の
体
系
で

約
束
さ
れ
て
い
る
報
酬
の
問
題
に
戻
る
こ
と
と
し
た
い
。
最
高
道
徳
の
実

行
に
よ
り
、
聖
人
的
実
行
者
の
家
は
永
久
に
繁
栄
状
態
の
持
続
を
保
証
さ

れ
る
こ
と
が
、
科
学
的
事
実
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
天
皇
の

系
統
は
顕
著
な
実
例
で
あ
る
。
天
照
大
神
は
、
は
た
し
て
神
話
上
の
太
陽

女
神
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
神
話
の
背
後
に
存
在
し
た
人
間
な
の
か
、
私

に
は
見
解
を
述
べ
る
資
格
が
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
皇
の
系
統
は
太

古
に
発
し
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
特
に
高
徳
の
現
代
日

本
の
華
族
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
繁
栄
し
て
き
た
し
、
ま
た
、
多
く
の



No. 82, 2019　108モラロジー研究

神
道
の
神
官
の
家
系
も
非
常
に
長
く
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
理
論
を
確
証
す
る
も
の
と
し
て
、
廣
池
は
、
聖
人
で
あ
る
孔
子
、
そ
の

三
大
弟
子
、
そ
し
て
、
哲
学
者
の
孟
子
の
子
孫
が
、
依
然
と
し
て
、
中
国

で
生
存
し
繁
栄
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
（
ラ
ワ
リ
ー
ズ
教
授
は
、
台

湾
で
、
孔
子
の
第
七
十
七
代
目
の
直
系
の
子
孫
と
面
会
し
た
。
そ
の
方

は
、
哲
学
的
徳
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
に
、
皆
が
常
に
英
知
溢
れ

る
言
葉
を
発
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ぼ
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
）。

英
国
や
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
は
、
二
十
代
以
上
も

続
い
て
い
る
貴
族
の
家
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
廣
池
が
自
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
調
査
を
し
、
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
科
学
的
理
論
を
支
持
す
る
た
め
に
廣
池
が

『
論
文
』
で
著
述
し
た
事
柄
の
大
半
が
〔
英
語
に
〕
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
私
は
こ
の
議
論
を
こ
れ
以
上
展
開
で
き
な
い
。
廣
池
が
示
し
た
証

拠
〔
を
読
む
こ
と
が
で
き
〕
な
い
の
で
、
私
は
、
次
の
よ
う
に
し
か
い
え

な
い
。
い
く
つ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
は
、
確
か
に
そ
の
祖
先
を
遠
く
遡

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
子
孫
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
誰
か
特
に
高
徳
な

人
物
に
、
聖
人
の
資
格
を
付
与
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
我
々
の
イ
ギ
リ
ス

王
室
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
（K

ing A
lfred

）、
あ
る
い
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
（St M

argaret of Scotland

）
を
聖
人
と
主

張
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
以
外
に
、
廣
池
が
設
定
し
た
家

系
の
資
格
に
該
当
す
る
家
は
存
在
し
な
い
と
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
多
く
の
家
が
、
王
で
あ
り
聖
者
で
あ
る
ル
イ
（Louis

）
の
子

孫
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
聖
者
（saint

）
は
必
ず
し
も
聖
人

（sage

）
で
は
な
い
。
正
統
派
の
信
仰
に
よ
る
な
ら
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
は
、
肉
体
的
子
孫
を
残
さ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
グ
ノ
ー
シ
ス
は

正
反
対
の
主
張
を
し
て
魅
惑
的
な
推
測
領
域
を
切
り
開
い
た
が
、
そ
れ

は
、
現
在
、
検
証
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
本
書
の
展
望
を
超
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
）
が
、
彼
の
兄
弟
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（Jam

es

）
│
│
エ
ル
サ

レ
ム
の
初
期
教
会
の
長
で
あ
り
、
孔
子
の
弟
子
た
ち
と
同
じ
基
準
で
十
分

に
資
格
あ
り
と
判
定
で
き
る
│
│
に
は
、
子
孫
が
い
て
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
三
世
紀
ま
で
存
続
し
た
が
、
そ
れ
以
後
は
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
ソ

ク
ラ
テ
ス
に
は
何
人
か
子
供
が
い
た
が
、
現
在
、
彼
の
子
孫
を
た
ど
る
こ

と
の
で
き
る
人
は
い
な
い
。
ブ
ッ
ダ
に
は
一
人
の
息
子
が
い
た
が
、
こ
の

人
は
独
身
僧
と
し
て
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
原
理
の
該
当
例
を
東
ア
ジ
ア
以

外
で
見
届
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
は
以
下
の
章
で
考
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

子
孫
の
系
列
に
関
す
る
考
察
か
ら
導
か
れ
た
事
柄
と
し
て
、
廣
池
は
、

社
会
的
階
級
の
正
当
性
に
確
信
を
抱
い
て
い
る
。
彼
は
、
無
階
級
社
会
は

不
可
能
と
見
て
い
た
。
機
能
の
違
い
が
自
動
的
に
階
級
分
化
を
つ
く
り
だ

す
。
上
の
階
級
の
破
壊
は
、
新
た
な
階
級
の
形
成
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ

る
。
ソ
連
邦
が
こ
の
過
程
の
明
確
な
事
例
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
│
│

な
ぜ
な
ら
、
帝
政
時
代
に
お
け
る
支
配
階
級
の
排
除
は
、
新
た
な
特
権
的

上
流
階
級
と
し
て
共
産
党
の
党
員
を
生
み
出
し
、
こ
の
階
級
の
み
が
社
会

組
織
に
お
け
る
主
導
的
地
位
へ
の
接
近
可
能
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
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明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
こ
の
教
え
を
多
少
受
け
容
れ
難
く
思

っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
階
級
区
分
は
存
在
し
な

い
、
あ
る
い
は
、
皆
中
流
階
級
だ
と
気
楽
に
描
写
す
る
こ
と
で
、
問
題
を

曖
昧
に
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
流
の
偽
善
的
手
法
に
も
一
部
原
因
が
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
の
道
徳
的
潔
癖
さ
を
退
け
て
、
事
実
を
見
つ
め
る
な
ら
、

我
々
は
確
か
に
そ
の
よ
う
な
区
別
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
は
ず

で
あ
る
。
我
々
は
、
当
然
、
あ
る
階
級
か
ら
別
の
階
級
へ
の
社
会
移
動
を

奨
励
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
、
そ
れ
ら
の
階
級
の
存
在
を
認
め
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
が
神
の
目
に
は
平
等
の
価
値
を
有
し
て
い
る

と
い
う
真
理
を
、
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
は
皆
、
等
し
く
神
の

愛
を
受
け
る
対
象
で
あ
り
、
ま
た
、
同
一
の
究
極
的
運
命
を
担
っ
て
い

る
。
十
四
世
紀
に
実
在
し
た
ケ
ン
ト
の
狂
気
の
聖
職
者
（the M

ad 

Priest of K
ent

）
で
、
私
と
同
じ
名
前
の
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ル
（John 

B
all

）
が
提
出
し
た
問
い
の
裏
に
、
真
実
が
存
在
し
て
い
る
│
│
「
ア
ダ

ム
が
詮
索
し
、
イ
ヴ
が
解
釈
を
加
え
た
と
き
、
そ
の
時
点
で
い
ず
れ
が
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
っ
た
か
？
」
神
の
全
知
に
比
し
て
我
々
は
皆
哀
れ
な

小
動
物
で
し
か
な
く
、
我
々
の
内
的
相
違
は
無
視
で
き
る
ほ
ど
わ
ず
か
な

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
人
間
の
尺
度
か
ら
す
る
な
ら
、
あ

る
人
た
ち
は
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
よ
り
も
、
共
通
の
目
標
に
近
づ
い
て
い

る
。
廣
池
は
、
そ
の
原
因
は
出
生
前
（
あ
る
い
は
、
遺
伝
形
質
）
の
も
の

と
、
出
生
後
（
あ
る
い
は
獲
得
形
質
）
の
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（『
特
質
』
第
五
章
）。
彼
は
、
出
生
前
の
原
因
と
し
て
誕
生
し
た
と
き
の

物
理
的
環
境
、
共
同
体
の
種
類
、
一
般
的
な
意
味
で
の
遺
伝
と
、
受
け
継

い
だ
地
位
、
財
産
、
そ
し
て
「
そ
の
他
の
恩
恵
」
│
│
こ
れ
に
よ
り
廣
池

は
文
化
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
│
│
を
あ
げ
て
い
る
。
出
生

後
の
原
因
は
、
本
人
の
精
神
作
用
と
行
為
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
れ
が
階
級
に
お
け
る
浮
き
沈
み
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

概
し
て
、
教
育
と
機
会
均
等
を
確
保
し
よ
う
す
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
階
級
は
比
較
的
静
的
な
状
態
を
保
っ
て
い
て
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り

当
て
ら
れ
た
機
能
を
果
た
し
て
い
る
│
│
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手

紙
」
の
第
一
二
章
で
、
使
徒
パ
ウ
ロ
（A

postle Paul

）
は
、
キ
リ
ス
ト

教
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
才
能
の
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
で
あ
る

と
記
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

霊
の
賜
物
は
種
々
で
あ
る
が
、
御
霊
は
同
じ
で
あ
る
。
務
め
は
種
々

で
あ
る
が
、
主
は
同
じ
で
あ
る
。
働
き
は
種
々
あ
る
…
…
﹇
な
ぜ
な

ら
﹈
か
ら
だ
が
一
つ
で
あ
っ
て
も
肢
体
は
多
く
あ
〔
る
か
ら
で
あ

る
〕
…
…
。
目
は
手
に
む
か
っ
て
、「
お
ま
え
は
い
ら
な
い
」
と
は

言
え
〔
な
い
〕
…
…
〔
そ
し
て
〕
か
ら
だ
の
う
ち
で
他
よ
り
も
見
劣

り
す
る
と
思
え
る
と
こ
ろ
に
、
も
の
を
着
せ
て
い
っ
そ
う
見
よ
く
す

る
…
…
〔
そ
し
て
〕
も
し
一
つ
の
肢
体
が
悩
め
ば
、
ほ
か
の
肢
体
も

み
な
共
に
悩
み
、
一
つ
の
肢
体
が
尊
ば
れ
る
と
、
ほ
か
の
肢
体
も
み

な
共
に
喜
ぶ
。﹇
訳
注
：『
聖
書
』
一
九
五
四
年
改
訳　

日
本
聖
書
協
会
、
二
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〇
│
二
七
一
頁
﹈

　

遺
伝
で
あ
ろ
う
が
、
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
れ
、
傲
慢
あ
る
い
は
卑
屈
な
心
を
抱
く
こ
と
な
く
、
皆
、

自
分
の
人
生
の
境
遇
を
受
け
容
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
重
要
な
の
は
常
に
個
人
で
あ
っ
て
、
類
で
は
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
前
進
は
、
誰
か
特
定
の
個
人
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
い
か
な
る

偉
大
な
業
績
と
い
え
ど
も
、
世
論
機
関
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
、
凡
庸
な

力
を
結
集
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
は
な
い
、
と
廣
池
は
述
べ
て
い

る
。

　

廣
池
は
、
教
育
は
最
高
道
徳
の
教
え
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主

張
し
て
い
る
。
彼
が
洞
察
し
て
い
た
よ
う
に
、
道
徳
の
背
景
を
も
た
な
い

科
学
研
究
は
、
個
人
的
興
味
に
彩
ら
れ
た
、
断
片
的
な
世
界
の
見
方
し
か

も
た
ら
さ
ず
、
今
日
の
政
治
の
堕
落
を
先
導
し
て
い
る
便
宜
主
義
を
強
め

る
こ
と
に
な
る
。
私
が
若
い
頃
は
、
神
学
を
重
要
な
教
科
と
し
て
い
た
学

校
が
い
く
つ
も
あ
り
、
多
く
の
道
徳
的
訓
練
を
取
り
入
れ
て
い
た
が
、
西

洋
世
界
で
は
時
代
遅
れ
の
考
え
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
日
、
公
立
学

校
で
は
、
こ
の
教
科
を
真
剣
に
取
り
扱
う
た
め
の
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
て
い
な
い
。
ニ
ザ
ム
の
王
国
（the realm

s of the N
izam

）
内
の
ア

ウ
ラ
ン
ガ
バ
ー
ド
（A

urangabad

）
と
い
う
町
に
あ
っ
た
、
貧
し
い
ム

ス
リ
ム
の
少
年
た
ち
の
た
め
の
楽
し
い
小
さ
な
学
校
の
こ
と
を
思
い
出
す

│
│
私
は
南
イ
ン
ド
で
軍
務
に
つ
い
て
い
た
と
き
に
、
め
っ
た
に
な
か
っ

た
旅
行
の
機
会
に
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
学
校
は
、
十
七
世
紀
に
偉

大
な
皇
帝
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ブ
（A

urangzeb

）〔1658

│1707

〕
が
つ
く
っ

た
も
の
で
、
当
時
の
ま
ま
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
私

が
訪
れ
た
頃
、
そ
こ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
稀
で
、
私
は
、
大
変
礼
儀
正

し
く
友
好
的
な
校
長
先
生
に
案
内
さ
れ
て
、
下
方
の
川
か
ら
水
を
引
い
た

精
巧
な
水
生
植
物
園
と
、
ム
ス
リ
ム
の
聖
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
教
会
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
│
│
そ
の
聖
者
の
墓
に
は
上
か
ら
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
の
殻

が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
て
、
目
印
と
さ
れ
て
い
た
。
私
が
教
育
課
程
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
、
彼
は
「
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
マ
ナ
ー
を
主
に
教
え
て

い
る
」
と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
た
学
習
教
材
を
く
れ
た
。
彼
は
自
分
の
優

先
権
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
、
と
い
う
の
は
、
マ
ナ
ー
は
道
徳
に

依
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
徳
が
文
献
学
習
に
優
先
す
る
こ

と
を
さ
わ
や
か
に
主
張
し
た
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
も

優
先
的
に
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
廣
池
は
、
教
え
ら
れ
て
い
る

道
徳
が
「
因
襲
的
道
徳
」
か
「
最
高
道
徳
」
か
と
い
う
疑
問
を
抱
く
か
も

し
れ
な
い
が
、
き
っ
と
賛
成
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
う
。

　

廣
池
は
最
高
道
徳
を
、
進
化
の
原
理
│
│
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
特
質
』

第
七
章
で
説
明
さ
れ
て
い
る
│
│
に
則
っ
て
、
人
類
が
前
進
す
る
た
め
に

必
要
な
乗
り
物
だ
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
人
間
の
本
能
は
利
己
的
で

あ
り
、
人
間
は
各
人
が
全
く
自
己
中
心
的
状
態
か
ら
出
発
す
る
。
因
襲
的

道
徳
は
、
啓
発
さ
れ
た
自
己
利
益
の
要
素
を
導
入
し
て
こ
れ
を
変
化
さ

せ
、
最
小
限
の
摩
擦
レ
ベ
ル
で
共
同
体
や
国
家
が
共
存
し
て
い
け
る
規
則
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を
確
立
す
る
。
因
襲
的
道
徳
に
は
、
美
徳
、
理
想
、
騎
士
道
な
ど
が
あ
る

が
、
し
か
し
す
べ
て
自
己
の
感
情
や
利
益
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
人
間
組
織
の
現
状
を
表
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
あ
る
一
定
の
地

点
を
超
え
る
と
機
能
し
な
く
な
り
、
現
代
世
界
の
混
乱
し
た
危
険
な
状
態

へ
と
導
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
人
間
の
争
い
は
、
邪
悪
な
人
た
ち
の
不

道
徳
と
一
般
人
の
因
襲
的
道
徳
と
の
間
の
衝
突
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
民

主
政
治
は
、
誤
解
さ
れ
た
平
等
観
念
を
伴
う
「
民
主
主
義
」
と
化
し
て
し

ま
っ
た
。
最
高
道
徳
は
、
個
人
の
良
心
を
開
発
し
、
自
己
利
益
が
人
間
性

を
囲
い
込
ん
で
い
る
円
環
構
造
を
解
体
し
、
徐
々
に
、
共
同
体
を
よ
り
高

い
次
の
発
展
段
階
へ
と
引
き
上
げ
て
い
く
、
指
導
的
精
神
の
持
ち
主
を
生

み
出
す
の
で
あ
る
。

　

諸
聖
人
の
叡
智
で
あ
る
最
高
道
徳
は
、
数
千
年
間
（
進
化
の
ス
ケ
ー
ル

上
で
は
ほ
ん
の
一
瞬
に
す
ぎ
な
い
）
我
々
と
共
に
あ
っ
た
が
、
未
だ
正
し

く
実
践
さ
れ
て
い
な
い
。
正
し
い
実
践
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
は
世
界
的
基
盤
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
間

の
不
調
和
は
消
え
去
り
、
進
化
的
計
画
は
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
推
進
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
前
章
で
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
も
し
人
類
が
生
存
し
て

い
く
た
め
に
は
、
環
境
限
界
に
加
え
ら
れ
て
い
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
っ

て
提
起
さ
れ
て
い
る
諸
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
何
ら
か
の
手
段

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
個
人
の
利
益
が
全
体
の
利
益

と
調
和
し
、
そ
の
基
礎
と
な
る
パ
タ
ー
ン
が
断
絶
す
る
こ
と
な
く
精
緻
化

さ
れ
て
い
く
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
、
自
分
自
身
を
調
和
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
、
共
通
意
識
を
通
じ
て
達

成
さ
れ
る
最
終
統
合
段
階
に
関
す
る
彼
の
偉
大
な
展
望
に
お
い
て
、
理
想

を
我
々
に
示
し
た
。
廣
池
は
、
そ
の
理
想
を
達
成
す
る
た
め
の
実
践
的
手

法
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
真
の
民
主
政
治
、
あ
る
い
は
、
廣
池
が

造
っ
た
言
葉
を
用
い
る
な
ら
、「
貴
族
│

民
主
政
治
（aristo

│

dem
ocracy

）」
で
あ
り
、
階
級
闘
争
で
は
な
く
階
級
協
力
が
行
な
わ
れ
、

神
の
目
的
へ
の
全
面
的
参
加
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

廣
池
の
思
想
に
は
、
こ
の
段
階
で
深
入
り
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ

る
他
の
要
素
も
存
在
す
る
。
い
く
つ
か
の
も
の
は
、
表
面
的
に
受
け
取
る

と
当
惑
さ
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
慈
善

的
贈
与
に
対
す
る
非
難
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
│
│
深
く
読
ん
だ
後
に

は
じ
め
て
、
彼
は
無
力
な
人
の
救
済
を
き
ち
ん
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
自
己
自
身
で
困
難
を
切
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
へ
の
無
用

の
施
し
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
我
々
は
生
活
す
る
な
か
で
、

そ
う
い
っ
た
考
え
方
の
い
く
つ
か
に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
面

は
、
以
上
述
べ
た
こ
と
で
、
最
高
道
徳
の
基
本
に
関
す
る
十
分
な
要
約
と

な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
教
え
の
根
本
に
は
、〔
古
代
〕
中
国
思
想

や
神
道
思
想
に
馴
染
み
の
な
い
人
に
は
奇
妙
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
確
か
な
見
解
と
前
提
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
神
の
本
性
と
因
果
律

の
作
用
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
廣
池
の
壮
大
な
総
合
的
体
系
に
は
西
洋
の

成
果
を
多
く
取
り
入
れ
て
お
り
、
ま
た
、
彼
の
偉
大
な
業
績
は
、
西
洋
的
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な
仕
方
で
道
徳
の
研
究
を
科
学
的
に
行
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
彼
の
文
化
は
基
本
的
に
儒
教
と
神
道
に
あ
り
、
彼
が
一
番
深
く
学

ん
だ
分
野
は
中
国
古
典
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
主
に
西
洋
の
読
者
を
目
的

と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
西
洋
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
熟
知
し
、
仏
教

と
イ
ス
ラ
ム
教
は
多
少
理
解
し
て
い
る
が
、
儒
教
あ
る
い
は
中
国
哲
学
に

お
け
る
儒
教
の
根
源
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
お
ら
ず
、
神
道
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
知
識
が
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
こ
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。

　

廣
池
の
研
究
成
果
を
学
ぶ
こ
と
で
、
私
は
、
不
慣
れ
な
分
野
に
導
か
れ

て
何
回
か
波
を
か
ぶ
っ
た
。
そ
し
て
最
高
道
徳
と
西
洋
的
見
解
の
調
整
を

有
益
な
も
の
と
す
る
前
に
、
た
と
え
簡
単
か
つ
不
十
分
な
も
の
で
あ
れ
、

中
国
文
明
の
祖
師
た
ち
の
世
界
観
と
神
道
思
想
の
素
描
を
試
み
て
お
く
こ

と
は
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
さ
ら
に
必

要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
廣
池
が
、
後
代
の
中
国
哲
学
の
展
開
は
「
常
道
を

外
れ
」
て
し
ま
い
、
彼
は
、
最
初
の
原
理
に
立
ち
返
る
改
革
者
で
も
あ
る

と
、
明
確
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
廣
池
の
科

学
を
古
代
中
国
と
古
代
日
本
の
単
な
る
省
察
の
結
果
と
考
え
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
廣
池
は
彼
の
時
代
の
最
先
端
知
識
の
擁
護
者
で
あ
っ
た
し
、

彼
の
後
継
者
た
ち
は
現
代
の
研
究
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、
廣
池
は
、
太
極
理
論
、
つ
ま
り
、
陰
と
陽
に
は
、
あ
ま
り

注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
│
│
こ
れ
に
関
し
て
、
科
学
は
、
彼
が
生
き
て
い

た
時
代
よ
り
も
現
在
の
方
が
も
っ
と
注
目
し
て
い
る
。
科
学
と
廣
池
の
基

本
的
見
解
の
絡
み
合
い
は
興
味
深
い
│
│
こ
れ
は
彼
の
思
想
が
十
分
理
解

さ
れ
た
と
き
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
の
間
、
西
洋
人
に
と
っ
て
は
奇
妙
か
つ

魅
力
的
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
古
代
の
思
索
の
森
に
、
寄
り
道
を
し

て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
帰
り
道
で
、
日
本
の
封
建
武
士
階
級
に
お
け
る

騎
士
道
綱
領
で
あ
っ
た
、
武
士
道
を
瞥
見
す
る
こ
と
に
す
る
。
廣
池
は
、

武
士
道
を
不
完
全
な
道
徳
の
例
と
し
て
非
難
し
て
い
る
が
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
的
見
解
に
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
無
視
す
る
こ
と
は
賢

明
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

第
三
章　

 

廣
池
の
思
想
に
お
け
る
漢
学
者
・
神
道
家
と
し
て

の
ル
ー
ツ

　

中
華
文
明
は
人
類
の
大
半
に
共
通
す
る
新
石
器
文
化
に
由
来
す
る
も
の

だ
が
、
し
か
し
そ
れ
は
相
対
的
な
孤
立
の
う
ち
に
発
展
し
た
も
の
で
あ

る
。
山
・
森
・
砂
漠
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
及
び
イ
ン
ド
以
西
の
領
域
の
文

化
の
中
心
地
点
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
独
自
に
発
展
し
、
極
め
て
独
特
な
趣

き
を
有
す
る
文
明
を
生
み
出
し
た
。

　

考
古
学
者
達
は
約
八
千
年
前
の
こ
の
文
化
の
起
源
を
解
明
し
始
め
て
い

る
が
、
我
々
が
実
見
し
う
る
最
早
期
は
紀
元
前
二
千
年
で
あ
り
、
後
章
に

お
い
て
私
が
「
戦
闘
指
導
者
（w

ar-leader

）」
型
君
主
制
と
述
べ
る
と
こ

ろ
の
政
治
制
度
へ
と
既
に
移
行
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
に
我
々
は
、
公
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子
・
宰
相
・
将
軍
・
軍
隊
・
上
級
官
僚
・
農
業
従
事
者
と
し
て
の
大
衆
が

組
織
さ
れ
た
、
独
立
し
抗
争
す
る
多
数
の
王
国
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
廣
池
の
『
東
洋
法
制
史
序
論
（A

n Introduction to 

Far E
astern Law

）』〔
英
文
要
約
〕
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

そ
こ
に
は
非
常
に
強
い
民
主
主
義
的
精
神
が
存
在
し
て
い
た
。
こ

れ
は
君
臣
が
聖
な
る
関
係
で
あ
る
と
い
う
観
念
を
持
た
ず
、
奴
隷
制

と
い
う
観
念
を
持
た
な
い
中
国
人
に
と
っ
て
、
極
め
て
自
然
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
君
主
は
人
民
を
保
護
す
る
た
め
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
人
民
を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
民
を
愛
さ
な
い
君

主
を
誅
殺
す
る
こ
と
は
天
道
（
以
下
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
天
の
パ
タ

ー
ン
）
に
合
致
す
る
と
信
ぜ
ら
れ
、
ま
た
実
感
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

我
々
は
政
治
よ
り
も
む
し
ろ
思
想
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
し
か
し

記
録
が
存
在
す
る
最
も
早
期
の
中
国
思
想
は
そ
の
社
会
状
況
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
最
初
の
本
質
的
な
中
国
の
典
籍
は
『
易
経
（
変
化
の
書
）』

で
あ
る
。
そ
の
原
型
は
文
字
使
用
以
前
の
長
い
伝
承
の
産
物
で
あ
る
。
興

味
の
あ
る
読
者
は
、
一
九
五
一
年
以
来
何
度
も
重
刷
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ト

レ
ッ
ジ
・
ア
ン
ド
・
ケ
ー
ガ
ン
・
ポ
ー
ル
社
（R

outledge &
 K

egan 

P
aul

）
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
翻
訳
者
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

（R
ichard W

ilhelm

）
に
よ
る
紹
介
が
付
い
て
い
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
。『
易
経
』
は
蓍
草
の
茎
の
束
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
託
を
得

る
体
系
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
し
た
だ
け
で
は
望
み
の
薄
い
資

料
の
よ
う
だ
が
、
し
か
し
『
易
経
』
は
包
括
的
な
哲
学
的
背
景
を
前
提
に

し
て
い
る
。
技
術
上
の
詳
細
に
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

本
の
基
本
的
な
形
は
、
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
文
王
と
そ
の
子
で
あ
る
周

公
と
に
よ
っ
て
紀
元
前
約
一
一
五
〇
年
頃
に
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
、
ホ
メ
ロ
ス
（H

om
er

）
の
叙
事
詩
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
現
行
の
形
態
で
は
、
紀
元
前
六
世
紀
頃
に
孔
子
か

そ
の
門
弟
に
よ
っ
て
附
さ
れ
た
注
解
と
増
補
、
更
に
は
後
世
の
作
者
に
よ

る
注
解
と
増
補
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
こ
の
書
物
は
長
期
間
に
渉

っ
た
概
論
と
な
っ
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
説
く
よ
う
な
体
系
が
『
易
経
』
の
中
に
示
さ
れ
て
い

る
と
は
思
わ
な
い
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
解
説
す
れ
ば
、

以
下
の
よ
う
な
内
容
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
始
ま
り
に
は
、
ひ
と
つ
の
円

と
い
う
シ
ン
ボ
ル
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
原
初
的
統
一
と
し
て
の
神

（G
od

）
が
あ
る
。
神
は
あ
ら
ゆ
る
範
疇
を
越
え
た
究
極
（the 

U
ltim

ate

）、
不
変
の
も
の
（the U

nchanging

）
で
あ
り
、
そ
れ
自
体

で
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
実
体
と
性
質
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
理
解
を

超
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
慈
悲
や
キ
リ
ス
ト
教
で
言
う
愛
と
し
て
、
部
分

的
に
は
感
知
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
思
想
は
神
の
こ
の
側
面
に
は
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更
な
る
関
心
を
寄
せ
な
い
。
神
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
一
本
線
に
象
徴
さ

れ
る
創
造
に
そ
の
関
心
を
集
中
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
一
本
の
線
は
、

本
来
は
「
太
極
」（
屋
根
の
す
べ
て
の
部
分
を
支
え
る
家
屋
の
棟
木
に
あ

た
る
）
を
意
味
し
て
い
る
。
一
本
の
線
は
二
元
性
を
引
き
起
こ
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
一
本
の
線
は
、
前
と
後
・
上
と
下
・
左
と
右
を
仮
定
し
、
ひ
い
て

は
陰
と
陽
と
い
う
相
補
的
対
立
を
仮
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の

創
造
的
活
動
の
顕
現
を
通
し
て
神
を
知
り
得
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

神
は
創
造
力
と
同
一
視
さ
れ
、
他
方
で
一
つ
の
人
格
と
も
見
な
さ
れ
た
。

二
元
性
が
最
初
に
創
造
し
た
の
は
天
で
あ
り
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
神
そ
の

も
の
と
同
一
視
さ
れ
た
。
天
と
は
、
物
理
法
則
の
よ
う
な
物
質
を
支
配
す

る
法
則
と
精
神
的
・
道
徳
的
法
則
と
を
併
せ
た
宇
宙
的
法
則
を
内
包
す

る
、
五
感
を
超
越
し
た
精
神
世
界
で
あ
る
。
天
の
活
動
で
あ
る
創
造
は
、

ひ
と
つ
の
持
続
的
な
運
動
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
道
（the 

W
ay

）
や
タ
オ
（the T

’ao

）
と
呼
ば
れ
る
制
御
さ
れ
た
変
化
の
パ
タ
ー

ン
を
引
き
起
こ
す
天
の
法
則
と
合
致
し
た
、
絶
え
間
な
い
進
化
的
流
動
の

状
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、
パ
タ

ー
ン
展
開
の
中
で
現
わ
れ
て
は
消
え
る
一
過
性
の
事
物
よ
り
も
重
要
な
の

で
あ
る
。

　

そ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
二
元
性
の
最
初
の
創
造
に
由
来
す
る
八
つ
の
根
本

的
傾
向
性
〔
八
卦
〕
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
各

四
つ
ず
つ
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
う
ち
一
グ
ル
ー
プ
は
積
極

的
、
活
動
的
で
、
明
る
く
、
男
性
的
、
陽
で
あ
っ
て
、
時
間
を
象
徴
し
て

お
り
、
も
う
一
グ
ル
ー
プ
は
消
極
的
、
受
動
的
で
、
暗
く
、
女
性
的
、
陰

で
あ
っ
て
、
空
間
を
象
徴
し
て
い
る
。
陽
の
傾
向
性
は
そ
の
創
造
的
側
面

に
お
い
て
神
自
身
と
認
識
さ
れ
る
創
造
性
で
あ
り
、
そ
の
三
つ
の
派
生
が

「
息
子
」
と
し
て
画
か
れ
る
。
陰
の
傾
向
性
は
受
容
性
で
あ
り
、
物
質
を

表
し
、
そ
の
三
つ
の
派
生
が
「
娘
」
と
し
て
画
か
れ
る
。

　
（
実
際
の
分
類
は
多
少
混
乱
し
て
い
る
よ
う
で
、
な
ぜ
な
ら
ば
「
静
止

の
保
持
」
や
安
定
性
を
意
味
す
る
三
番
目
の
「
息
子
」〔
艮
〕﹇
訳
注
：
原

文
は
「fourth ‘son’

」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
訳
『
易
経
』
に
よ
れ
ば
、

‘keeping still’

（
艮
）
は
「third son

」（
少
男
）
で
あ
り
、
説
卦
伝
の
記
述
「
艮
は

三
索
し
て
男
を
得
。
故
に
こ
れ
を
少
男
と
謂
う
」
を
併
せ
考
え
て
、「
四
番
目
」
を

「
三
番
目
」
に
訂
正
し
た
。﹈
が
ど
の
よ
う
に
創
造
的
で
有
り
得
る
の
か
、
優

し
い
浸
透
を
意
味
す
る
一
番
目
の
「
娘
」〔
巽
〕
が
ど
の
よ
う
に
消
極
的

で
有
り
得
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ト

（Freud

）
は
女
性
の
特
質
と
し
て
の
浸
透
に
つ
い
て
何
を
述
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
詳
細
な
説

明
は
、
言
語
を
越
え
た
も
の
に
対
す
る
人
間
側
の
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
本

質
的
な
も
の
で
は
な
い
）。

　

陰
と
陽
の
二
傾
向
は
創
造
自
体
の
一
部
で
あ
り
、
故
に
全
面
的
に
善
で

あ
る
。
両
者
は
相
互
に
関
連
し
て
自
身
を
も
う
一
方
に
変
容
さ
せ
る
。
棟

木
の
下
部
に
あ
た
る
家
の
両
側
と
の
類
似
に
立
ち
戻
れ
ば
、
日
の
当
た
る

部
分
や
陽
は
、
太
陽
の
動
き
に
よ
っ
て
、
日
陰
の
部
分
や
陰
に
な
る
で
あ

ろ
う
し
、
そ
の
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
八
つ
の
傾
向
性
相
互
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を
掛
け
合
わ
せ
た
六
十
四
の
可
能
な
組
み
合
わ
せ
が
存
在
し
、
そ
れ
と
同

数
の
基
本
的
状
況
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
全
て
の
組
み
合
わ
せ
は
一
時

的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を
確
保
す
る
た
め
の
創

造
的
拮
抗
を
構
成
し
て
い
る
。
各
自
の
力
は
互
い
を
矯
正
す
る
も
の
と
し

て
相
互
に
求
め
合
う
も
の
で
、
な
ぜ
な
ら
ば
陽
は
制
御
さ
れ
な
け
れ
ば

荒
々
し
く
な
る
し
、
陰
は
刺
激
さ
れ
な
け
れ
ば
硬
直
化
す
る
か
ら
で
あ

る
。
調
和
は
そ
れ
故
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
天
に
つ
い
て
の
み
考
察
し
て
き
た
。
地
は
物
質
的
宇
宙
で
あ

り
、
天
か
ら
凝
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
上
で
発
生
す
る
事
は
、
天
の
傾

向
性
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
の
反
映
で
あ
り
、
ま
た
進
化
的
変

転
と
い
う
持
続
的
な
流
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
対
抗
し
且
つ
補
い
合
う

力
の
間
に
あ
る
張
り
詰
め
た
バ
ラ
ン
ス
は
、
物
質
世
界
に
だ
け
で
は
な

く
、
法
や
政
治
、
芸
術
、
文
化
の
分
野
に
お
い
て
も
明
白
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
見
渡
せ
ば
ど
こ
に
で
も
発
見
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
ま
た
、
た
と
え
ば
弦
の
弛
ん
だ
バ
イ
オ
リ
ン
を
弓
で
弾
い
て

も
音
が
出
な
い
よ
う
な
崩
壊
へ
と
至
ら
せ
る
無
関
心
と
い
う
も
の
の
対
極

に
位
置
し
て
い
る
。
物
質
的
領
域
と
い
う
も
の
は
人
類
が
直
接
に
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
実
体
や
天
の
事
象
か
ら
投
ぜ
ら
れ
た
影
に
す
ぎ
な
い
、

と
い
う
プ
ラ
ト
ン
の
洞
窟
の
譬
（Plato’s parable of the cave

）
は
こ

の
理
論
に
似
て
は
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
天
の
事
象
の
因
果
に
ま
で
は
拡

が
り
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
故
に
中
国
思
想
の
ほ
う
が
宇
宙
の
な
ぞ
へ
よ
り

深
く
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
易
経
』
は
天
の
傾
向
性
の
現
況
を
確
か
め
る
手
段
を
提
供
す
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
故
に
そ
れ
を
問
う
者
は
、
天
の
傾
向
性
に
順
応
す
る
よ

う
に
、
言
い
換
え
れ
ば
、
道
や
タ
オ
に
従
う
よ
う
に
、
自
己
の
行
為
を
調

整
す
る
。
も
し
人
が
特
定
の
変
化
の
パ
タ
ー
ン
の
初
期
段
階
の
う
ち
に
行

為
を
調
整
す
る
な
ら
ば
、
地
上
に
お
け
る
そ
の
パ
タ
ー
ン
の
適
用
を
変
更

で
き
る
か
も
知
れ
ず
、
こ
の
よ
う
に
し
て
人
は
あ
る
程
度
進
化
の
過
程
に

参
与
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
神
自
身
が
そ
の
流
れ
を
調
節
し
、
人
の

祈
り
と
犠
牲
に
応
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
故
に
そ
こ
に
は
事
象
の
進
行
に

関
す
る
宿
命
論
的
な
も
の
や
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
静
的
循
環
性
の

よ
う
な
も
の
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
未
知
の
目
的
地
へ
と
発
展
す
る
探
検
的

進
行
だ
け
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
進
行
を
妨
げ
る
も
の
が
悪

で
あ
り
、
そ
の
進
行
に
従
う
も
の
が
善
で
あ
る
。

　

西
欧
の
現
代
物
理
学
者
達
が
、
物
質
世
界
の
事
象
の
進
行
に
お
け
る
天

の
パ
タ
ー
ン
の
反
映
と
著
し
く
類
似
す
る
シ
ス
テ
ム
を
定
式
化
し
つ
つ
あ

る
こ
と
は
奇
妙
な
事
実
で
あ
る
。
彼
ら
は
中
世
錬
金
術
の unus m

undus

（
一
つ
の
世
界
）
に
つ
い
て
学
問
的
に
語
る
。
私
は
か
つ
て
、
物
理
学
の

卓
越
し
た
教
授
が
、
中
国
の
タ
オ
と
明
ら
か
に
同
様
で
あ
る unus 

m
undus 

の
理
論
を
黒
板
上
で
図
式
を
用
い
て
数
学
的
に
説
明
す
る
講
義

を
、
正
直
に
告
白
す
れ
ば
幾
分
当
惑
を
覚
え
な
が
ら
、
聴
い
た
こ
と
が
あ

る
。
か
か
る
複
雑
な
事
情
は
私
の
知
力
を
少
な
か
ら
ず
超
え
出
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
し
か
し
タ
オ
が
古
代
的
思
弁
と
い
う
時
代
遅
れ
の
側
面
ば
か

り
で
は
な
く
、
最
先
端
の
科
学
者
達
が
再
発
見
し
つ
つ
あ
る
何
か
で
も
あ
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る
と
い
う
こ
と
を
少
し
は
認
識
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
指
摘
で
は
、
中
国
思
想
は
、
そ
の
時
点
で
科
学
的
発

見
と
い
う
冒
険
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
こ
で

立
ち
往
生
を
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
は
対
照
的
に
、

廣
池
は
そ
れ
を
神
観
念
の
喪
失
に
起
因
す
る
と
考
え
た
。
も
し
廣
池
が
正

し
い
な
ら
ば
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
説
は
、
少
し
後
期
の
停
滞
段
階
の
原
因

を
説
明
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
や
が
て

述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

三
位
一
体
（the T

rinity

）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
教
理
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
廣
池
の
観
点
が
お
そ
ら
く
は
正
し
く
理
解
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
ニ
ー
ダ
ム
（Joseph N

eedham
）
博
士
は
、
一
九
七
九
年
に

人
間
の
未
来
の
た
め
の
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
タ

オ
の
三
側
面
（T

hree M
asks of the T

’ao

）』
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、

タ
オ
イ
ズ
ム
（T

aoism

）
は
キ
リ
ス
ト
教
と
非
常
に
近
似
し
た
三
位
一

体
教
理
を
発
展
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
我
々
は
中
国
思
想
の
流
れ
か
ら

そ
れ
ほ
ど
遠
く
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
、
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
主
張
に

初
め
て
接
し
た
時
に
感
じ
る
不
条
理
さ
を
、
廣
池
の
観
点
か
ら
は
感
ぜ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

中
国
人
の
失
敗
は
、
廣
池
に
言
わ
せ
れ
ば
、
神
を
創
造
的
傾
向
性
と
、

つ
ま
り
傾
向
性
の
一
家
の
父
親
に
当
た
る
陽
と
、
同
一
視
し
過
ぎ
た
こ
と

に
存
す
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
神
を
ロ
ゴ
ス
、
つ
ま
り
キ
リ

ス
ト
教
の
三
位
一
体
に
お
け
る
第
二
位
格
（the second Person

）、
創

造
と
い
う
領
域
で
神
の
目
的
を
遂
行
す
る
要
素
、
と
同
一
視
し
た
の
で
あ

る
。
故
に
彼
ら
は
、
三
位
一
体
の
第
一
位
格
（the �rst Person

）、
つ

ま
り
究
極
な
る
神
、
す
べ
て
の
実
在
の
根
底
に
存
す
る
言
語
に
絶
し
名
付

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
何
者
か
、
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
超
越

的
存
在
な
く
し
て
は
、
内
在
的
世
界
の
姿
は
不
完
全
で
あ
る
。
結
果
と
し

て
三
位
一
体
の
第
三
位
格
（the third Person

）、
つ
ま
り
精
霊
な
る
神

（G
od the H

oly Spirit

）、
す
べ
て
に
充
満
す
る
火
、
物
質
の
あ
ら
ゆ
る

部
分
に
含
ま
れ
る
何
か
も
ま
た
忘
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の

位
格
を
欠
い
た
た
め
に
、
第
二
位
格
、
つ
ま
り
ロ
ゴ
ス
の
理
解
が
不
十
分

で
、
神
に
対
す
る
信
仰
は
世
俗
主
義
へ
と
衰
え
、
精
神
的
か
つ
知
的
な
停

滞
が
結
果
と
し
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。
第
一
に
、

孔
子
は
道
徳
の
実
践
面
を
強
調
し
た
。
孔
子
に
と
っ
て
の
神
に
対
す
る
信

仰
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
三
位
一
体
全
体
の
概
念
と
し
て
い
る
も
の
を

表
し
て
い
る
と
私
は
思
う
の
だ
が
、
そ
の
孔
子
の
神
に
対
す
る
信
仰
は
、

あ
ま
り
に
当
た
り
前
す
ぎ
て
却
っ
て
気
に
か
け
ら
れ
な
い
く
ら
い
に
根
本

的
な
も
の
だ
と
、
廣
池
は
指
摘
す
る
。『
論
語
』
に
は
天
に
つ
い
て
の
言

及
が
稀
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
孔
子
が
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
孔
子
の
事
業
は
形
而
上
の
分
野
に
は
存
せ
ず
、
孔
子
は
来
世
に

も
究
極
的
神
秘
に
も
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
後
世

の
人
々
は
孔
子
を
誤
解
し
て
孔
子
を
無
神
論
者
と
さ
え
見
な
す
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
タ
オ
イ
ズ
ム
の
創
始
者
で
孔
子
と
近
い
時
代
の
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人
物
で
あ
る
老
子
は
、
同
じ
観
点
を
出
発
点
と
し
て
、
よ
り
超
自
然
的
な

問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
の
学
派
名
が
示
す
よ
う
に
、
道

の
個
別
的
実
現
に
関
心
を
持
っ
た
。
故
に
タ
オ
イ
ズ
ム
も
ま
た
、
い
っ
そ

う
世
間
的
で
あ
る
儒
教
に
比
べ
れ
ば
非
常
に
宇
宙
的
で
あ
る
と
は
い
え
、

神
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言

い
方
で
は
タ
オ
イ
ズ
ム
を
不
当
に
扱
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ニ
ー

ダ
ム
博
士
も
き
っ
と
そ
う
思
う
で
あ
ろ
う
。
老
子
自
体
は
タ
オ
イ
ス
ト
の

三
位
中
の
第
二
位
格
の
化
身
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
ニ
ー
ダ
ム
博
士
は
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
「
木
の
良
し
悪
し
は
、
そ
の
結
ぶ
実
で
分
か
る
」

﹇
訳
注
：
新
約
聖
書
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
二
：
三
三
（
新
共
同
訳
）﹈
の
で
あ

り
、
タ
オ
イ
ズ
ム
は
そ
の
進
展
の
到
達
点
を
精
力
的
に
追
求
す
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
は
更
に
後
世
の
静
寂
主
義
へ
と
帰
結
し
た
の

で
あ
る
。

　

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
出
発
点
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
後
世
の
思
想
学
派

が
同
じ
道
を
歩
ん
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
陰
陽
の
理
論
は
、
確
か
に
重

要
で
は
あ
る
が
、
紀
元
前
四
世
紀
以
降
、
過
度
の
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う

に
な
り
、
他
の
同
じ
く
重
要
な
要
素
か
ら
注
意
を
逸
ら
し
て
い
っ
た
。
当

時
そ
こ
で
は
数
字
の
象
徴
に
依
拠
し
た
体
系
が
発
展
し
て
、
現
実
か
ら
ま

す
ま
す
乖
離
し
て
ゆ
き
、
魔
術
に
対
す
る
信
仰
が
生
じ
て
い
た
。
数
は
人

間
の
脳
の
産
物
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
多
数
性
を
処
理
す
る
こ
と
に
あ
る

が
、
し
か
し
数
は
独
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、
も
し
そ
の
領
域
を
越
え
た

物
事
に
応
用
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
手
に
負
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。
更
に
他
の
要
素
と
し
て
言
語
が
あ
る
。
言
葉
は
そ
れ
自
体
が
効
力

を
持
つ
も
の
と
思
考
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
書
物
は

事
物
よ
り
も
む
し
ろ
言
葉
に
つ
い
て
書
か
れ
、
現
実
は
遠
く
へ
追
い
や
ら

れ
た
。
こ
の
こ
と
は
中
国
の
書
法
体
系
に
そ
の
部
分
的
要
因
が
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
多
く
が
極
度
の
複
雑
性
と
充
分
な
美
し

さ
を
有
す
る
何
千
も
の
表
意
文
字
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
習

得
す
る
に
は
ほ
と
ん
ど
一
生
涯
を
費
や
す
仕
事
と
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
書

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
己
目
的
化
し
、
知
的
で
芸
術
的
な

努
力
は
、
か
つ
て
有
益
に
利
用
さ
れ
て
き
た
道
筋
か
ら
逸
れ
て
い
っ
た
。

　

堕
落
の
プ
ロ
セ
ス
が
快
楽
主
義
者
の
学
派
と
共
に
継
続
し
た
が
、
彼
ら

は
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
異
な
り
、
宗
教
を
単
な
る
社
会
的
束
縛
と
見

な
し
て
お
り
、
死
よ
り
も
む
し
ろ
生
が
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
、
す
べ
て
の

人
が
死
後
に
残
る
名
声
を
気
に
せ
ず
に
、
生
前
に
可
能
な
も
の
は
す
べ
て

手
に
入
れ
る
こ
と
が
最
も
良
い
と
考
え
た
。
結
局
、
理
想
主
義
を
放
棄
し

て
、
現
代
の
共
産
主
義
者
の
よ
う
に
、
国
家
を
何
よ
り
も
重
要
な
も
の
と

考
え
る
現
実
主
義
者
が
現
れ
、
そ
し
て
仏
教
徒
の
よ
う
に
、
瞑
想
で
感
情

を
静
め
、
純
粋
な
意
識
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
覚
世
界
か
ら
逃

避
す
る
こ
と
に
専
念
す
る
静
寂
主
義
者
が
現
れ
た
。
静
寂
主
義
の
主
要
な

書
物
で
あ
る
『
老
子
道
徳
経
』
は
無
名
の
作
者
（
時
と
し
て
老
子
の
作
と

考
え
ら
れ
て
き
た
が
そ
う
で
は
な
い
）
に
よ
っ
て
紀
元
前
三
世
紀
以
降
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
『
道
と
そ
の
力
（T

he W
ay and its 

Pow
er

）』（U
nw

in Paperbacks, 1977

）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
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れ
た
ウ
ェ
イ
リ
ー
（A

rthur W
aley

）
の
翻
訳
と
註
釈
を
参
照
し
よ
う
。

こ
の
書
物
は
第
一
九
章
で
次
の
よ
う
に
奨
励
す
る
。「
英
知
を
な
く
し
、

知
識
を
す
て
よ
。
そ
う
す
れ
ば
人
民
の
利
益
は
百
倍
に
も
な
る
で
あ
ろ

う
。
親
愛
を
な
く
し
、
道
義
を
す
て
よ
。
そ
う
す
れ
ば
人
民
は
忠
実
で
哀

れ
み
深
く
な
ろ
う
。
技
術
を
な
く
し
、
利
益
（「
企
業
」
を
表
す
）
を
す

て
よ
。
そ
う
す
れ
ば
か
っ
ぱ
ら
い
と
強
盗
は
い
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
〔
聖

を
絶
ち
智
を
棄
て
よ
、
民
の
利
は
百
倍
せ
ん
。
仁
を
絶
ち
義
を
棄
て
よ
、
民
は
孝
慈

に
復
ら
ん
。
巧
を
絶
ち
利
を
棄
て
よ
、
盗
賊
有
る
こ
と
無
け
ん
〕」﹇
訳
注
：
小
川
環

樹
訳
注
『
老
子
』
第
一
九
章
（
中
公
文
庫
、
一
九
七
三
年
）
参
照
﹈。
第
八
〇
章
で

は
完
璧
な
る
小
国
を
描
き
、
そ
こ
で
は
人
民
は
労
力
を
節
約
す
る
装
置
を

利
用
し
た
が
ら
ず
、
他
国
へ
転
居
す
る
よ
り
は
自
国
で
の
死
を
選
び
、
船

や
車
を
使
わ
ず
、
軍
事
訓
練
が
無
く
、「
結
ん
だ
縄
以
外
は
」
書
法
形
式

を
用
い
ず
に
、
衣
食
住
と
田
舎
仕
事
を
楽
し
み
、
た
と
え
隣
村
が
そ
の
鶏

犬
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
ほ
ど
近
く
て
も
、
隣
村
を
訪
れ
る
こ
と
な

く
一
生
を
過
ご
す
の
だ
、
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
聖
な
る
不
満
、
つ
ま
り

人
類
を
永
遠
の
探
求
の
次
の
段
階
へ
と
押
し
上
げ
る
創
造
的
力
と
い
っ
た

も
の
の
気
配
は
な
い
。
こ
れ
以
上
に
完
全
な
精
神
的
停
滞
の
絵
画
を
描
き

出
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。

　

仏
教
は
紀
元
後
の
数
世
紀
中
に
中
国
に
伝
来
し
た
が
、
知
的
発
展
を
刺

激
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ブ
ッ
ダ
は
形
而
上
学
的
思
弁
に
反
対
し
て
い

た
が
、
そ
れ
は
彼
が
身
体
的
存
在
と
し
て
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
方
法
を

教
え
る
こ
と
に
の
み
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
、
宇

宙
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
豊
富
な
理
論
を
軽
視
す
る
傾
向
の
あ
る

厳
格
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
理
論
が
中
国
的
実
用
性

と
相
互
作
用
を
起
こ
し
た
な
ら
ば
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
科
学
的
・
宗

教
的
進
歩
が
生
み
出
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
千
五
百
年
後
に
な
っ
て
、
西
洋

思
想
の
体
系
を
東
洋
の
自
己
没
頭
の
ゆ
っ
く
り
し
た
潮
流
へ
と
適
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
刺
激
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
、
廣
池
に
残
さ
れ
た

課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
廣
池
で
さ
え
、
思
弁
性
の
水
門
を
開
く
こ
と
を

警
戒
し
て
い
た
。
廣
池
は
日
常
の
行
動
規
範
の
活
性
化
を
試
み
、
そ
の
利

益
を
物
質
的
側
面
に
限
定
し
た
。
そ
し
て
と
に
も
か
く
に
も
そ
の
主
著
の

中
で
は
（
と
い
う
の
も
天
理
教
徒
時
代
に
は
、
実
生
活
を
越
え
た
物
事
に

つ
い
て
思
弁
を
立
て
て
お
り
、
晩
年
に
は
よ
り
精
神
的
・
超
越
的
に
な
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
）、
進
化
の
源
泉
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
、
形
而

上
学
的
探
求
を
手
控
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
思
想
に
関
し
て
言
及
す
べ
き
別
の
側
面
は
、
徳
に
関
す
る
教
説
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
道
徳
的
因
果
律
と
い
う
廣
池
の
理
論
と
関
係
す

る
か
ら
で
あ
る
。「
徳
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
『
道
と
そ
の
力
』
の
中

の
序
説
に
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
に
よ
る
解
説
が
あ
る
。
彼
は
「
徳
と
は
、
人
に

発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
人
が
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
行
為
に
よ
っ
て
、
人
が
結
果
的
に
幸
運
や
悪
運
に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
人
が
あ
る
時
点
で
、
運
勢

銀
行
に
持
っ
て
い
る
預
金
と
負
債
の
蓄
積
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
美
徳
は
預
金
に
つ
な
が
り
、
悪
徳
は
負
債
に
つ
な
が
る
。
し
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た
が
っ
て
徳
は
、
先
に
触
れ
た
八
つ
の
傾
向
性
〔
八
卦
〕
の
交
錯
を
統
括

す
る
天
の
精
神
的
法
則
の
う
ち
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
徳
は
イ
ン
ド

の
カ
ル
マ
（karm

a

）
の
教
え
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
徳
の
結
果

は
こ
の
現
世
の
な
か
で
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
ル
マ
は
同

一
の
個
人
の
生
命
の
無
限
の
流
れ
〔
輪
廻
〕
を
通
し
て
作
用
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
廣
池
は
、
運
勢
の
銀
行
に
お
け
る
預

金
と
負
債
と
い
う
概
念
を
、
そ
の
人
の
肉
体
的
後
裔
に
適
用
す
る
こ
と
で

「
徳
」
を
拡
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
家
系
に
つ
ら
な
る

全
て
の
者
の
共
同
預
金
口
座
が
存
在
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
聖
人
は

巨
額
の
預
金
を
積
み
立
て
て
い
る
の
で
、
そ
の
子
孫
は
何
世
代
で
も
払
い

戻
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
子
孫
が
巨
額
の
個
人
的
負
債

を
抱
え
て
そ
の
預
金
を
使
い
果
た
さ
な
い
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
が
。
こ

れ
は
西
洋
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
理
解
し
が
た
い
思
考
で
あ
る
。

そ
れ
は
家
族
を
個
人
的
構
成
要
素
と
い
う
よ
り
も
大
き
な
実
体
と
し
て
捉

え
る
東
洋
的
な
習
慣
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
西
洋
は
よ
り
個
人
的
で

あ
り
、
そ
れ
故
に
個
人
的
な
カ
ル
マ
と
い
う
教
え
の
ほ
う
が
は
る
か
に
受

け
入
れ
や
す
い
。
廣
池
は
「
徳
」
を
道
徳
的
因
果
の
科
学
的
法
則
と
し
て

説
明
し
て
多
く
の
実
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
彼
が
書
き
記
し
た
も
の
の
多

く
は
未
だ
に
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
日
本
語
の
言
語
内
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
廣
池
の
考
え
を
十
分
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、

ラ
マ
ル
ク
理
論
（Lam

arckian theory

）
の
獲
得
性
遺
伝
を
応
用
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
徳
」
は
肉
体
に
対
し
て
も
、
道

徳
的
側
面
に
対
し
て
と
同
様
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

後
者
〔
道
徳
的
側
面
〕
に
関
し
て
私
が
考
え
る
に
は
、
聖
人
が
生
存
の
様

式
に
非
常
に
順
応
し
て
き
た
結
果
、
そ
の
家
系
全
体
も
同
じ
く
そ
の
様
式

の
刻
印
を
受
け
て
い
る
と
い
う
前
提
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
人
は
タ
オ
・

「
道
」
を
頼
り
に
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
し
、
運
勢
の
銀
行
の
借
り
入
れ
は
、

破
滅
的
な
因
果
、
つ
ま
り
結
果
と
し
て
そ
の
家
系
の
急
速
な
断
絶
を
も
た

ら
す
の
で
あ
る
か
ら
、
タ
オ
・「
道
」
に
逆
ら
う
と
い
う
事
態
は
起
こ
り

え
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
「
タ
オ
」
及
び
「
徳
」
に
関
す
る
す
べ
て
の
理
論
に
お
い
て

は
、
我
々
は
、
ユ
ン
グ
が
「
共
時
性 （synchronicity

） ﹇
訳
注
：
複
数
の
出

来
事
が
意
味
的
関
連
を
呈
し
な
が
ら
、
非
因
果
的
に
同
時
に
起
き
る
こ
と
﹈」
と
呼

ぶ
領
域
に
、
踏
み
込
む
こ
と
に
な
る
。
共
時
性
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の

事
象
が
相
互
に
関
連
し
合
い
、
偶
然
の
一
致
と
思
わ
れ
る
も
の
は
実
際
に

は
同
じ
一
般
様
式
の
部
分
全
体
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
が
絶
対

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
物
理
的
因
果
の
法
則
は
、
単
に
そ
の
一
般
様
式

を
作
用
さ
せ
る
媒
材
に
過
ぎ
ず
、
我
々
に
そ
の
姿
全
体
を
示
す
に
は
不
適

当
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
の
理
性
や
論
理
は
、
適
用
範
囲
が

限
ら
れ
た
道
具
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
満
足
な
解
答
を
得
る
た
め
に

は
、
理
性
・
陽
・
左
脳
の
働
き
と
、
直
観
・
陰
・
右
脳
の
働
き
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
廣
池
は
直
観
知
の
役
割
を
暗
に
認
め

て
い
る
。
読
者
が
共
時
性
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
共

時
性
を
考
慮
に
入
れ
ず
し
て
、
東
洋
思
想
と
り
わ
け
廣
池
の
思
想
に
お
け
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る
東
洋
的
要
素
を
理
解
で
き
る
と
は
私
に
は
思
え
な
い
。

　

神
道
と
は
、
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無
限
定
で
、
捉
え
ど
こ
ろ
が

な
く
、
ま
た
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
神
道
は
、
様
々
な
教

派
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
儀
礼
の
実
践

の
中
で
純
粋
に
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
神
道
は
、
よ
く
誤
解
を
受
け

や
す
い
の
だ
が
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
で
も
、
自
然
崇
拝
で
も
、
祖
先
崇
拝
で
も

な
い
。
あ
る
意
味
で
、
神
道
は
心
的
状
態
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
神
道
は
日
本
人
の
精
神
に
浸
透
し
て
お
り
、「
真
っ
直
ぐ

な
糸
（straight thread

）」〔
オ
ー
ソ
リ
ノ
ン
・
伝
統
〕
の
教
説
を
理
解

す
る
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、
神
道
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
根
底
に
あ
る
原
感
情
と
し

て
、
ま
た
は
人
間
が
、
創
造
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
も
、
あ
る
意
味
で
そ

こ
か
ら
分
離
し
て
い
る
自
己
を
、
初
め
て
認
識
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
驚

き
の
感
情
と
し
て
、
表
現
さ
れ
る
の
が
最
も
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
驚
き

は
、
特
に
自
然
の
際
立
っ
た
現
れ
の
前
で
は
、
畏
れ
の
感
情
に
行
き
着

く
。
山
や
滝
、
巨
木
は
、
前
提
に
束
縛
さ
れ
な
い
澄
ん
だ
洞
察
を
以
て
そ

れ
ら
を
観
る
時
、
驚
き
に
満
ち
た
物
体
で
あ
る
し
、
ま
た
自
然
現
象
や
傑

出
し
た
人
物
、
目
に
見
え
る
宇
宙
の
秩
序
も
同
様
に
驚
き
に
満
ち
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
畏
敬
の
感
情
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
本
質
あ
る
い
は

「
精
神
（spirits

）」
は
、
次
第
に
畏
敬
さ
れ
、
或
い
は
崇
拝
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
畏
敬
の
対
象
は
「
カ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
本

質
的
に
カ
ミ
で
あ
る
が
、
自
然
物
の
中
で
、
ま
た
は
成
長
・
繁
殖
・
産
出

の
過
程
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
進
化
的
展
開
の
中
で
、
最
も
崇
高
で
最
も

優
秀
な
も
の
に
、
畏
敬
は
集
中
す
る
の
で
あ
る
。

　

祖
先
は
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
与
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
創
造
の

プ
ロ
セ
ス
は
祖
先
の
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
途
切
れ
な
い

継
承
の
中
で
現
在
世
代
を
通
過
し
て
子
々
孫
々
ま
で
続
い
て
い
く
の
で
あ

る
。
人
々
は
自
分
自
身
を
殊
更
に
敬
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

か
つ
て
そ
の
パ
タ
ー
ン
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
責
任
を
負
っ
て
き
た

祖
先
達
を
こ
そ
敬
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
故
に
「
精
神
」
が
意
味
す
る

も
の
を
定
義
し
な
く
と
も
、
人
は
他
の
多
く
の
も
の
の
中
で
も
特
に
過
去

の
祖
先
達
と
人
類
進
歩
の
先
導
者
達
と
を
、
宇
宙
的
活
動
に
繋
が
る
も
の

と
し
て
敬
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
国
の
精
神
の
顕
現
と
し
て
、
皇

室
に
は
格
別
の
畏
敬
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
の
宮
殿
は
神
社
様
式
で

あ
り
、
そ
の
壮
麗
な
建
築
物
は
、
自
然
と
の
一
体
を
重
視
し
て
、
木
と
草

屋
根
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
崇
拝
は
人
を
自
然
の
秩
序
と
調
和
さ
せ
、
発

展
を
可
能
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
廣
池
の
述
べ
る
「
真
っ
直
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕」
を
よ
く
理
解

す
る
こ
と
は
、
我
々
を
宇
宙
と
調
和
さ
せ
、
進
化
発
展
の
道
へ
と
導
く
。

廣
池
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
代
の
枠
組
み
で
は
日
本
独
特
な
も
の
を
取

り
入
れ
、
そ
こ
に
宇
宙
的
な
意
味
を
付
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
我
々
は
武
士
道
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
武
士
道
は

仏
教
と
神
道
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
独
自
の
価
値
体
系
で
あ
り
、
廣
池
は
そ

れ
を
不
完
全
な
道
徳
と
し
て
批
判
し
て
は
い
る
が
、
し
か
し
現
代
日
本
に



121 王位・聖人・最高道徳（上）

そ
の
足
跡
を
留
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
武
士
道
は
封
建
期
日
本
の
上
流

階
級
で
あ
る
サ
ム
ラ
イ
と
い
う
限
定
的
階
級
の
規
則
で
あ
る
。
彼
ら
は
更

に
身
分
の
高
い
貴
族
の
軍
事
的
従
者
と
し
て
生
じ
、
土
地
の
割
譲
に
よ
っ

て
そ
の
奉
公
に
対
す
る
報
酬
を
得
て
い
た
。
天
皇
と
貴
族
は
古
い
し
き
た

り
に
従
い
、
一
般
民
衆
と
商
業
共
同
体
は
、
本
質
と
し
て
武
士
道
の
掟

（the rule

）
で
あ
る
規
約
（the code

）
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
は
名
誉
が
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
戦
い
の

美
徳
に
集
中
し
た
禁
欲
的
で
厳
格
な
価
値
体
系
が
生
ま
れ
、
富
や
知
性
を

軽
視
し
、
文
化
に
対
し
て
非
常
に
限
ら
れ
た
注
意
し
か
払
わ
な
か
っ
た
。

英
雄
的
な
自
己
犠
牲
は
最
大
の
尊
敬
に
値
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
推
進

力
は
私
的
名
誉
で
あ
り
、
廣
池
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
真
の
道
徳
性
の
体

系
と
し
て
は
不
適
格
で
は
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
武
士
道
は
全
体
と

し
て
国
家
に
明
白
な
影
響
を
有
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
西
洋
が
第
二
次
世

界
大
戦
で
手
強
い
も
の
と
見
な
し
て
い
た
個
人
的
勇
敢
さ
の
極
致
を
生
み

出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
武
士
道
に
言
及
す
る
理
由
は
、
そ
れ
が
日
本
を
鎖
国
か
ら
文
明

の
主
流
へ
と
導
く
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
新
渡
戸
稲
造
博
士

の
『
武
士
道
│
日
本
の
魂
（Soul

）
│
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

日
本
の
変
化
を
造
り
出
し
た
る
原
動
力
は
ま
っ
た
く
我
々
自
身
の

中
に
存
在
す
。
│
│
こ
れ
が
武
士
道
に
他
な
ら
ぬ
。
劣
等
国
と
見
下

さ
れ
る
こ
と
を
忍
び
え
ず
と
す
る
名
誉
の
感
覚
、
│
│
こ
れ
が
最
も

強
き
動
機
で
あ
っ
た
。
殖
産
興
業
の
考
慮
は
、
改
革
の
過
程
に
お
い

て
後
よ
り
目
覚
め
て
き
た
の
で
あ
る
。﹇
訳
注
：
新
渡
戸
稲
造
著
・
矢
内

原
忠
雄
訳
『
武
士
道
』
第
一
六
章
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
八
年
）
を
参
照
﹈

　

し
た
が
っ
て
実
の
と
こ
ろ
、
廣
池
博
士
こ
そ
、
こ
の
変
革
に
関
わ
り
、

同
時
代
の
最
高
の
学
者
と
肩
を
並
べ
、
真
に
達
成
困
難
な
学
問
の
標
準
を

打
ち
立
て
た
人
で
あ
る
。
潜
在
的
で
気
付
き
に
く
い
が
、
最
高
の
標
準
以

外
の
も
の
を
見
下
す
、
国
民
と
し
て
の
自
尊
感
覚
が
、
廣
池
の
中
に
存
在

す
る
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
。
現
代
日
本
を
考
慮
し
て
も
、
卓
越
性
の

追
求
が
そ
の
基
本
的
性
格
で
あ
る
こ
と
を
同
様
に
認
識
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

第
四
章　

最
高
道
徳
と
西
洋
の
見
解

　

全
能
の
神
の
す
ば
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
章
を
始
め
た
い
。
廣
池
博
士
の
著
作
に
は
、
尊
敬
、
服

従
、
忠
誠
に
つ
い
て
多
く
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
私
は
忠
誠
心
に
欠

け
て
い
な
い
こ
と
を
望
む
の
だ
が
、
私
の
服
従
心
は
自
分
勝
手
な
考
え
方

や
偏
見
に
彩
ら
れ
て
お
り
、
頭
上
の
権
威
を
尊
敬
す
る
私
の
能
力
は
、
あ

る
意
味
で
は
と
て
も
制
約
さ
れ
て
い
る
。
事
の
成
り
行
き
に
よ
っ
て
、
尊

敬
に
基
づ
く
体
系
に
つ
い
て
著
述
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
今
、
私

の
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、
せ
い
ぜ
い
、
運
命
が
応
報
を
も
た
ら
す
正
確
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さ
や
、
運
命
が
廣
池
の
道
徳
的
因
果
律
の
原
理
の
深
い
洞
察
（quirk

）

を
論
証
す
る
正
確
さ
を
称
賛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
天
上
界
で
私
を
守
護
す

る
天
使
か
ら
の
是
認
の
笑
み
を
感
じ
る
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
尊
敬
の
念
と
、
西
洋
に
広
く
行
き
渡

っ
た
独
立
心
と
を
和
解
さ
せ
る
試
み
は
、
む
し
ろ
尊
敬
に
値
し
な
い
人
、

つ
ま
り
た
と
え
優
れ
て
は
い
て
も
現
代
の
聖
人
達
の
追
随
者
と
は
と
て
も

言
え
な
い
人
、
に
よ
っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
は
、
廣
池
の
教
説
の
内
容
を
吟
味
し
て
み
よ
う
、
そ
し
て
そ

れ
が
西
洋
社
会
の
価
値
体
系
に
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調

べ
て
み
よ
う
。

　
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
部
分
を
詳
し
く
読
ん
で

み
る
と
、
直
ち
に
言
え
る
こ
と
は
、
廣
池
は
現
代
英
国
人
に
と
っ
て
多
く

の
点
で
驚
く
ほ
ど
「
右
翼
的
」
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
幾
度

と
な
く
、
最
も
強
烈
な
王
党
派
（H

igh T
ories

）
が
口
に
出
す
の
を
た

め
ら
う
ほ
ど
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
彼
の
理
想
と
す
る
世
界
は
、
神
聖

な
る
天
皇
が
聖
人
と
し
て
、
従
順
な
下
層
階
級
の
人
々
を
治
め
る
高
潔
な

貴
族
階
級
に
よ
っ
て
支
え
さ
れ
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
貴
族
階
級
は
、
実
際
、
徳
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
に
認
め
ら

れ
な
が
ら
、
通
例
は
徳
を
も
っ
て
仕
え
る
こ
と
で
満
足
す
べ
き
だ
と
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
廣
池
に
と
っ
て
は
、
資
本
家
や
地
主
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
優
れ
た
人
間
の
証
で
あ
る
が
、
我
々
西
洋
人
に
と
っ
て
は
、
そ

の
よ
う
な
言
い
方
は
、
実
質
的
に
は
誤
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
や
し
く

も
私
が
廣
池
の
最
高
道
徳
の
妥
当
性
を
認
め
る
よ
う
に
説
得
し
た
い
と
思

う
な
ら
、
そ
れ
を
普
遍
的
な
真
理
と
す
る
よ
り
は
、
廣
池
が
生
き
て
い
た

時
代
性
や
地
域
性
に
属
す
る
面
を
フ
ィ
ル
タ
ー
に
掛
け
て
除
去
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

最
初
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
廣
池
は
、
明
治
大
帝
の
下
で
、

徳
川
将
軍
の
封
建
制
度
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
っ
た
国
家
の
一
員
と
し
て
生

き
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
廣
池
自
身
も
、
近
代
化
の
過
程
に
参
加
し
て
い

た
。
例
え
ば
、
国
家
的
事
業
で
あ
る
古
事
類
苑
の
編
纂
、
天
理
教
改
革
の

試
み
、
教
員
互
助
会
の
結
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
廣
池
は
、
そ
の
時
代

で
は
社
会
的
通
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
同
時
代
人
よ
り
は
、
過
去
の
歴
史
が
は
る
か
に
重
い
負
荷
を

彼
に
与
え
て
い
た
。
彼
と
比
肩
で
き
る
英
国
人
は
、
十
六
世
紀
の
ト
ー
マ

ス
・
モ
ア
卿
（Sir T

hom
as M

ore

）
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
さ
ら
に

相
応
し
い
の
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
同
時
代
人
の
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
聖
ゲ
ル
マ
ン
（C

hristopher St G
erm

an

）
で
あ
ろ
う
。
廣

池
は
、
は
じ
め
に
仏
教
徒
や
神
道
家
と
い
う
背
景
を
も
っ
て
い
た
が
、
彼

の
著
書
は
、
彼
が
中
国
の
聖
人
で
あ
る
孔
子
か
ら
多
く
の
啓
示
を
得
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
孔
子
の
見
解
は
本
質
的
に
家
父
長
主
義
的
で
、

理
想
と
し
て
の
真
の
紳
士
像
を
描
い
た
。
こ
れ
は
、
十
八
世
紀
や
十
九
世

紀
の
英
国
の
郷
氏
（country gentlem

an

）
の
理
想
像
と
驚
く
べ
き
類

似
点
を
有
し
て
い
た
。（
例
え
ば
、『
論
語
』〔
述
而
〕
第
七
の
二
四
に

「
師
は
糸
を
垂
れ
て
釣
り
を
す
る
が
網
は
使
わ
な
か
っ
た
、
野
鳥
狩
り
を
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す
る
と
き
は
、
巣
篭
も
り
を
し
て
い
る
鳥
は
狙
わ
な
か
っ
た
〔
子
は
釣
す

れ
ど
も
網
（
コ
ウ
）
せ
ず
、
弋
（
ヨ
ク
）
す
れ
ど
も
宿
（
ネ
ド
リ
）
を
射
ず
〕」）。

競
技
本
能
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
大
地
主
オ
ー
ル
ワ
ー
ジ
イ

（Squire A
llw

orthy

）
の
よ
う
な
人
は
、
現
在
は
稀
で
あ
る
。
私
た
ち
は

魚
や
野
鳥
を
絶
滅
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
も
っ
と
関
心
を
示
し
、
カ
メ
ラ

が
釣
竿
や
銃
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
理
想
的
な
同
時
代

人
を
ど
こ
か
他
に
探
す
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
が
著
述
さ
れ
て
か
ら
五
十
年
以
上
経

ち
、
こ
の
間
に
恐
る
べ
き
多
く
の
出
来
事
が
生
じ
、
莫
大
な
量
の
知
識
が

増
え
、
シ
ス
テ
ム
や
展
望
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
廣
池
が
創
建
し
た

学
問
組
織
に
、
多
く
の
人
の
精
神
活
動
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
師
の
残
し
た

業
績
に
何
も
手
を
加
え
ず
発
展
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
不
毛
な

も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
今
日
、
廣
池
の
思
想
を
受
け
継
い
で
い
る

人
々
は
、
廣
池
の
基
本
的
な
原
理
を
忠
実
に
保
持
し
な
が
ら
も
、
廣
池
と

同
じ
こ
と
は
し
な
い
。
最
近
で
は
、
何
を
強
調
す
る
か
に
変
化
が
生
じ
て

い
る
。

　

た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
英
国
で
の
今
日
的
な
問
題
に
対
処
す
る
課

題
に
、
従
順
な
無
産
階
級
を
支
配
す
る
慈
愛
に
満
ち
た
貴
族
と
い
う
構
図

を
描
く
こ
と
は
無
益
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
は
、
一
八
三
二
年
の

選
挙
改
正
法
（the R

eform
 A

ct

）﹇
訳
注
：
選
挙
権
の
拡
大
に
よ
り
都
市
労
働

者
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
﹈
で
終
了
し
た
。
私
は
読
者
を
説
得
し
よ
う
と

し
て
時
間
を
無
駄
に
す
る
の
を
や
め
よ
う
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
尊
敬
の
念
の
薄
い
人
間
〔
私
自
身
〕
に
と
っ

て
さ
え
、
バ
ラ
ン
ス
が
別
の
方
向
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
尊
敬
と
は
、
究
極
的
に
は
も
の
ご
と
の
継
続
性
を
承
認
す
る
こ
と

で
あ
る
。
未
成
熟
な
精
神
の
持
ち
主
が
、
あ
た
か
も
新
し
い
問
題
で
あ
る

か
の
よ
う
に
旧
来
の
問
題
に
対
処
し
、
不
適
切
な
答
え
を
出
し
て
い
る
場

合
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
若
い
世
代
は
、
何
事
に
よ
ら
ず
混
乱

の
責
任
は
前
の
世
代
に
あ
る
と
非
難
す
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
自
分
の

前
の
世
代
は
順
次
に
そ
の
前
の
世
代
に
と
、
結
局
、
文
明
の
黎
明
期
に
ま

で
遡
っ
て
、
同
じ
非
難
の
態
度
を
繰
り
返
す
こ
と
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う

で
あ
る
。
長
年
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
経
験
を
投
げ
捨
て
、
世
界
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
よ
う
に
や
り
直
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
絶
え
ず
発
生

す
る
新
し
い
問
題
に
対
し
て
、
新
し
い
試
み
を
す
る
こ
と
は
常
に
必
要
で

あ
る
が
、
何
千
年
も
の
間
に
辛
苦
し
て
獲
得
さ
れ
た
知
識
や
技
術
を
確
か

な
基
盤
と
す
べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
す
べ
て
が
そ
こ
に
生
み
出
さ
れ
た
偉

大
な
る
流
れ
、
換
言
す
れ
ば
、
リ
ノ
ン
（linon

）
つ
ま
り
糸
、
ギ
リ
シ

ア
人
が
一
人
ひ
と
り
の
運
命
を
決
定
す
る
運
命
の
三
女
神
（the Fates

）

﹇
訳
注
：
生
命
の
糸
を
紡
ぐC

lotho

、
糸
の
長
さ
を
決
め
る Lachesis

、
糸
を
き
る

A
tropos

﹈
に
よ
っ
て
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
糸
に
対
す
る
忠
誠
心

が
根
底
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
す
べ
て
、
糸
を
紡
ぎ
、
次
に
糸

を
結
び
合
わ
せ
る
機
織
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
で
き
る
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
我
々
は
、
個
人
の
死
に
よ
り
ア

ト
ロ
ポ
ス
の
女
神
に
よ
っ
て
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
ら
れ
る
が
、
ク
ロ
ー
ト
ー
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の
女
神
の
紡
錘
に
よ
っ
て
同
じ
素
材
か
ら
絶
え
ず
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る

の
で
あ
る
。
自
分
の
力
の
み
を
頼
り
に
し
て
や
り
直
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
結
果
は
、
育
児
室
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
未
来
の
図
柄
を
織
る
こ
と
に
関
し
て
、
こ
の
こ
と
を
受
け

入
れ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
過
去
の
図
柄
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
連
続
性
へ
の
尊
敬
を
暗
に
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

が
ま
っ
す
ぐ
な
糸
の
教
説
（the doctrine of the straight thread

）
の

重
要
性
で
あ
る
と
私
は
信
じ
る
。
そ
し
て
織
り
上
げ
ら
れ
た
糸
の
内
、
あ

る
も
の
は
必
要
だ
が
、
あ
る
も
の
は
現
在
の
時
と
場
所
に
不
適
切
な
も
の

と
し
て
取
り
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
教
説
〔
伝
統
の
原
理
〕
を
西
洋
に
応
用
し
て
、
も
う
少
し
詳
細
に

検
討
し
よ
う
。

　

第
一
の
糸
は
国
の
糸
（the national thread

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
普

通
、
天
皇
、
国
王
あ
る
い
は
大
統
領
と
い
う
国
家
元
首
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
る
国
家
の
こ
と
で
あ
る
。
川
窪
教
授
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

　

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
モ
ラ
ロ
ジ
ア
ン
は
、
英
国
の
女
王
が
英
国
民

に
と
っ
て
の
国
家
伝
統
だ
と
信
じ
て
い
る
。
ラ
ワ
リ
ー
ズ
博
士
は
、

「
彼
女
を
国
家
伝
統
と
考
え
る
こ
と
は
過
ち
で
あ
ろ
う
。
英
国
の
国

家
伝
統
は
、
王
位
（the C

row
n

）
と
議
会
（the Parliam

ent

）
と

法
廷
（the C

ourts

）（
著
者
注
：
複
数
）
と
教
会
（the C

hurch

）
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
王
位
と
教
会
の

ト
ッ
プ
は
同
じ
人
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
三

者
で
あ
る
。
歴
史
的
に
し
か
も
実
際
的
に
言
え
ば
、
ラ
ワ
リ
ー
ズ
博

士
の
見
解
の
方
が
英
国
民
に
は
受
け
入
れ
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
マ

グ
ナ
カ
ル
タ
（M

agna C
arta

）（
一
二
一
五
年
）
の
時
代
以
降
、

王
位
は
貴
族
と
議
会
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
て
き
た
。
英
国
で
は
、
立

憲
君
主
制
（the constitutional m

onarchy

）
と
議
会
が
発
展
し

て
き
た
。

こ
の
文
章
を
含
む
節
の
表
題
は
、「
英
国
に
お
け
る
国
家
伝
統
（the 

N
ational O

rtholinon

）」
と
な
っ
て
い
る
が
、
川
窪
教
授
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
（Scotland

）、
ウ
エ
ー
ル
ズ
（W

ales

）、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

（N
orthan Ireland

）、
チ
ャ
ネ
ル
諸
島
（the C

hannel Islands

）
お
よ

び
マ
ン
島
（the Isle of M

an

）
に
つ
い
て
は
特
別
な
要
素
が
あ
る
こ
と

に
触
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
ウ
エ
ー
ル
ズ
に
は
国
教
会
は
存
在
せ
ず
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
小
さ
な
島
々
に
は
個
別
の
法
制

度
が
存
在
す
る
。
ま
た
島
々
に
は
独
自
の
議
会
が
存
在
す
る
が
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
で
は
常
設
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
国
家
に

帰
属
す
る
か
を
決
定
す
る
と
き
に
困
難
が
生
じ
る
。
そ
の
困
難
さ
に
つ
い

て
は
、
後
ほ
ど
か
な
り
紙
幅
を
費
や
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ

の
こ
と
は
あ
る
程
度
広
く
知
ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
私
の
著
書
『
法

と
未
知
の
雲
』
で
あ
え
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
国
家
は
、
多
く
が



125 王位・聖人・最高道徳（上）

外
見
は
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
も
、
実
際
は
す
べ
て
衰
退
の
プ
ロ
セ
ス
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
市
民
の
大
半
は
、
国
王
（the C

row
n

）

を
長
と
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
二
つ
の
国
教
会
に
対

し
て
忠
誠
心
を
持
っ
て
い
な
い
。
法
制
度
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
王
位
は
正
義
の
源
泉
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
王
位
は
、
法
廷
の
ま
っ
す
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
で

あ
る
。
議
会
に
関
し
て
言
え
ば
、
公
式
な
権
威
は
議
会
に
お
け
る
（in 

parliam
ent

）
女
王
に
あ
る
。
彼
女
は
議
会
の
長
で
あ
る
の
で
、
確
か
に

象
徴
的
な
ま
っ
す
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
女
王
以
外

に
議
会
を
象
徴
す
る
人
を
指
定
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
難
し
い
こ
と
で
は

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
首
相
と
大
法
官
は
、
国
王
の
単
な
る
役
人
に
過
ぎ

ず
、
下
院
議
長
（the Speaker of the H

ouse of C
om

m
ons

）
は
最
も

高
位
の
人
で
あ
る
が
、
伝
統
と
呼
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
そ
れ
で

は
、
最
も
高
貴
な
道
徳
的
な
人
た
ち
は
、
国
家
的
な
真
っ
直
ぐ
な
糸
と
し

て
の
王
位
を
ど
の
よ
う
に
見
な
し
て
い
る
か
に
論
点
を
も
ど
そ
う
。
さ

て
、
英
国
と
い
う
不
思
議
で
多
様
な
国
家
を
統
一
す
る
要
素
で
あ
り
、
そ

の
体
現
者
で
あ
る
国
王
は
、
確
か
に
最
も
尊
敬
に
値
す
る
存
在
で
あ
る
。

我
々
は
、
女
王
を
、
他
の
誰
と
も
代
替
不
可
能
な
存
在
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
っ
す
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
の
観
念
が
英
国
に
と
っ
て
全
く
未
知
の
考
え

方
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
九
八
〇
年
九
月
に
ダ
ラ
ム
主
教
（the 

Lord B
ishop of D

urham

）
で
あ
る
ハ
ブ
グ
ッ
ド
（H

abgood

）
博
士

か
ら
出
さ
れ
た
監
督
管
区
書
簡
（the diocesan letter

）
に
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
書
簡
は
民
族
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
そ
の
要
旨
が
同
月

二
十
二
日
の
「
タ
イ
ム
ズ
紙
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
主
教
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
寛
容
の
精
神
の
増
大
と
、
そ
の
結
果
も
た
ら
さ

れ
る
一
層
多
様
な
社
会
の
発
展
は
、
我
々
相
互
の
相
異
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
我
々
を
一
国
民
と
し
て
束
ね
て
い
る
何
か
が
存
在
す
る
と
い

う
残
存
感
覚
に
、
た
え
ず
依
存
し
て
き
た
。
も
し
国
家
が
危
険
な
ほ

ど
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
の
を
避
け
る
と
す
れ
ば
、
多
様
性
が
増
大
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
残
存
す
る
統
一
要
素
が
よ
り
強
力
に
な

る
必
要
が
あ
る
。
私
自
身
は
、
何
ら
か
の
非
常
に
強
力
な
統
一
要
素

な
し
で
、
多
元
的
社
会
を
束
ね
て
き
た
自
由
主
義
国
家
は
世
界
中
に

一
つ
も
存
在
し
な
い
と
確
信
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
英
国
に
お

い
て
は
か
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
要
素
の
総
体
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保

持
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
何
ら
か
の
仕
方
で
教
会
と
王
位
に
関
連

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
教
会
の
国
家
的
役
割
が
衰
え
た
結
果
の
一
つ

は
、
王
位
を
国
家
統
一
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
有
効
な
象
徴
と
し
て
分

離
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
種
的
少
数
派
に
と
っ

て
、
王
位
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
「
権
威
あ
る
権
力
」
が
総
体
的
に

彼
ら
の
側
に
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
一
つ
の
理
由
で

あ
る
。
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主
教
が
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
廣
池
が
国
家
伝
統
と
呼
ぶ
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
主
教
は
、
ラ
ワ
リ
ー
ズ
博
士
が

国
家
的
糸
と
し
て
の
教
会
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。
ラ
ワ
リ

ー
ズ
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
教
会
に
通
う
キ
リ
ス
ト
教
徒
は

ほ
ん
の
少
数
派
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
が

キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
に
注
い
だ
感
情
的
・
文
化
的
資
産
は
な
お
莫
大
な
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
と
る
に
足
り
な
い
も
の
と
し
て
退
け
る
の
は
、
私
の

意
見
で
は
、
国
家
の
統
一
が
今
日
で
も
ど
れ
ほ
ど
そ
の
資
産
に
依
存
し
て

い
る
か
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
な
り
、
危
険
で
あ
る
。」「
タ
イ
ム
ズ

紙
」
の
記
者
で
あ
る
ロ
ン
グ
レ
イ
（C

lifford Longley

）
氏
は
、
次
の
よ

う
に
論
評
し
て
い
る
。「
主
教
は
、
教
会
を
王
位
か
ら
分
離
し
た
け
れ
ど

も
、
王
位
は
教
会
の
遺
産
を
象
徴
し
て
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
主
教
の
見

解
は
、
英
国
の
君
主
制
は
多
元
的
社
会
の
道
徳
や
宗
教
と
は
無
関
係
で
あ

る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
と
は
、
間
接
的
に
そ
し
て
微
妙
に
矛
盾
す
る
。
彼

の
主
張
は
ま
た
、
英
国
国
教
会
の
廃
止
問
題
を
焦
眉
の
急
に
押
し
上
げ
る

こ
と
に
も
な
る
。
と
い
う
の
は
、
国
教
会
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
キ
リ

ス
ト
教
の
占
め
る
場
所
も
な
く
な
り
、
あ
る
種
の
信
仰
や
価
値
が
他
と
比

べ
て
特
に
英
国
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
公
共
的
な
政
体
上
の
象
徴
を
失
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」。
こ
の
議
論
は
若
干
違
う
次
元
で
な
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
っ
す
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
の
観
念
は
明
白
に
存
在
す
る
。

　

家
の
糸
（the fam

ily thread

）、
つ
ま
り
両
親
に
ま
で
到
達
す
る
祖
先

の
系
列
（the line of our ancestors

）
は
、
西
洋
で
は
東
洋
に
比
べ
て

あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
家
の
糸
は
基
本
的
に
重
要
で

あ
り
、
意
識
下
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
家
族
か
ら
切
り
離
さ

れ
る
こ
と
は
、
重
大
な
損
失
と
な
る
。
私
が
大
法
官
庁
主
任
補
助
裁
判
官

で
あ
っ
た
こ
ろ
、
ご
く
幼
少
の
こ
ろ
養
子
と
さ
れ
た
中
年
の
人
の
訪
問
を

受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
生
み
の
親
に
つ
い
て

何
か
を
知
り
た
い
と
い
う
自
然
な
衝
動
に
駆
ら
れ
て
、
親
の
こ
と
を
知
ら

な
い
の
で
自
分
に
何
か
欠
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
ま
る
で

空
白
の
壁
に
直
面
し
て
い
る
よ
う
だ
と
言
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。
た
と
え

母
親
の
人
格
が
劣
悪
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
何

も
知
ら
な
い
よ
り
は
ま
し
だ
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
感
情
は
普
遍
的
な
も

の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
多
く
の
人
は
そ
れ
を
押
さ
え
込
ん
で
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
、
実
の
親
を
知
り
た
い
と
い
う
情
動

的
な
真
の
渇
望
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
こ
の
よ
う
な

事
実
は
た
い
て
い
、
養
子
制
度
の
熱
狂
的
な
支
持
者
か
ら
は
無
視
さ
れ
て

い
る
。
彼
ら
は
過
去
か
ら
完
全
に
決
別
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
生
み
の
親
や
養
子
の
親
の
た
め
で
あ
っ
て
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
発

達
す
る
子
ど
も
自
身
の
ニ
ー
ズ
は
無
視
す
る
の
で
あ
る
。
家
族
の
絆
は
非

常
に
重
要
な
の
で
、
ま
ず
初
め
に
両
親
と
の
人
間
的
な
絆
へ
の
尊
敬
が
伴

う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
多
少
矛
盾
す
る
が
、
わ
が
国
で

は
、
祖
父
母
よ
り
前
に
遡
る
遠
い
祖
先
に
は
関
心
が
な
く
、
先
祖
に
つ
い

て
知
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

二
重
の
精
神
的
糸
（the double spiritual thread

）
の
第
二
の
撚
り
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糸
（the second strand

）（
第
一
の
撚
り
糸
は
五
大
聖
人
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
系
列
で
あ
る
）
に
は
、
選
択
肢
が
あ
る
。
廣
池
は
、
神
へ
の
信

仰
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
特
定
の
宗
教
組
織
へ
の
帰
依
に
つ
い
て
は
規

定
し
て
い
な
い
。
あ
る
宗
教
を
信
じ
る
と
、
そ
の
創
立
者
は
糸
〔
伝
統
〕

の
起
源
と
な
る
の
で
、
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
そ
れ
が
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
仏
陀
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
、
マ
ホ
メ
ッ
ド
、
あ
る
い
は

孔
子
で
あ
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
。
孔
子
は
、
無
神
論
哲
学
を
唱
え
た
と
誤

っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
他
の
宗
教
も
存
在
す
る
。
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
に
は
特
定
の
創
立
者
は
な
く
、
多
数
存
在
す
る
の
で
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒
は
自
分
が
信
奉
す
る
最
も
身
近
な
教
派
の
創
始
者
を
受
け
入
れ

る
の
で
あ
ろ
う
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
と
っ
て
は
、
モ
ー
ゼ
（M

oses

）
が
そ

の
源
泉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
父
な
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
（Father 

A
braham

）
が
そ
の
源
泉
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
全
能
の
神
自
身
は
ま
っ

す
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
の
シ
ス
テ
ム
の
上
に
存
在
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。（
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
危
険
な
神
学
的
論
争
に
遭
遇
す
る
。
と
い
う

の
も
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
三
位
一
体
の
一
側
面
で
あ
る
が
、
廣
池
の
体

系
で
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
間
的
側
面
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す

る
か
ら
で
あ
る
）。

　

精
神
的
糸
〔
伝
統
〕
の
第
二
の
撚
り
糸
と
し
て
何
を
選
択
す
る
か
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
の
生
き
方
が
そ
れ
に
よ
っ
て
決

ま
る
か
ら
だ
。
も
し
我
々
の
信
仰
が
し
っ
か
り
と
神
に
根
ざ
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
悪
徳
の
富
の
神
マ
モ
ン
（M

am
m

on

）
の
よ
う
な
、

精
神
的
暗
黒
の
糸
〔
伝
統
〕
を
受
け
入
れ
る
危
険
性
が
大
き
く
、
不
幸
な

結
果
を
招
く
だ
ろ
う
。

　

第
二
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
擬
似
的
糸
〔
準
伝
統
〕
は
、
個
々
人
に
よ

っ
て
異
な
る
異
質
な
恩
人
の
束
で
あ
る
。
彼
ら
は
必
ず
し
も
有
徳
の
人
と

は
限
ら
な
い
。

　

擬
似
的
糸
〔
準
伝
統
〕
は
擬
似
的
尊
敬
に
値
す
る
と
言
う
の
は
、
恐
ら

く
正
当
で
あ
ろ
う
。
廣
池
が
列
挙
す
る
階
層
の
多
く
を
、
わ
れ
わ
れ
は
慣

例
と
し
て
ま
っ
た
く
恩
人
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
多
く
は
批

判
や
攻
撃
の
標
的
で
あ
る
。
例
え
ば
地
域
の
行
政
官
は
よ
く
、
そ
の
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
悪
を
攻
撃
す
る
格
好
の
標
的
と
見
な
さ
れ
、
適
当
な
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
に
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
高
官
も
、
自
分
た
ち
が
支
持
す
る
政

党
に
所
属
し
て
い
な
け
れ
ば
、
尊
敬
と
服
従
の
対
象
と
い
う
よ
り
は
公
の

敵
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
産
業
界
で
の
関
係
は
、「
彼
ら
対
我
々
」

と
い
う
よ
う
な
態
度
（
こ
れ
に
つ
い
て
ラ
ワ
リ
ー
ズ
教
授
は
、
ノ
ル
マ
ン

人
の
征
服
（the N

orm
an C

onquest

）
に
よ
っ
て
受
け
た
傷
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
態
度
が
強
い
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
興

味
深
い
）
に
よ
っ
て
、
工
場
の
所
有
者
や
会
社
の
経
営
者
に
対
し
て
感
謝

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
望
め
な
い
。
現
代
で
は
、
企
業
が
巨
大
化
し
た
の

で
、
人
間
関
係
が
ま
す
ま
す
非
人
間
化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
尊
敬
の
念
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
相
当
な
尊
敬
が
払

わ
れ
て
い
る
多
く
の
分
野
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
系
列
的
関
係

（the lineal relationship

）
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
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殊
に
軍
隊
で
は
、
献
身
的
な
将
校
は
、
一
般
的
に
彼
の
部
下
で
あ
る
将

兵
の
忠
誠
心
と
尊
敬
の
念
に
依
存
し
て
い
る
。
軍
隊
組
織
は
、
そ
の
よ
う

な
結
束
に
適
合
し
て
い
て
、
そ
う
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
結
束
が
欠

落
し
て
い
る
と
、
隊
形
や
部
隊
が
紛
争
の
緊
張
に
直
面
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
私
の
軍
隊
時
代
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
あ
る
大
隊
の
隊
長
を
思

い
出
す
（
私
の
直
属
の
隊
長
で
は
な
い
が
）。
彼
の
行
動
は
、
あ
ま
り
に

も
横
暴
で
あ
り
、
ど
う
考
え
て
も
慈
愛
の
定
義
に
適
合
し
な
い
の
で
、

〔
伝
統
の
〕
糸
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
、
す
べ
て
の
部
下
と
敵
対
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
公
の
交
通
費
の
誤
用
に
関
す
る
い
さ
さ

か
些
細
な
違
反
を
上
級
の
権
威
者
に
報
告
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
出
来
事
は
、
普
通
の
部
隊
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
、
彼
は
軍
の
裁
判
に
か
け
ら
れ
罷
免
さ
せ
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
ご
く
ま
れ
な
例
外
で
あ
り
、
普
通
は
、
軍
隊
組
織
で
は

お
互
い
の
信
頼
や
忠
誠
は
か
な
り
の
程
度
存
在
し
て
い
る
。

　

産
業
で
も
同
様
に
、
個
人
的
な
人
間
関
係
に
配
慮
す
る
小
さ
な
単
位
で

は
、
満
足
で
協
力
的
な
感
情
が
存
在
す
る
。
私
の
父
方
の
祖
父
は
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
規
模
の
個
人
所
有
の
工
場
主
で
あ
っ
た
が
、
我
が
家
に
は
、

こ
ん
な
愉
快
な
話
が
残
っ
て
い
る
。
彼
の
結
婚
記
念
日
の
夕
べ
に
は
、
た

い
て
い
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
労
働
者
が
ブ
ラ
ッ
ク
ヒ
ー
ス

（B
lackheath

）
の
端
に
あ
る
彼
の
家
ま
で
バ
ー
モ
ン
ゼ
イ

（B
erm

ondsey

）
か
ら
や
っ
て
き
て
、
庭
に
い
る
私
の
祖
父
と
祖
母
に
歌

を
歌
っ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
風
の
生
活
水
準

は
、
確
か
に
現
代
人
の
目
に
は
驚
く
ほ
ど
劣
悪
な
も
の
で
あ
り
、
多
く
の

労
働
者
の
た
め
に
彼
が
建
設
し
た
宿
舎
は
、
人
が
住
む
に
は
不
適
切
で
あ

る
と
し
て
、
仕
事
に
忠
実
な
地
方
公
務
員
に
よ
っ
て
や
が
て
取
り
払
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
家
父
長
主
義
的
な
連
帯
が
あ
っ
て
、
大

き
な
企
業
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
幸
福
感
が
存
在
し
た
。
そ
し
て

祖
父
の
死
後
、
そ
の
大
き
な
企
業
が
、
祖
父
の
事
業
を
飲
み
込
ん
で
し
ま

っ
た
。
確
か
に
多
く
の
小
さ
な
企
業
に
は
、
ま
だ
こ
の
よ
う
な
連
帯
が
存

在
す
る
が
、
福
祉
が
制
度
化
さ
れ
て
以
来
、
存
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
た
。

　

私
は
、
近
し
い
子
弟
関
係
を
経
験
し
て
い
な
い
（
父
が
法
律
家
の
仕
事

へ
と
導
い
て
く
れ
た
の
で
、
私
の
場
合
は
家
の
伝
統
が
関
係
し
て
い
る
）

が
、
子
弟
関
係
が
存
在
す
る
場
合
も
多
い
。
偉
大
な
師
は
、
廣
池
の
原
理

の
よ
う
に
忠
誠
と
尊
敬
を
喚
起
す
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
類
の
政
府
や
司
法
の
上
官
は
、
そ
の
人
が
よ
き
人
な
ら
ば
、

時
に
は
思
い
が
け
な
く
部
下
の
尊
敬
と
忠
誠
を
獲
得
す
る
こ
と
が
あ
る
。

実
際
、
少
な
く
と
も
相
互
の
尊
敬
を
伴
う
相
互
信
頼
が
あ
る
程
度
な
け
れ

ば
、
と
も
に
効
率
よ
く
働
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

障
害
と
な
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
官
僚
的
形
式
主
義
（red tape

）」
で

あ
る
。
つ
ま
り
大
き
な
組
織
の
柔
軟
性
の
な
い
規
則
と
い
う
無
用
な
重
荷

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
規
則
は
ま
す
ま
す
我
々
の
業
務
に
対
す
る
支
配
を

強
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
特
定
の
個
人
が
上
司
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
法
、
行
動
規
約
、
組
合
的
態
度
、
委
員
会
、
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青
臭
い
が
ら
く
た
を
産
出
す
る
裏
方
、
さ
ら
に
は
出
所
不
明
で
誰
も
と
め

ら
れ
な
い
悪
観
念
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
す
べ
て
非
人

称
の
「
彼
ら
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
個
人
は
そ
れ
に
抵
抗
し
て
も
無
駄

で
あ
る
。
直
属
の
上
司
で
も
介
入
す
る
力
は
な
く
、
そ
の
上
官
で
も
、
そ

の
ま
た
上
司
で
も
同
様
で
あ
る
。
多
数
に
よ
る
抑
制
と
均
衡
に
よ
っ
て
、

誰
も
責
任
を
と
ら
ず
、
実
体
の
な
い
「
シ
ス
テ
ム
」
が
支
配
す
る
。
一
般

的
に
い
っ
て
、
あ
る
象
徴
的
な
首
謀
者
を
特
定
し
な
い
限
り
、
誰
も
憎
む

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
人
も
、
他
の
誰
と
も
同
じ
様
に
、
問

題
の
核
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
力
を
持
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
廣
池
は
シ
ス
テ
ム
の
尊
重
を
奨
励
し
て
は
い
な
い
。

廣
池
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
の
こ
と
が
系
列
に
お
け
る
個
人
の
問
題
と
さ

れ
て
お
り
、
個
々
人
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
解
答
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
う
。
上
の
人
も
下
の

人
も
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
よ
り
大
き
な
個
人
的
責
任
（individuality

）

を
担
う
必
要
が
あ
り
、
責
任
を
（
決
し
て
下
の
人
に
委
ね
る
の
で
は
な

く
）
上
の
人
が
引
き
受
け
る
の
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
人
々
が
個
人
的
責

任
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
上
か
ら
の
集
団
の
惰
性
を
克
服
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
実
現
の
道
程
は
容
易
で
は
な
い
。
独
立

し
た
責
任
の
主
体
（independent personalities

）
と
な
る
人
は
、
そ

れ
に
応
じ
て
自
然
に
尊
敬
さ
れ
、
擬
似
的
糸
の
体
現
者
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
絶
え
ず
批
判
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
単
に
あ
ら
捜
し
を
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
を
得
て
、
批
判
の
シ

ス
テ
ム
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
原
理
を
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
る
。
行
政

は
、
国
家
で
も
、
地
方
で
も
、
団
体
で
も
、
批
判
を
抑
圧
す
れ
ば
、
結

局
、
失
敗
を
免
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
賛
成
と
反
対
の
間
の
葛
藤
は
必

要
で
、
う
ま
く
制
御
す
れ
ば
活
力
と
適
応
を
も
た
ら
し
、
決
ま
り
き
っ
た

仕
事
の
緩
み
と
退
屈
さ
と
単
調
さ
を
取
り
除
い
て
い
て
く
れ
る
の
に
、
そ

の
緊
張
を
破
壊
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
傲
慢
、
尊
大
、
自
己
満
足
と

い
う
よ
う
な
あ
ぶ
く
を
、
折
に
触
れ
て
針
で
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て
は
、
毒

に
も
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
一
般
的
な
詮
索
的
態
度
は
一
服
の
清
涼
剤
な

の
で
あ
る
。『
論
語
』（〔
憲
問
〕
第
一
四
の
八
）
に
こ
う
あ
る
。「
忠
誠
を

尽
く
す
べ
き
相
手
に
忠
言
を
た
め
ら
う
者
は
、
真
に
忠
義
と
い
え
る
だ
ろ

う
か
〔
忠
に
し
て
能
く
誨
う
る
こ
と
勿
ら
ん
や
〕」。

　

さ
ら
に
、
自
己
尊
重
を
伴
わ
な
い
尊
敬
心
は
、
単
な
る
追
従
へ
と
堕
落

す
る
。
こ
こ
で
、
私
は
異
端
と
境
を
接
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
と
い

う
の
は
、
自
己
尊
重
は
高
慢
心
に
な
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
自
己

尊
重
は
武
士
道
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
道
徳
律
を
廣
池
は
、
自

己
中
心
的
な
普
通
道
徳
の
実
例
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
不
道
徳
に
近
い
も

の
で
あ
る
と
し
て
や
や
厳
し
く
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
「
自
尊

的
道
徳
」
は
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
第
一
〇
章
第
七
項
の
見
出
し
と
な
っ

て
い
て
、
不
十
分
な
道
徳
の
リ
ス
ト
中
の
一
例
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か

し
、
こ
の
項
は
ま
だ
英
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
廣
池
の
思
想
の

全
体
像
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
自
己
尊
重
は

間
違
い
な
く
、
首
尾
よ
い
自
己
反
省
、
つ
ま
り
啓
発
を
伴
う
実
践
の
結
果
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生
じ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
は
、
ま
ず
自
己
を
尊
重
す
る
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
他
者
を
正
当
に
尊
重
で
き
る
の
か
分
か
ら

な
い
。
儒
教
の
君
子
は
、
自
己
尊
重
の
念
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
論
語
』〔
衛
霊
公
〕
第
一
五
の
二
一
に
は
、
次
の
一
節
が
あ

る
。「
君
子
は
、
誇
り
は
あ
る
が
争
わ
な
い
、
個
人
と
は
組
み
す
る
が
党

派
と
組
み
す
る
こ
と
は
な
い
〔
君
子
は
矜
な
る
も
争
わ
ず
。
羣
す
れ
ど
党
せ

ず
〕」。
三
六
に
は
、「
君
子
に
期
待
さ
れ
る
も
の
は
一
貫
性
で
あ
っ
て
、

盲
目
的
忠
誠
で
は
な
い
〔
君
子
は
貞
に
し
て
諒
な
ら
ず
〕」
と
あ
る
。
さ
ら

に
、〔
先
進
〕
第
一
一
の
二
三
に
お
い
て
、
偉
大
な
大
臣
は
、
道
に
違
反

し
な
い
限
り
君
主
に
仕
え
る
が
、
そ
れ
が
不
可
能
に
な
れ
ば
即
、
そ
の
職

を
辞
す
〔
所
謂
大
臣
と
は
、
道
を
以
っ
て
君
に
事
う
る
な
り
。
不
可
な
れ
ば
則
ち
止

む
〕
と
述
べ
る
と
共
に
、
卑
屈
な
大
臣
に
関
し
て
、
孔
子
は
軽
蔑
し
て
次

の
よ
う
に
言
う
。「
も
し
父
や
君
主
を
殺
せ
と
命
じ
ら
れ
た
な
ら
、
彼
ら

で
も
そ
れ
を
拒
む
だ
ろ
う
〔
父
と
君
と
を
弑
せ
ば
、
亦
従
わ
ざ
る
な
り
〕」。
こ

れ
ら
は
聖
人
の
一
人
の
教
え
で
あ
る
の
で
、
廣
池
に
と
っ
て
は
絶
対
的
な

権
威
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
私
の
結
論
を
述
べ
よ
う
。
廣
池
の
準
伝
統
は
真
実
の
も
の
で
あ

り
、
当
然
批
判
の
対
象
と
な
る
自
己
尊
重
の
視
点
か
ら
も
尊
重
に
値
す
る

も
の
で
あ
る
。
準
伝
統
を
具
現
す
る
行
為
は
、
主
要
な
伝
統
の
標
準
に
よ

っ
て
絶
え
ず
判
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
標
準
か
ら
外
れ
る
こ
と
は

尊
敬
に
値
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
服
従
は
決
し
て
盲
目
的
で
あ
っ
て
は
な

ら
ず
、
と
に
も
か
く
に
も
下
位
の
者
は
正
し
さ
を
求
め
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

し
か
し
、
主
要
な
伝
統
の
具
現
者
が
標
準
か
ら
外
れ
た
場
合
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
と
き
は
、
伝
統
の
全
系
列
が
全
く
腐
敗
し
て
し
ま

っ
て
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
を
除
き
、
誤
り
の
あ
る
人
と
、
誤

り
の
な
い
系
列
ま
た
は
そ
の
系
列
を
代
表
す
る
具
現
者
を
区
別
す
る
必
要

が
生
じ
る
。
そ
の
実
例
を
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ベ
ル
郷
（Sir C

harles B
ell

）

が
『
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
肖
像
（P

ortrait of the D
alai L

am
a

）』

（London, C
ollins, 1946

）
で
語
っ
た
物
語
か
ら
引
い
て
み
よ
う
。

　

何
世
紀
も
の
間
、
チ
ベ
ッ
ト
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
（the D

alai Lam
a

）、

つ
ま
り
国
の
神
と
さ
れ
る
観
音
菩
薩
（the national G

od C
hen-R

e-Zi

）

の
生
ま
れ
変
わ
り
の
系
列
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
は
、
国
家
伝
統
で
あ
り
精
神
伝
統
で
も
あ
る
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

が
一
人
死
ぬ
度
に
、
彼
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
、
通

常
そ
れ
に
は
数
年
か
か
っ
た
。
五
代
目
の
偉
大
な
生
ま
れ
変
わ
り
が
一
六

八
〇
年
に
死
ん
だ
が
、
そ
の
死
は
、
ポ
タ
ラ
宮
殿
（the Potala Palace

）

と
ラ
サ
の
僧
院
（M

onastery at Lhasa

）
の
建
設
が
完
了
す
る
ま
で
の

九
年
間
、
秘
匿
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
、
六
代
目
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
捜
索
は

九
年
後
に
始
ま
り
、
そ
の
人
が
見
つ
か
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
彼
は
十
代

の
年
齢
に
達
し
て
お
り
、
世
俗
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い
た
。
彼
を
世
俗

の
楽
し
み
か
ら
教
育
し
直
そ
う
と
し
て
も
遅
す
ぎ
た
。
彼
は
ワ
イ
ン
を
飲

み
、
女
性
の
同
伴
を
求
め
、
音
楽
、
芸
術
、
詩
の
技
術
を
開
花
さ
せ
た
。

現
存
す
る
彼
の
歌
の
ひ
と
つ
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。



131 王位・聖人・最高道徳（上）

　

私
は
ポ
タ
ラ
に
一
人
住
ま
う
。

　

地
上
の
神
は
こ
の
私
。

　

し
か
し
、
街
で
は
ご
ろ
つ
き
王
子
、

　

そ
し
て
、
大
暴
れ
の
ば
か
騒
ぎ
。

　

こ
れ
は
、
確
か
に
率
直
な
詩
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
臣

民
た
ち
は
重
大
な
問
題
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。
た
と
え
彼
が
釈
迦
の
生
ま

れ
変
わ
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
規
則
を
す
べ
て
破
る
人
に
、
ど
の
よ
う
に

尊
敬
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
同
時
に
彼
は
、
過
度
の
厳
粛
さ
か

ら
の
解
放
者
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
人
々
は
む
し
ろ
彼
の
悪
ふ
ざ
け
を
楽
し

ん
だ
。
人
々
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
彼
に
一
度
に
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
居
る
こ
と
が
で
き
る
肉
体
を
授
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
う
す
れ

ば
、
肉
体
の
現
れ
の
一
つ
は
、
ラ
サ
の
わ
き
道
で
、
酒
、
女
性
、
歌
に
ふ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
臣
民
の
信
仰
を
試
し
、
も
う
ひ
と
つ
の
肉
体

は
、
上
記
の
寺
院
で
穢
れ
の
な
い
純
潔
な
瞑
想
に
耽
っ
て
い
た
。
こ
う
し

て
、
直
系
の
伝
統
に
対
す
る
尊
敬
の
念
は
、
減
少
す
る
こ
と
な
く
存
在
し

続
け
た
。
し
か
し
人
々
は
、
同
じ
こ
と
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に
努
め

た
。
こ
の
仕
組
み
で
は
、
次
の
よ
う
な
緊
張
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
特
に
、
肉
体
が
複
数
に
な
っ
た
こ
と
で
、
彼
が
死
ん
で
も
す
べ

て
が
崩
壊
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
位
に
つ
い
た
後

で
も
、
肉
体
の
表
れ
の
ひ
と
つ
が
具
合
の
悪
い
時
に
現
れ
る
傾
向
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
少
し
行
き
過
ぎ
と
思
わ
れ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が

肉
体
的
に
起
こ
る
と
信
じ
た
こ
と
に
、
我
々
は
少
な
く
と
も
精
神
的
に
対

処
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

真
っ
直
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
し
て
、
結
論
を
述

べ
た
い
。
す
な
わ
ち
真
っ
直
ぐ
な
糸
〔
伝
統
〕
は
す
べ
て
、
そ
れ
が
も
た

ら
す
利
益
に
よ
っ
て
、
我
々
の
尊
敬
と
忠
誠
に
値
す
る
も
の
と
な
る
。
た

だ
し
必
要
な
状
況
下
で
は
、
現
実
の
代
表
者
の
欠
点
は
無
視
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
最
高
道
徳
の
そ
の
他
の
原
理
が
西
洋
世
界
に
ど
の

よ
う
に
応
用
で
き
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

第
一
に
、
自
我
没
却
の
原
理
（the principle of the renunciation of 

self

）
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
理
に
は
、
新
し

い
こ
と
も
驚
く
こ
と
も
な
い
。
こ
の
原
理
は
キ
リ
ス
ト
教
に
従
っ
て
い

る
。
廣
池
は
、
こ
れ
は
「
職
業
・
家
業
・
名
誉
・
財
産
を
抛
て
よ
と
の
意

味
に
あ
ら
ず
し
て
、
自
我
の
根
本
に
潜
め
る
欲
望
・
高
慢
・
我
慢
・
剛
情

を
抛
て
よ
と
い
う
こ
と
な
り
」（『
論
文
』
第
一
二
章
第
九
項
、
割
注
Ⅰ
）

と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
、
一
見
、
当
惑
す
る
よ
う
な
逆
説
が
あ
る
。
自
我
没
却
の
体

系
は
、
最
高
道
徳
を
実
践
し
て
豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
何
千
人
も
の
実
業

家
た
ち
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
所
に
付
属
す
る
諸
施
設
か
ら
判
断
し
て
、
富
が
現
実
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、
派
手
で
は
な
い
が
大
き

く
快
適
で
、
最
新
の
備
品
を
備
え
た
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
学
校
に

は
、
英
国
の
校
長
が
う
ら
や
む
ほ
ど
の
電
子
機
器
が
十
分
に
設
備
さ
れ
て
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い
る
。
運
動
場
は
、
美
し
く
設
計
さ
れ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
お
お
よ
う

な
寛
大
さ
が
、
支
持
者
に
示
さ
れ
る
。
英
国
で
は
、
新
し
い
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
数
年
に
わ
た
る
活
発
な
募
金
活
動
と
広
報
が
必
要
で
あ

る
が
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
で
は
、
支
持
者
た
ち
に
個
人
的
に
語
り
か
け

る
だ
け
で
、
事
が
運
ぶ
の
で
あ
る
。
金
銭
の
使
用
に
つ
い
て
は
注
意
深
く

制
御
さ
れ
る
が
、
必
要
が
あ
る
も
の
に
は
金
銭
が
不
足
す
る
こ
と
は
な

い
。

　

こ
の
矛
盾
に
対
す
る
答
え
は
、「
必
要
性
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
。
廣

池
は
、
幸
福
の
獲
得
に
は
物
財
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
、
物
財

の
重
要
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
廣
池
は
、
我
々
が
人
格
を
完
成
す

れ
ば
、
物
財
は
自
然
に
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
物
財
を
求
め
る
必
要
が
な

く
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
富
へ
の
欲
望
は
誤
っ
て
い
る
が
、
必
要
性
の

充
足
は
道
徳
に
適
っ
て
い
る
。
そ
し
て
も
し
富
が
品
性
向
上
の
副
次
的
結

果
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
財
産
の
こ
と
を
思
い
煩
う
必
要
は
な

く
、
一
般
的
な
幸
福
の
増
進
に
対
す
る
必
要
以
上
の
過
剰
な
欲
望
に
注
意

す
る
だ
け
で
い
い
の
だ
。
さ
ら
に
、
品
性
が
完
成
す
れ
ば
、
我
々
に
と
っ

て
必
要
な
も
の
以
上
の
欲
望
は
消
え
て
し
ま
う
。
過
剰
な
要
求
は
有
害
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
己
中
心
性
と
未
完
成
の
兆
候
だ
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
必
要
な
も
の
の
み
を
求
め
る
の
は
自
己
中
心
的
で
は
な

い
。

　

廣
池
自
身
が
、
こ
の
こ
と
を
実
践
し
て
み
せ
た
。
彼
は
通
常
、
健
康
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
た
え
ず
活
動
し
て
い
た
。
彼
は
旅
に
出
る
と
き
は

多
量
の
荷
物
を
持
ち
歩
い
た
が
、
そ
の
多
く
は
予
期
せ
ぬ
身
体
上
・
研
究

上
の
不
測
事
態
に
対
処
す
る
場
合
以
外
は
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
批
判
さ
れ
る
と
、
彼
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
の
で
あ
っ
た
。

彼
に
と
っ
て
は
、
絶
え
ず
研
究
し
続
け
る
こ
と
と
、
時
々
刻
々
に
生
命
を

維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
は
共
に
最
重
要
事
な
の
だ
と
。
さ
し

あ
た
り
彼
の
ニ
ー
ズ
は
、
偉
大
な
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
な
い
人
の

ニ
ー
ズ
よ
り
大
き
か
っ
た
と
言
っ
て
お
こ
う
。

　

廣
池
の
こ
の
態
度
を
要
約
す
る
格
言
は
、
道
徳
は
「
人
間
を
尊
重
す
れ

ど
も
物
質
を
軽
ん
ぜ
ず
」
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
福
音
書
に
あ
る
富
め
る
若

者
の
物
語
の
よ
う
に
、
品
性
の
完
成
の
た
め
に
は
財
産
を
棄
て
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
よ
う
な
特
別
の
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
尊

敬
は
修
道
士
の
聖
職
に
就
い
た
人
に
向
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
廣
池
の
よ
う

に
理
想
の
た
め
に
約
束
さ
れ
た
官
職
を
求
め
な
い
人
に
向
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
大
衆
の
た
め
で
も
、
最
高
道
徳
に
対
す
る
関
心
の
た

め
で
も
な
い
。
財
産
を
棄
て
る
の
は
、
自
己
の
発
達
に
差
し
障
る
場
合
の

み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
産
の
獲
得
は
、
適
切
な
思
考
と
行
動
の

偶
然
の
産
物
で
あ
っ
て
、
無
節
操
な
方
法
で
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
こ
に
お
い
て
人
類
一
般
に
と
っ
て
新
し
い
次
元
が
開
け
る
。
そ
れ
は

生
態
系
の
次
元
で
あ
る
。
そ
の
次
元
か
ら
、
無
節
操
な
こ
と
の
項
目
を
書

き
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
去
半
世
紀
の
間
に
、
人
類
の
驚
く
べ
き
欲

深
さ
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
世
界
は
、
搾
取
の
場
と
み
な
さ
れ
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る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
、
無
思
慮
に
手
元
の
鉱
物
を
使

い
尽
く
し
、
野
生
動
物
を
撃
ち
殺
し
、
森
を
切
り
倒
し
、
沼
地
を
干
拓

し
、
空
気
や
水
を
汚
染
し
た
。
し
か
し
、
動
物
種
や
植
物
種
が
消
滅
し
、

砂
漠
化
し
、
美
し
い
地
球
を
破
壊
し
、
人
類
の
後
継
者
を
貧
乏
に
す
る
と

い
う
長
期
的
な
影
響
を
考
え
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の

プ
ロ
セ
ス
は
長
期
間
続
い
て
き
た
。『
聖
地
の
考
古
学
（A

rcheology in 

the H
oly Land

）』（
ベ
ン
（E

rnest B
enn

）
著
、London, 1960, pp. 

130

│4 

）
と
い
う
本
で
、
ケ
ニ
オ
ン
（K

athleen K
enyon

）
は
、
パ
レ
ス

チ
ナ
で
紀
元
前
二
六
〇
〇
年
か
ら
二
三
〇
〇
年
に
森
林
伐
採
に
よ
っ
て
深

刻
な
浸
食
が
生
じ
た
証
拠
を
記
載
し
て
い
る
。
以
前
は
、
丘
陵
は
森
に
よ

っ
て
覆
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
森
の
名
高
い
レ
バ
ノ
ン
杉
は
断
片
的
に
生
き

残
っ
た
が
、
無
制
限
の
伐
採
に
よ
っ
て
修
復
で
き
な
い
損
害
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
先
祖
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
約
束
の
地
は
、
紀
元
前
二
〇
〇

〇
年
頃
に
は
す
で
に
生
物
学
的
価
値
は
低
く
な
っ
て
い
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム

が
と
も
か
く
草
を
食
む
羊
と
牛
と
共
に
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、

彼
が
遊
牧
民
以
外
に
は
適
さ
な
い
半
ば
無
人
の
地
域
に
や
っ
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
も
、
お
お
む
ね
同

じ
こ
と
が
起
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
に
有
名
で
あ

っ
た
イ
ミ
ト
ス
山
（M

ount H
ym

ettus

）
の
蜂
蜜
は
、
自
然
の
保
存
食

に
相
当
す
る
産
物
で
あ
っ
た
。
現
在
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
言
わ
れ
て
い
る
広
大

な
地
域
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
人
間
活
動
の
結
果

で
あ
る
こ
と
を
、
誰
も
理
解
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
は
す
べ
て
、
今
日
、
急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
我
々

は
、
驚
く
べ
き
早
い
速
度
で
、
資
産
を
使
い
果
た
し
、
地
球
の
他
の
創
造

物
を
破
壊
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
。
さ
ら
に
、
制
御
の
な
い
出

産
に
よ
っ
て
、
他
の
生
物
の
ニ
ー
ズ
と
調
和
を
保
持
で
き
な
い
ほ
ど
人
口

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
欲
望
を
放

棄
す
る
と
い
う
形
の
自
我
没
却
は
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
集

団
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
全
体
の
秩
序
に
責
任
を
持

つ
成
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
学
び
、
要
求
を
制
限
す
る
こ
と
を
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
聖
人
た
ち
が
生
き
た
時
代
に
は
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
規
模
で
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　

廣
池
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
科
学
が
発
達
す
る
以
前
に
生
き
た
人
で
あ
る

が
、
そ
の
原
理
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
、
き
ま
ぐ
れ
に
花
を

摘
み
捨
て
る
人
を
と
が
め
た
。
彼
は
、
自
分
の
管
理
す
る
木
々
を
切
ら
せ

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
彼
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
感
覚
は
、
天
賦

の
も
の
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

慈
悲
深
い
神
へ
の
信
念
の
受
容
（A

cceptance of the belief in a 

benevolent G
od

）
に
つ
い
て
は
、
西
洋
社
会
の
思
想
と
適
合
さ
せ
る
必

要
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
に
は
信
仰
が
欠
け
て
い
る
の

で
、
残
念
な
が
ら
、
信
仰
を
強
調
し
た
り
、
強
化
し
た
り
す
る
必
要
が
あ

る
く
ら
い
だ
。
こ
の
欠
陥
は
、
聖
職
者
や
知
識
人
の
ほ
う
が
一
般
人
よ
り

も
大
き
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
一
般
人
は
宗
教
の
習
慣
に
従
わ
な
く
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て
も
、
神
の
善
さ
へ
の
信
仰
が
染
み
込
ん
で
い
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
だ
。

廣
池
は
、
そ
の
よ
う
な
信
仰
に
満
足
し
な
か
っ
た
わ
け
で
な
い
。
廣
池
の

見
解
で
は
、
信
念
が
存
在
す
れ
ば
、
宗
教
的
儀
式
は
必
要
な
い
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
念
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
信
念
は
、

創
造
の
体
系
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た
見
解
の
基
盤
を
提
供
し
て
く
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
我
々
を
導
く
力
は
存
在
せ
ず
、
す
べ
て
は
偶
然
に
出
現
す
る

と
考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
指
導
力
は
存
在
す
る
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
も
の

と
い
う
よ
り
は
、
敵
対
的
か
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
考
え
れ
ば
、
せ
い
ぜ

い
自
己
中
心
的
な
普
通
道
徳
の
体
系
を
超
え
る
道
徳
に
導
く
動
機
付
け
は

存
在
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
普
通
道
徳
は
、
現
に
必
要
以
上
に
み

じ
め
な
人
生
に
な
る
こ
と
な
く
、
終
局
の
死
に
い
た
る
ま
で
、
で
き
る
限

り
苦
し
み
を
少
な
く
す
る
の
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

実
に
、
あ
る
仏
教
宗
派
の
信
条
に
似
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
慈
悲
深
い

神
へ
の
信
念
は
、
西
洋
と
い
う
よ
り
は
東
洋
の
香
り
が
す
る
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　

義
務
先
行
の
原
理
（T
he principle of the precedence of duties 

over rights

）
は
、
今
日
の
西
洋
社
会
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

現
代
の
あ
ら
ゆ
る
人
権
、
労
働
者
、
女
性
、
民
族
的
・
宗
教
的
少
数
派
、

抑
圧
さ
れ
た
大
衆
な
ど
の
権
利
に
関
す
る
喧
騒
は
、
ま
っ
た
く
義
務
の
側

面
を
無
視
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
十
八
世
紀
に
お
い
て
ペ
イ
ン

（T
om

 P
aine

）
の
『
人
権
の
宣
言
（D

eclaration of the R
ights of 

M
an

）』
や
ア
メ
リ
カ
憲
法
（the A

m
erican C

onstitution

）
の
枠
組
み

か
ら
発
生
し
、
国
際
組
織
か
ら
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
義
務
が
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
数
年

前
、
バ
ー
ネ
ス
（W

. J. B
arnes

）
氏
は
、
当
時
、
大
法
官
庁
主
席
書
記

官
（the C

hief C
hancery C

lark

）
で
あ
り
、
国
連
機
関
で
も
活
躍
し
て

い
た
が
、
こ
の
機
関
の
目
的
の
た
め
に
人
間
の
義
務
宣
言
（a 

D
eclaration of H

um
an D

uties

）
を
準
備
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
多

少
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
が
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
義
務
先
行
の
原
理
は
あ
る
程
度
の
識
別
に
基
づ
い
て
応
用
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
積
極
的
な
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
不
可

能
な
状
況
に
生
ま
れ
て
い
る
。
無
力
な
人
間
が
他
者
に
依
存
す
る
状
況
で

は
、
生
き
る
権
利
や
、
自
立
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
養
育
さ
れ
る
権

利
な
ど
が
な
く
て
は
生
存
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
義
務
を
果
た
し
た
い
と

切
望
し
て
も
、
例
え
ば
若
者
が
卒
業
後
、
最
善
の
努
力
を
し
て
も
就
職
で

き
な
い
場
合
の
よ
う
に
、
そ
の
機
会
が
否
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
首
尾

よ
く
事
が
運
ば
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
圧
制
か
ら
の
自
由
な
ど
の
権
利
が

奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
理
は
、
せ
い
ぜ
い
義
務

を
果
た
せ
る
立
場
に
あ
る
人
た
ち
に
だ
け
適
用
で
き
る
。
そ
し
て
、
神
へ

の
義
務
を
例
外
と
す
れ
ば
、
義
務
の
本
質
は
、
他
者
の
権
利
を
認
め
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
権
利
と
義
務
は
同
じ
コ
イ
ン
の
裏
表
の
関
係
に
あ

る
。
問
題
は
、
ど
の
面
が
ど
の
時
期
に
最
重
要
な
の
か
に
過
ぎ
な
い
。
今

こ
そ
、
コ
イ
ン
の
面
を
ひ
っ
く
り
返
す
時
で
あ
る
。

　

西
洋
で
は
、
個
人
の
幸
福
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
安
心
、
平
和
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と
幸
福
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
異
議
を

唱
え
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
実
際
の
行
動
は
そ
の
理

論
と
合
っ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
例
外
的
に
、
自
己
拡
大
を
第
一
義

に
考
え
る
人
々
も
い
る
。
個
人
の
幸
福
は
副
産
物
で
あ
っ
て
、
目
的
と
は

な
ら
な
い
。

　

道
徳
的
因
果
律
の
教
理
（T

he doctrine of m
oral causality

）
は
、

廣
池
の
原
理
の
項
目
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
原
理
の
中
で
暗
に

言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
教
理
に
は
さ
ら
に
議
論
の
余
地

が
あ
る
。
廣
池
は
、
こ
の
教
理
は
科
学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す

る
が
、
彼
の
証
明
は
、（
私
が
入
手
可
能
な
文
献
で
見
る
限
り
）
ほ
ん
の

少
し
の
実
例
を
示
す
の
み
で
、
統
計
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
な
い
（
統

計
に
よ
る
証
明
は
所
詮
不
可
能
で
あ
ろ
う
）。
ま
た
、
物
理
学
で
理
解
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
実
証
に
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。
現
在
、
厳
密
な
科
学

的
基
礎
が
確
立
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
た
い
へ
ん
多
く

の
研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
廣
池
は
一
般
的
な
視
点
で
語
っ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
、
こ
の
理
論
は
多
く
の
場
合
、
適
用
で
き
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
い
行
動
は
よ
い
道
徳
的
、

心
理
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
、
身
体
的
な
健
康
と
い
う
好
結
果
を
伴
う
確

率
が
高
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
悪
い
行
動
は
同
様
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を

生
じ
る
こ
と
は
、
広
く
同
意
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
に
お
け
る
最
高
道
徳
の
唱
道
者
た
ち
は
よ
く
、
道
徳
的
因
果
律
の

問
題
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
祈
り
は
心
身
相
関
的
効
果
が
あ
る
。
自

己
へ
の
囚
わ
れ
か
ら
他
者
へ
の
関
心
へ
の
移
行
は
、
自
己
中
心
性
か
ら
普

遍
的
参
加
へ
の
発
展
を
伴
い
、
そ
の
結
果
、
身
体
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
変
化

す
る
。
他
者
の
ニ
ー
ズ
に
反
応
す
る
力
が
増
し
、
必
然
的
結
果
と
し
て
、

自
己
自
身
の
人
生
の
状
態
も
改
善
す
る
。
例
え
ば
、
失
業
し
て
い
る
人

は
、
雇
用
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
身
体
的
変
化
は
ま

た
、
健
康
な
親
か
ら
健
康
な
子
供
が
生
ま
れ
る
と
い
う
基
本
に
従
い
、
子

孫
へ
の
良
好
な
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
廣
池
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
及
ぶ
範
囲
を
非
常
に
拡

大
し
て
推
測
す
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
多
く
の
未
来
世
代
の
幸
福
と
繁

栄
に
ま
で
拡
大
し
て
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
ケ
ー
ス
で
は
、
孔
子

の
子
孫
が
今
日
ま
で
七
十
七
代
を
数
え
る
に
到
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

理
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
説
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教

で
は
、
よ
い
行
い
に
は
こ
の
世
で
は
苦
難
が
伴
い
、
そ
の
報
酬
は
来
世
に

求
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
か
く
も
多
く
の
明
白
な
不
正
に
満
ち

た
世
界
を
善
な
る
神
が
創
造
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
無

神
論
者
に
対
す
る
言
い
訳
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
。
結
局
、
ど
ち
ら
の
見

解
が
現
実
に
近
い
か
を
決
着
す
る
こ
と
は
ま
だ
不
可
能
で
あ
る
。

　

長
寿
は
、
最
高
道
徳
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
具
体
的
報
酬
の
ひ
と
つ
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
関
係
す
る
日
本
の
言
葉
「
健
康
と
幸
福
に
恵
ま
れ
た
長

寿
」
の
意
味
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
長
寿
そ
の
も
の
が
苦
悩
で
あ
る
場

合
も
あ
る
。
西
洋
で
は
、
長
寿
そ
の
も
の
を
願
う
よ
り
は
、
衰
え
て
長
寿

す
る
こ
と
に
恐
れ
を
抱
く
よ
う
で
あ
る
。
東
洋
に
は
高
齢
者
に
対
す
る
尊
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敬
の
念
が
あ
る
が
、
西
洋
で
は
普
通
の
寿
命
が
い
く
ぶ
ん
長
い
の
で
、
そ

の
分
そ
の
価
値
は
低
い
の
だ
ろ
う
。
私
は
、
在
職
中
に
死
ん
だ
ほ
う
が
、

退
職
後
に
退
屈
な
年
月
を
経
て
死
ぬ
よ
り
は
ま
し
だ
ろ
う
と
よ
く
考
え
て

い
た
も
の
だ
。
個
人
差
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
あ
る
特
定
の
人
生
の
目
的
に

奉
仕
し
終
え
て
、
尊
厳
性
を
保
持
し
た
ま
ま
別
の
地
平
で
役
立
つ
次
の
段

階
へ
旅
立
つ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
き
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
道
徳
的
因

果
律
の
恵
み
の
お
か
げ
で
長
寿
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
健
康
で
幸

福
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
西
洋
的
な
見
方
か
ら
は
、
あ
ま
り
高
く
評

価
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

私
の
信
じ
る
こ
と
は
、
こ
う
だ
。
道
徳
的
因
果
律
は
概
し
て
、
行
為
が

卓
越
し
て
い
る
か
不
正
で
あ
る
か
に
応
じ
て
、
現
世
の
繁
栄
あ
る
い
は
不

幸
を
も
た
ら
す
が
、
こ
れ
に
は
他
の
要
因
も
あ
り
う
る
の
で
、
こ
の
原
理

に
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
換
言
す
る
と
、
前
章
で
述
べ
た
徳

（T
ê

）
は
、
影
響
力
も
応
用
範
囲
も
い
く
ぶ
ん
制
限
さ
れ
た
原
理
で
あ
ろ

う
。
現
在
私
た
ち
が
居
住
し
て
い
る
物
質
世
界
に
全
く
依
拠
し
な
い
人
生

設
計
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
生
形
態
は
短
く
も
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
ぼ
ん
や
り
と
し
か
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
私
た
ち
は
、
ど
こ

か
別
の
場
所
で
も
っ
と
重
要
な
こ
と
を
す
る
と
き
が
来
て
、
呼
ば
れ
て
召

し
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
有
徳
な
英
雄
が
運
命

の
圧
倒
的
な
力
に
よ
っ
て
破
滅
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
私
の
始
原
的

洞
察
力
（
後
ほ
ど
触
れ
る
が
）
が
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
我
々
は
、

相
互
に
作
用
し
あ
う
共
存
的
領
域
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、
風
景
全
体
の

一
部
し
か
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
因
果
律
は
、
我
々
が
特
定
の
人
生
に
限
定
さ
れ
な
い
永
遠
の

存
在
で
あ
る
と
い
う
よ
り
広
い
意
味
で
、
さ
ら
に
カ
ル
マ
（karm

a

）
の

法
則
に
従
え
ば
、
我
々
が
あ
る
人
生
で
成
し
た
こ
と
は
、
こ
の
世
で
清
算

さ
れ
な
け
れ
ば
未
来
の
人
生
過
程
に
効
果
を
及
ぼ
す
と
い
う
意
味
で
、
間

違
い
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
廣
池
が
輪
廻
転
生
を
信
じ
て
い
た
か
ど
う

か
は
疑
わ
し
い
。
彼
は
、
は
じ
め
仏
教
徒
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
信
じ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
西
洋
で
有
角
偶
蹄
の
悪
魔
の
信
仰
が
薄

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
日
本
で
も
輪
廻
転
生
の
信
仰
は
衰
退
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
川
窪
教
授
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
文
字
通
り
で
は
な

く
、「
ぼ
ん
や
り
と
、
か
す
か
に
、
時
折
、
冗
談
ま
じ
り
で
」、
そ
の
信
仰

を
持
ち
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
廣
池
は
、
冗
談
を
い
う
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、『
論
文
』
で
数
回
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
、
賛
成
も
反
対

も
し
て
い
な
い
。
こ
れ
以
上
の
手
掛
か
り
は
廣
池
の
膨
大
な
著
作
か
ら
得

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
分
析
は
今
後
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

そ
う
だ
し
て
も
、
私
は
個
人
的
に
は
、
最
高
道
徳
の
唱
道
者
に
反
対
の
意

見
を
も
っ
て
お
り
、
輪
廻
転
生
が
事
実
で
な
い
限
り
、
完
全
な
解
答
を
得

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。
新
し
い
世
界
像
に
は
、
そ
れ
が
必
要
な
よ
う

に
思
え
る
。
そ
れ
に
代
わ
る
理
論
と
し
て
、
現
世
の
一
回
限
り
の
人
生
の

終
わ
り
に
最
後
の
審
判
を
受
け
て
、
そ
こ
で
永
遠
に
天
国
か
地
獄
に
行
く

決
定
が
な
さ
れ
る
と
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
単
純
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え

る
。
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こ
の
議
論
は
、
次
の
章
の
主
題
で
あ
る
宗
教
に
行
き
着
く
。
し
か
し
、

そ
の
議
論
を
始
め
る
前
に
、
最
高
道
徳
を
西
洋
世
界
に
応
用
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
か
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
道
徳
は
個
人
の
み
で
な
く
、
そ
の
集
合
的
側
面
で
あ
る
人
類

に
適
用
で
き
る
。
人
類
は
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
必
然
的
に
統
合
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
以
前
は
個
人
に
影

響
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
原
理
を
、
世
界
的
尺
度
で
応
用

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
た
め
に
は
、
慈
悲
深
い
創
造
主
と
信
じ
る
ほ

か
な
い
進
化
の
全
体
計
画
を
、
理
解
で
き
る
限
り
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
我
々
は
、
神
道
の
洞
察
に
従
い
、
す
べ
て
の
歴
史
に
流
れ
る

意
識
の
流
れ
全
体
に
身
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
血
統
的
、

精
神
的
、
国
家
的
（
あ
る
い
は
公
共
的
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
も
よ
い
）、

お
よ
び
家
族
的
な
系
列
（lines

）
に
対
す
る
尊
敬
と
忠
誠
を
意
味
す
る
。

私
た
ち
は
、
過
去
を
破
壊
し
、
新
し
く
始
め
る
の
で
は
な
く
て
、
以
前
あ

っ
た
も
の
の
上
に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
自
己
中
心
性
を
没
却
し
、
権
利
よ
り
も
義

務
を
先
行
し
、
他
者
の
精
神
的
・
物
質
的
福
利
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と

を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
他
者
に
は
、
人
間
だ
け
で
は
な
く
神
が
創
造
し
た

他
の
メ
ン
バ
ー
も
含
ま
れ
る
。（
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
（St 

Francis of A
ssisi

）
は
、
動
物
の
霊
的
福
利
に
心
を
砕
い
た
。
そ
し
て

ほ
と
ん
ど
人
は
、
そ
の
レ
ベ
ル
で
動
物
と
理
解
し
合
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
我
々
は
少
な
く
と
も
、
と
に
か
く
人
間
に
近
い
高
等
動
物
た
ち
の
心

理
的
慰
安
に
配
慮
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
）。
個
人
の
人
間
関
係

に
お
い
て
は
、
接
触
す
る
人
々
に
は
忠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
卑

屈
に
な
る
必
要
は
な
い
。
そ
し
て
個
人
の
欠
点
は
、
そ
の
人
が
体
現
し
て

い
る
理
想
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
行
動
は
、
そ
の
道
徳
の
質
に
応
じ

て
す
べ
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
精
神
的
・
物
質
的
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ

の
影
響
は
、
必
ず
し
も
一
人
の
生
涯
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
は
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
が
道
徳
的

感
覚
を
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
、
人
類
を
破
滅
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界

に
損
害
を
与
え
、
創
造
主
が
そ
れ
を
修
復
す
る
に
は
何
千
年
も
か
か
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

第
五
章　

最
高
道
徳
と
宗
教

　

廣
池
が
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
私
が
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
彼
の
最
高
道
徳
の
体
系
は
、
宗
教
で
も
な
い
し
カ
ル
ト
で
も
な

い
。
そ
れ
は
人
を
特
定
の
宗
教
的
信
仰
に
導
き
は
し
な
い
し
、
神
学
理
論

を
極
力
退
け
て
い
る
。
そ
れ
は
行
動
の
体
系
で
あ
り
、
聖
職
者
を
伴
う
も

の
で
は
な
い
し
、
超
越
的
な
思
想
に
関
し
て
は
ご
く
概
略
的
な
基
本
構
造

を
も
つ
の
み
で
あ
る
。
も
し
こ
の
運
動
が
カ
ル
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な

ら
、
そ
の
存
在
理
由
を
な
く
し
て
し
ま
う
。

　

同
時
に
、
そ
れ
は
、
神
の
実
在
を
否
定
す
る
か
無
視
す
る
と
誤
解
さ
れ

て
い
る
仏
教
と
儒
教
さ
え
も
含
む
、
す
べ
て
の
高
等
な
宗
教
に
共
通
す
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る
、
唯
一
の
普
遍
的
な
慈
悲
深
い
神
へ
の
信
仰
に
し
っ
か
り
と
基
礎
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
仏
教
と
儒
教
は
、
後
世
の
人
々
が
神
の
存
在
を
否
定
す
る

も
の
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
神
へ
の
信
仰
は
当
然
の
こ
と
と
す
る
ほ

ど
基
本
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
、
廣
池
は
か
な
り
詳
し
く
説
明
し
て
い

る
。

　

廣
池
の
見
解
は
、『
論
文
』
第
一
四
章
第
八
項
第
六
節
で
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
神
は
人
間
の
心
で
あ
る
」
と
い
う
揚
雄
の
学
説
、
あ

る
い
は
「
神
は
人
道
で
あ
る
」
と
い
う
コ
ン
ト
（C

om
te

）
の
学
説

は
、
単
な
る
学
説
と
し
て
は
、
一
見
、
合
理
的
に
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
実
在
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
非
人
格
的
概
念

は
、
実
際
上
、
確
固
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
神
の
認
識
は
、
必
然
的
に
我
々
の
道
徳
的
活
動
、
す

な
わ
ち
全
人
格
の
働
き
の
参
入
を
前
提
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
知
・

情
・
意
を
備
え
た
こ
の
よ
う
な
人
格
の
信
仰
対
象
は
、
同
様
に
人
格

的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
神
の
全
体

的
概
念
は
真
相
を
欠
い
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
理
論
的
に
見
れ
ば

健
全
な
神
に
関
す
る
前
記
の
概
念
は
、
神
を
根
本
的
・
本
質
的
に
理

解
す
る
た
め
に
は
、
神
の
人
格
的
見
方
に
よ
っ
て
生
命
を
与
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
﹇
原
文
：
こ
の
ほ
か
に
「
神
は
人
間
の
心
な
り
」
と
す
る
と
こ
ろ

の
揚
雄
の
説
及
び
「
神
を
も
っ
て
人
道
（hum

anity

）
と
す
る
」

と
こ
ろ
の
コ
ン
ト
の
考
え
の
ご
と
き
、
ま
た
単
に
学
問
よ
り
見
れ

ば
、
一
見
合
理
的
な
る
が
ご
と
く
な
れ
ど
、
か
か
る
非
人
格
的
な
る

本
体
は
、
実
際
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
確
実
に
認
む
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
神
を
認
む
る
こ
と
は
、
必
然

的
に
私
ど
も
の
道
徳
的
活
動
す
な
わ
ち
全
人
格
の
活
動
を
予
想
す
る

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
知
・
情
・
意
を
具
備
す
る
と
こ
ろ
の
人
格
の

対
象
と
し
て
は
、
こ
れ
を
人
格
的
な
も
の
と
見
な
け
れ
ば
、
い
か
な

る
意
味
の
神
も
そ
の
真
相
が
把
握
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
さ

れ
ば
前
記
の
学
問
的
に
合
理
的
と
思
わ
る
と
こ
ろ
の
神
に
関
す
る
観

念
は
、
こ
れ
を
人
格
的
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
真
に
根

本
的
且
つ
本
質
的
に
理
解
さ
る
る
の
で
あ
り
ま
す
。〔
⑦
二
三
六
│

二
三
七
頁
〕﹈

　

人
間
に
と
っ
て
神
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
神
の
存
在
を
論
ず
る

こ
の
議
論
は
、
も
し
神
が
存
在
し
な
い
の
な
ら
、
神
を
発
明
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
（V

oltaire

）
の
金
言
を
思
い
出
さ

せ
る
。
そ
し
て
私
は
、
そ
の
金
言
は
哲
学
者
や
神
学
者
が
提
出
し
た
テ
ス

ト
に
合
格
す
る
か
ど
う
か
、
疑
わ
し
く
思
う
。

　

し
か
し
、
廣
池
は
神
学
に
か
か
わ
っ
て
い
な
い
し
、
私
が
限
ら
れ
た
資

料
を
読
ん
だ
限
り
で
は
、
彼
は
神
を
直
接
的
に
体
験
し
て
い
な
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
彼
は
た
だ
昔
か
ら
あ
る
見
解
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
彼
の
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教
え
の
基
礎
と
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
彼
は
、
神
の
存
在
を
信
じ
る
能

力
は
、
人
間
と
動
物
の
極
め
て
重
要
な
違
い
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（『
論
文
』
第
六
章
第
二
項
第
六
節
、
追
加
文
一
一
〔
②
二
七
二
頁
〕）
こ

れ
は
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
に
よ
る
、
人
間
に
特
有
の
も
の

と
は
言
え
な
い
自
己
意
識
の
考
査
よ
り
は
、
堅
実
な
主
張
の
よ
う
に
思
え

る
。
廣
池
は
「
神
を
信
ぜ
ず
且
つ
伝
統
に
奉
仕
せ
ぬ
人
は
人
間
の
一
員
で

は
な
い
」
│
そ
の
よ
う
な
人
は
人
間
以
下
と
み
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
信
じ
る
能
力
と
実
際
の
信
仰
を
同
等

の
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
極
端
な
よ
う
に
思
え
る
が
、「
神
は
宇
宙

万
有
の
創
造
進
化
の
根
本
勢
力
及
び
根
本
真
理
で
あ
る
」（『
論
文
』
第
一

章
第
六
項
第
二
節
〔
①
六
五
頁
〕）
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る

道
徳
体
系
も
打
ち
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
を
、
そ
れ
は
十
分

に
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
決
し
て
抽
象
的
な
考
え
で
は
な
い
。
第
一
四
章
第
八
項
第
六
節

に
お
い
て
、
廣
池
は
、
幾
た
び
も
重
病
そ
の
他
の
困
難
に
遭
遇
し
た
場
合

に
、
自
己
の
精
神
力
と
自
己
の
過
去
に
お
け
る
道
徳
的
努
力
の
結
果
と
共

に
、
神
の
生
け
る
人
格
を
確
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
心
を
得
た
と
、
後

日
に
な
っ
て
回
想
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
祈
り
の
必
要
性
と
効
果
に
つ
い

て
信
じ
て
い
た
。
例
え
ば
、「
心
の
中
に
お
い
て
自
己
反
省
し
て
、
許
し

を
請
う
て
神
に
祈
る
﹇
訳
注
：「
自
分
の
不
徳
を
神
に
謝
罪
す
る
」﹈
こ
と
は

我
々
の
義
務
で
あ
る
」（『
特
質
』
第
七
章
七
〇
頁
）
と
述
べ
、
特
に
日
本

の
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
、
必
ず
し
も
ど
こ
の
国
に
で
も
適
用
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
と
認
め
な
が
ら
、「
誰
し
も
朝
に
夕
に
、
神
を
礼
拝
し
、
天

皇
陛
下
に
敬
意
を
表
し
、
祖
先
・
両
親
及
び
恩
人
を
思
い
浮
か
べ
る
べ
き

で
あ
る
」（『
特
質
』
第
一
〇
章
一
二
五
頁
）
と
し
て
い
る
。
神
へ
の
礼
拝

が
最
初
に
来
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
し
か
し
、
宗
教
的
儀
式
と
し

て
は
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。

　
『
論
文
』
第
一
四
章
第
八
項
第
一
二
節
に
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
文
章

が
出
て
く
る
。

　

昔
日
に
お
い
て
は
、
東
洋
の
民
族
は
、
そ
の
高
度
に
発
達
し
た
道

徳
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
、
法
律
、

教
育
な
ど
を
含
む
彼
ら
の
文
明
は
、
西
洋
の
文
明
ほ
ど
進
歩
し
な
か

っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
今
述
べ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

西
洋
の
文
明
は
深
く
神
に
根
ざ
し
て
い
た
が
、
他
方
、
東
洋
の
文
明

は
最
初
は
同
様
に
神
的
な
源
泉
に
根
ざ
し
て
い
た
が
、
途
中
で
そ
れ

を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
駆
者
の
東
洋
は
、
後
発
の
西
洋
に
追
い

越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
神
を
信
じ
、
聖
人
に
従
う
こ
と
は

決
し
て
宗
教
者
の
占
有
で
な
い
こ
と
を
心
に
留
め
て
置
く
べ
き
で
あ

る
。（
中
略
）
神
の
崇
拝
と
人
心
の
救
済
は
宗
教
の
占
有
的
機
能
で

は
な
く
、
し
た
が
っ
て
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
も
そ
う
で
は
な
い
。

　
﹇
原
文
：
古
代
に
お
い
て
極
め
て
道
徳
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
こ

れ
ら
東
方
諸
民
族
の
文
明
、
す
な
わ
ち
政
治
・
法
律
及
び
教
育
等

が
、
西
洋
の
そ
れ
の
ご
と
く
に
大
な
る
発
達
を
遂
げ
得
な
か
っ
た
も
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の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
西
洋
の
文
明
は
そ
の
根
本

（
神
）
に
根
ざ
し
て
お
り
、
東
洋
の
文
明
は
最
初
は
根
本
（
神
）
に

そ
の
源
を
置
き
た
れ
ど
、
中
途
よ
り
そ
の
根
本
（
神
）
を
忘
失
し
た

た
め
に
、
先
優
者
〈
東
洋
〉
が
か
え
っ
て
後
進
者
〈
欧
州
〉
に
後
れ

た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。〈
注
略
〉
故
に
神
を
信
じ
、
聖
人
の

教
え
に
従
う
こ
と
は
決
し
て
宗
教
の
専
有
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
御

承
知
を
願
い
た
い
の
で
す
。（
中
略
）
神
を
祀
り
且
つ
人
心
救
済
を

な
す
こ
と
は
宗
教
の
専
有
で
な
い
と
す
れ
ば
、
神
に
対
し
て
祈
祷
す

る
こ
と
も
ま
た
も
と
よ
り
宗
教
の
専
有
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
⑦
二
五
七
│
二
五
八
頁
〕﹈

　

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
神
は
必
ず
し
も
宗
教
団
体
の
専

有
で
な
く
、
す
べ
て
政
治
・
法
律
・
道
徳
及
び
宗
教
の
源
で
あ
る
の
で

す
。
故
に
、
神
を
信
じ
て
聖
人
の
教
訓
を
守
り
、
道
徳
的
生
活
を
な
す
こ

と
は
あ
え
て
宗
教
を
俟
た
ず
し
て
出
来
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」〔
⑦
二
五

六
頁
〕

　

従
っ
て
、
我
々
は
信
仰
し
、
礼
拝
し
、
祈
り
、
さ
ら
に
例
え
ば
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
な
ど
、
自
分
の
信
仰
の
開
祖
の
教
え
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
ど
こ
か
の
教
会
に
帰
属
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
て
も
何
も
悪
い
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
解

は
、
信
奉
者
の
共
同
体
の
外
部
で
の
救
済
は
な
く
、
聖
職
者
の
宗
教
的
儀

式
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
が
ち
な
宗
教
指
導
者
た
ち
に
は
、
ど
う
み
て

も
歓
迎
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
廣
池
は
聖
職
者
に
対
し
て
厳
し
い
、
お
そ
ら
く
厳
し
す
ぎ
る

か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
宗
教
は
そ
の
信
仰

の
進
ん
だ
も
の
は
寺
院
と
か
教
会
と
か
い
う
も
の
を
造
っ
て
、
こ
れ
に
よ

っ
て
衣
食
住
の
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
る
の
で
、
つ
い
に
そ
の
信
仰
は
一

つ
の
職
業
的
と
な
る
の
で
信
仰
の
生
命
を
失
い
、
弊
害
百
出
す
る
に
至
る

の
で
あ
る
。」（『
論
文
』
第
一
章
第
八
項
、
追
加
文
一
〔
①
二
五
六
頁
〕）

こ
の
主
張
は
お
そ
ら
く
概
括
的
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
し
、
明
ら
か
に
考
察
す

べ
き
他
の
要
因
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
批
判
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
英

国
国
教
会
の
現
在
の
低
調
な
状
況
は
、
古
典
的
な
礼
拝
式
の
栄
光
が
長
く

続
く
間
に
侵
食
と
共
に
抑
圧
が
進
み
、
教
理
を
犠
牲
に
し
て
礼
服
と
儀
式

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
罪
を
許
容
す
る
よ
う
な
態
度
が
生
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
「
現
代
の
」
思
想
家
た
ち
は
、
正

直
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
内
部
か
ら
で
は
な
く
外
部
か
ら
教
会
の
体
系
を

攻
撃
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
著
作
に
よ
っ
て
信
仰
の
基

盤
が
弱
体
化
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
英
国
国
教
会
の
現
況
は
、

廣
池
が
嘆
く
専
門
家
主
義
の
徴
候
で
あ
る
。
明
確
な
原
理
原
則
が
、
不
鮮

明
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
毛
布
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
少
し
前
に
、
あ
る
教
区
の
聖
職
者
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
ジ
ョ
ー
ク

が
あ
っ
た
。
教
区
の
四
人
の
主
教
の
う
ち
、
神
を
信
じ
て
い
た
の
は
一
人

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
新
し
く
聖
職
者
が
や
っ
て
く
れ
ば
、
彼
が
信
じ

て
い
る
の
は
、
神
な
の
か
、
そ
れ
と
も
不
明
瞭
な
存
在
の
基
盤
と
い
う
よ
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う
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
を
問
い
た
だ
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
理
由
で
、
人
々
は
教
会
か
ら
強
制
的
に
追
い
出
さ
れ
て
、
教
会
は

盲
目
的
な
人
々
に
導
か
れ
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
羊
た
ち
の
手
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
は
専
門
的
な
聖
職
者
に
依
存

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
廣
池
の
確
信
を
見
出
す
こ
と
は
慰
め
で
あ

る
。
一
方
、
専
門
的
な
聖
職
者
は
、
信
仰
を
宗
教
団
体
の
儀
式
に
出
席
す

る
こ
と
と
同
一
視
し
、
信
仰
は
衰
退
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
誤
解
し

て
い
る
。
他
方
、
教
会
が
空
に
な
る
こ
と
は
、
信
仰
の
表
現
が
別
に
変
化

し
た
こ
と
に
起
因
す
る
部
分
が
あ
る
。
一
二
五
頁
〔
第
四
章
〕
に
引
用
し

た
ダ
ラ
ム
主
教
の
監
督
管
区
書
簡
で
、
彼
は
教
会
へ
の
出
席
者
の
減
少
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
と
慣
習
へ
の
感
情
的
・
文
化
的
投

資
は
巨
大
さ
を
維
持
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と
を
心
に
留
め
て
お

く
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
直
前
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
不
作
法
で
極
端
で
あ
る
と
考
え
る
人
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
、
ま
た
そ
の
考
え
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
多
く
の

有
益
な
仕
事
を
行
っ
て
い
る
善
良
な
聖
職
者
が
多
い
こ
と
を
疑
わ
な
い
。

実
際
、
私
は
聖
職
者
と
の
つ
な
が
り
が
多
く
、
私
の
二
人
の
娘
は
、
確
か

な
基
本
的
信
仰
の
持
ち
主
で
あ
る
聖
職
者
の
妻
で
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う

な
考
え
に
反
対
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
会
の
現
在
の
傾
向
は
、
明
ら
か
に
衰
退
に
向
か
っ
て
い
る
し
、
信

仰
の
守
り
手
は
平
信
徒
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

英
国
国
教
会
の
い
く
つ
か
の
欠
陥
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の

こ
と
は
英
国
国
教
会
が
、
他
の
教
会
や
宗
教
よ
り
悪
い
こ
と
を
示
唆
す
る

も
の
で
は
な
い
。
子
供
た
ち
の
信
仰
を
損
ね
る
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
、

聖
職
者
た
ち
が
家
庭
を
訪
問
す
る
の
を
拒
ん
だ
熱
心
な
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
女
性
を
知
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
、

英
国
国
教
徒
と
同
様
に
、
礼
拝
式
に
つ
い
て
は
冷
厳
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
さ
ら
に
輪
を
か
け
て
、
聖
職
者
の
権
威
主
義
の
極
端
な
形
式
に
固
執

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
権
威
主
義
は
過
去
に
お
い
て
、
異
端
者
を
火
刑

に
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
諸
聖
人
の
教
え
は
神
聖
な
も
の
で
そ

ぎ
落
と
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
宗
教
の
力
は
強
制
的

で
は
な
く
説
得
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

聖
職
者
た
ち
は
、
世
俗
的
な
権
力
を
行
使
す
る
時
に
、
そ
の
不
器
用
さ

を
示
す
こ
と
が
多
い
。（
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
イ
枢
機
卿
と
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
枢
機

卿
（C

ardinals W
olsey and R

ichelieu

）
の
よ
う
な
、
過
去
に
お
い

て
、
聖
職
者
と
い
う
よ
り
は
世
俗
の
政
治
家
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た

人
々
は
、
こ
こ
に
は
含
ま
れ
な
い
。）
そ
の
危
険
性
は
、
聖
職
者
た
ち
が

（
最
近
イ
ラ
ン
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
）
狂
信
的
に
な
り
、
利
己
的
に
独
占

体
制
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
彼
ら
は
、
廣
池
が
非
難
し
た
よ
う
な
「
イ
ズ
ム
」
を
助
長
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
学
問
は
も
は
や
聖
職
者
の
占
有
で
は
な
い
の
で
、
聖
職
者
は
政

府
の
行
政
権
力
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
道
徳

的
勢
力
を
代
表
す
る
し
、
代
表
す
べ
き
で
も
あ
る
。
も
し
彼
ら
が
議
会
を

支
配
し
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
、
道
徳
的
勢
力
と
し
て
立
法
府
の
望
ま
し
い
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要
素
と
な
る
。
英
国
の
上
院
や
他
国
の
同
様
の
議
院
に
お
い
て
、
主
教
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
教
会
の
指
導
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ふ
さ
わ
し
い

場
所
が
あ
る
。
彼
ら
は
良
心
の
声
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

世
俗
的
権
力
が
神
に
依
拠
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
明
示
す
る
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
、
国
教
会
の
た
め
の
既
成
宗
教
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
国
家
を
普
遍
化
す
る
た
め
で
は
な
く
、
国
家
伝
統
（the 

national ortholinon

）
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
特
定
の
信
仰
を
固

守
し
、
公
共
の
儀
式
と
儀
礼
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
君
主

の
戴
冠
式
は
、
国
王
や
女
王
を
介
し
て
、
国
家
が
神
を
受
け
入
れ
る
こ
と

を
表
す
最
も
重
要
な
宗
教
儀
式
で
あ
る
。
一
二
六
頁
〔
第
四
章
〕
に
引
用

し
た
「
タ
イ
ム
ズ
紙
」
上
の
ロ
ン
グ
レ
イ
（Longley

）
氏
の
論
説
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
国
家
に
よ
る
神
の
受
容
は
、
霊
的
な
も
の
と
世
俗

的
な
も
の
を
正
式
に
結
び
付
け
る
公
的
な
国
教
会
の
文
脈
で
の
み
効
果
的

に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

戴
冠
式
の
重
要
性
は
、
他
の
理
由
は
別
に
し
て
も
、
国
教
制
廃
止
を
不

可
能
な
も
の
に
す
る
。
他
の
宗
派
や
宗
教
が
現
存
し
て
い
る
と
か
、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
が
そ
の
国
に
お
い
て
多
数
派
で
あ
っ
た
と
し
て
も
問
題
で
は

な
い
。
国
王
は
擬
似
的
な
聖
職
機
能
を
帯
び
て
は
い
る
が
、
正
式
な
聖
職

者
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
教
会
の
長
と
し
て
の
国
王
の
地
位

は
、
教
会
組
織
は
世
俗
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
聖
職
機
能
は
純
粋
に
精

神
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
大
帝
（the E

m
peror C

onstantine

）
が
導

入
し
よ
う
と
試
み
、
宗
教
改
革
の
際
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に

適
用
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
世
界
教
会
運
動
は
精
神
的
な
領
域
に
限
定
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
国
教
会
の
組
織
は
別
個
の
も
の
と
し
て
存
続
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
国
教
会
を
国
家
に
反
対
す
る
可
能
性
を
も
ち
国
家
か
ら

分
離
し
た
自
主
独
立
体
と
み
な
す
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
む
し
ろ

教
会
は
国
家
に
浸
透
し
、
内
部
か
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
英
国
国
教
会
の
場
合
の
よ
う
に
、
教
会
は
こ
の
よ
う
に
神
を
信

じ
る
人
々
を
代
表
す
る
が
、
特
定
の
宗
教
的
献
身
を
伴
う
も
の
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
非
公
式
の
宗
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
識
見
を
主
張
し
て
、

圧
力
団
体
と
し
て
合
法
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の
団
体
に

参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
の
強
制
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

大
き
な
組
織
的
教
会
の
弱
点
は
、
カ
リ
ス
マ
的
運
動
、
つ
ま
り
聖
霊

（the H
oly Spirit

）
の
力
を
認
め
る
新
し
い
運
動
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
軽

減
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
特
に
若
者
が
、
急
進
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
原

理
主
義
的
宗
派
に
関
心
を
持
ち
、
近
年
わ
が
国
で
宣
教
活
動
を
開
始
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
運
動
や
仏
教
運
動
の
技
法
に
関
心
を
も
つ
と

い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
技
法
は
、
瞑
想
に
よ
る
悟
り
や
、
詠
唱

そ
の
他
の
身
体
的
動
き
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
一
種
の
自
己
陶
酔
へ
と
導

こ
う
と
す
る
。
最
近
、
ロ
ン
ド
ン
そ
の
他
の
大
都
市
に
お
い
て
、
剃
髪
し

オ
レ
ン
ジ
色
の
衣
服
を
着
た
若
者
の
小
集
団
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
三
大
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神
（the H

indu trinity

）
の
一
つ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
（V

ishnu

）
の
別
名

で
あ
る
「
ハ
リ
（H

ari

）」
の
名
を
唱
え
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
財
産
で
人
を
幻
惑
し
、
聖
者
か
神
の
化
身
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
指
導
者
に
従
う
人
々
も
あ
る
。
私
自
身
は
思
い
が
け
な
く
も
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
三
大
神
の
一
つ
で
あ
る
シ
ヴ
ァ
神
を
神
と
し
、
普
遍
主
義
的
側

面
を
も
つ
別
の
宗
派
、
ラ
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
（R

aja Y
oga

）
の
宗
派
を
知

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
宗
派
は
苦
痛
の
な
い
瞑
想
形
式
に
よ
る
悟
り
を

推
奨
す
る
が
、
私
の
場
合
、
そ
の
瞑
想
に
よ
っ
て
霊
妙
な
境
地
に
「
離

脱
」
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
宗
教
運
動
は
す
べ
て
神
へ
の
信
仰
、
自
我
の
没
却
を
強
調
す

る
。
実
際
、
廣
池
の
提
唱
す
る
最
高
道
徳
の
ほ
と
ん
ど
の
側
面
を
強
調
す

る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
現
世
肯
定
的
と
い
う
よ
り
現
世
否
定
的
で
あ

る
よ
う
だ
。
そ
の
目
的
は
、
終
わ
り
の
な
い
存
在
の
輪
廻
の
悲
惨
さ
か
ら

の
個
人
的
救
済
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
本
質
的
に
は
現
実
逃
避
主
義
者
で
あ

る
。
ま
た
、
魂
を
こ
の
世
に
縛
り
付
け
る
と
し
て
性
行
為
を
否
定
す
る
禁

欲
主
義
も
存
在
す
る
。
未
来
の
黄
金
時
代
に
お
い
て
は
、
子
供
た
ち
は
何

ら
か
の
非
身
体
的
手
段
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
の
で
、
性
行
為
は
必
要

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
マ
ニ
教
徒
（the M

anichees

）
の

よ
う
に
物
質
を
軽
蔑
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
宗
教
運
動
は
心
理

的
な
問
題
を
抱
え
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、

人
類
の
大
多
数
の
人
々
が
神
の
目
的
を
遂
行
す
る
の
に
非
常
に
効
果
的
で

あ
る
か
ど
う
か
、
私
は
疑
問
に
思
う
。
と
に
か
く
、
こ
れ
ら
の
運
動
は
、

選
ば
れ
た
小
数
の
人
の
救
い
に
の
み
関
心
を
も
つ
排
他
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
宗
派
と
同
様
に
、
こ
の
世
か
ら
逃
避
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
の

中
で
生
き
る
方
法
に
関
心
を
も
つ
キ
リ
ス
ト
お
よ
び
孔
子
の
見
解
と
は
全

く
対
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
徳
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
際
し
て
、

我
々
は
そ
の
よ
う
な
運
動
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
つ
か
二

つ
の
例
外
を
除
い
て
、
そ
れ
ら
の
運
動
は
我
々
の
目
的
に
と
っ
て
不
適
切

な
も
の
と
み
な
し
取
り
上
げ
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
創
造
の
体
系
と
の
調
和
へ
と
分
け
入
る
手
段
を
追
求

す
る
際
に
は
、
我
々
の
限
ら
れ
た
理
解
で
可
能
な
限
り
事
実
を
解
明
す
る

必
要
が
あ
る
。
知
識
は
進
歩
し
、
未
知
へ
の
よ
り
広
い
展
望
が
開
け
、
全

知
で
あ
る
の
は
神
の
み
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
決
し
て
事
実
を
解
明
し
尽

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
我
々
は
科
学
者
の
実
際
的

洞
察
を
活
用
し
、「
神
秘
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
で
退
け
て

し
ま
い
が
ち
な
知
識
の
広
い
外
辺
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

物
質
主
義
的
な
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
知
識
の
境
界
は
手
の
届
く
範

囲
内
に
あ
る
と
誤
っ
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
超
自
然
的
な
こ
と
は
子
供
っ

ぽ
い
幻
想
に
す
ぎ
な
い
と
、
け
な
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
人
に
と
っ
て

は
、
感
覚
に
よ
っ
て
把
握
で
き
、
極
め
て
厳
密
な
自
然
法
則
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
、
誰
に
対
し
て
も
死
後
の
展
望
を
許
さ
な
い
よ
う
な
、
一
つ
の
世

界
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
神
秘
的
感
覚
は
、
心
理
学
に
よ
っ
て
説
明

可
能
だ
が
、
何
ら
究
極
的
な
意
味
を
も
た
な
い
精
神
異
常
だ
と
み
な
さ
れ

た
。
い
ま
だ
に
こ
の
見
解
に
固
執
し
て
い
る
人
も
い
る
が
、
今
世
紀
に
そ
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れ
は
致
命
的
な
一
連
の
衝
撃
を
受
け
た
。
第
一
に
そ
の
衝
撃
は
、
元
素
は

不
変
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
証
明
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
奇
跡
の
時

代
へ
の
逆
戻
り
を
も
た
ら
し
た
。
物
質
主
義
的
科
学
が
そ
の
働
き
に
よ
っ

て
非
物
質
的
世
界
へ
の
道
を
切
り
開
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
だ
か

ら
、
人
は
大
天
使
の
高
笑
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

機
械
的
な
世
界
観
は
、
感
知
可
能
な
天
空
の
ア
ー
チ
に
よ
っ
て
覆
わ
れ

た
地
球
中
心
の
宇
宙
と
い
う
世
界
観
と
同
様
に
、
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
核

物
理
学
者
は
そ
の
よ
う
な
構
造
を
粉
砕
し
、
今
や
我
々
は
、
自
由
意
志
の

原
因
を
我
々
自
身
に
帰
す
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
と
し
て
も
、
自
由
意

志
は
下
位
原
子
の
粒
子
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
科
学
的
分
析
が
進
む
ほ
ど
、
物
質
は
よ
り
不
明
確
な
も
の
と
な
り
、

今
や
物
質
の
基
礎
的
要
素
は
思
考
の
小
さ
な
結
び
目
以
上
の
も
の
で
は
な

い
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ケ
ス
ト
ラ
ー
（A

rthur 

K
oestler

）
の
著
作
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
す
べ
て
非
常
に
明
快
に
説
明

し
て
い
る
。
我
々
が
経
験
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
の
物
質
は
、
今
や
非
常

に
拡
散
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
物
質
の
容
積
は
原
子
核
の
中

に
あ
る
。
年
老
い
た
星
に
起
こ
る
よ
う
に
そ
の
電
子
が
取
り
除
か
れ
る

と
、
原
子
核
は
想
像
を
超
え
た
密
度
で
凝
縮
す
る
。
も
し
こ
れ
が
地
球
に

起
こ
っ
た
な
ら
、
そ
の
物
質
は
、
全
重
量
を
失
う
こ
と
な
く
ク
リ
ケ
ッ

ト
・
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
と
な
る
。
さ
ら
に
原
子
内
の
相
対
的
に
巨
大

な
空
間
は
、
電
流
や
衝
撃
や
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
微
粒
子
に
よ
っ
て
満
た
さ

れ
て
い
る
の
で
、
周
知
の
よ
う
に
物
質
は
実
在
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
ず
、
し

た
が
っ
て
実
在
の
交
差
様
式
を
信
じ
る
妨
げ
と
な
る
知
的
障
壁
は
も
は
や

存
在
し
な
い
。
霊
魂
の
深
層
（the psychic depths

）
へ
の
探
求
に
よ

っ
て
、
異
な
っ
た
モ
ー
ド
に
基
づ
く
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
な
勢
力
と
実

体
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
来
世
は
、
我
々
の
先
祖
た
ち
が
心
地
よ
く
住
ま

っ
て
い
た
天
空
か
ら
降
り
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
我
々
の
知
る
世
界
と
混

ざ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
か
つ
て
は
忌
避
さ
れ

て
い
た
異
常
現
象
の
領
域
へ
の
新
た
な
関
心
が
湧
き
起
こ
り
、
今
や
ま
じ

め
な
事
実
に
関
す
る
物
質
科
学
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
新
し
い

科
学
は
、
超
感
覚
の
科
学
で
あ
る
。
伝
統
的
な
感
覚
に
由
来
す
る
認
識
で

は
な
く
、
感
覚
の
元
に
な
る
生
命
に
と
っ
て
よ
り
基
本
的
な
何
も
の
か
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
認
識
が
登
場
す
る
。
今
日
、
多
く
の
人
が
そ
れ
を
経
験

し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
私
は
自
分
自
身
の
超
感
覚
と
の
遭
遇

に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
六
一
年
、
私
が
五
十
歳
の

時
、
私
の
世
界
観
を
強
く
特
色
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
一
連
の
四
つ
か
五

つ
の
異
常
な
霊
的
経
験
（psychic experiences

）
が
始
ま
っ
た
。
第
一

と
第
三
の
経
験
だ
け
が
、
今
議
論
し
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
。
第

一
の
経
験
は
教
育
的
な
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
目
で
は
な
く
全
身
で
奇
妙

な
光
景
を
見
た
。
霊
妙
な
霊
的
形
態
（the ethereal and soul form

）

を
し
た
未
知
の
他
人
が
肉
体
を
伴
っ
て
私
の
隣
に
い
て
、
そ
の
肉
体
は
そ

の
瞬
間
、
あ
た
か
も
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
琥
珀
色
の
光
が
相
互
に
浸
透
す
る
大
き
な
プ
リ
ズ
ム
の
光
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景
が
見
え
、
相
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
失
う
こ
と
な
く
ゆ
っ
く
り
と

回
転
し
て
い
た
。
そ
れ
を
私
は
「
見
え
る
も
の
」
と
「
見
え
な
い
も
の
」

の
間
の
関
係
の
図
式
と
受
け
取
っ
た
。
第
三
の
経
験
は
、
明
快
な
夢
の
中

で
、
魂
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（the identity of the soul

）
に
つ
い
て

私
が
質
問
を
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、
個
人
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
と

い
う
喜
ば
し
い
再
確
認
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
が
自
己
は
幻
で
あ

る
と
す
る
仏
教
の
教
理
に
は
同
意
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

た
。

　

こ
の
よ
う
な
類
の
知
識
は
、
か
つ
て
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
疑
い
の
目
で

見
ら
れ
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
は
た
い
て
い
低
級
も

し
く
は
邪
悪
な
霊
に
取
り
つ
か
れ
た
も
の
（spirit-possession

）
と
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
（R

udolf 

Steiner

）
は
こ
れ
ら
の
領
域
の
先
駆
者
で
あ
り
、
科
学
者
で
あ
り
、
ダ

ー
ウ
ィ
ン
と
ほ
と
ん
ど
同
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
一
九
二
五
年
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。
彼
は
、
自
然
科
学
に
よ
っ
て
発
展
し
た
物
質
主
義
的
世
界
観

の
危
険
性
は
、
人
間
を
欲
求
不
満
に
陥
ら
せ
、
精
神
的
成
長
（spiritual 

grow
th

）
の
真
の
行
程
を
非
常
に
妨
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。（
シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
（A

. P. Shepherd

）
著
『
不
可
視
世
界
の
科
学

者
、
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
生
涯
と
業
績
へ
の
誘
い
（A

 

Scientist of the Invisible, an Introduction to the Life and W
ork of 

R
udolf Steiner

）』London, H
odder &

 Stoughton, 1964, p. 80  

参
照
）

そ
れ
ゆ
え
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
は
同
書
二
四
頁
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、
古
代
の
世
界
で
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
現
代

の
考
え
方
で
は
ほ
と
ん
ど
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
道
徳
の

領
域
の
広
が
り
、
す
な
わ
ち
、
道
徳
と
高
次
の
知
識
と
の
本
質
的
関

係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
超
感
覚
知
覚
の
器
官
は
、
身
体

の
器
官
で
は
な
く
魂
（the soul

）
の
器
官
で
あ
る
。
魂
の
構
造
は

道
徳
的
な
も
の
で
あ
り
、
真
の
意
識
的
知
識
の
可
能
性
は
、
正
し
い

道
徳
的
特
質
へ
の
到
達
度
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
諸
聖
人
の
知
恵
と
新
し
い
科
学
の
知
見
と

を
一
致
さ
せ
、
さ
ら
に
人
間
の
探
究
の
基
盤
と
し
て
道
徳
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
廣
池
が
同
時
期
に
東
洋
に

お
い
て
教
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
検
討
す
べ
き
科
学
と
宗
教
の
周
辺
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

輪
廻
転
生
説
（the doctrine of reincarnation

）
を
含
む
、
独
自
性

〔
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
〕
と
、
魂
の
連
続
性
の
問
題
で
あ
る
。
私
の
考
え

る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
は
事
物
の
枠
組
み
に
お
け
る
我
々
の
位
置
づ
け
と

日
常
生
活
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
前
章
で
簡
単
に
触
れ
た
が
、
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
の
論
述
は
、
廣
池
の
思
想
の
領
域
外
に
出
る
こ
と
を
私
は
認
識
し
て



No. 82, 2019　146モラロジー研究

い
る
。

　

人
間
は
最
低
限
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
は
個
別
で

独
自
で
あ
る
と
い
う
主
張
か
ら
始
め
る
。
生
命
の
尺
度
を
下
方
へ
と
つ
き

つ
め
て
い
く
と
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す
る
単
位
は
何
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ミ
ツ
バ
チ
の
群
れ
、
あ
る
い
は
ミ
ツ
バ
チ
に
人

格
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
海
綿
動
物
や
、
群
れ
を
な
す
が
個
々
に

動
く
こ
と
も
で
き
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
も
再
組
織
化
す
る
こ
と
も
で
き
る

個
々
の
単
細
胞
生
物
に
お
い
て
も
人
格
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
の
身

体
的
性
質
の
中
に
も
、
非
人
間
的
起
源
（non-hum

an origin

）
の
共
生

的
要
素
が
存
在
し
、
個
々
の
細
胞
は
短
時
間
な
ら
独
力
で
生
存
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
あ
る
特
異
な
精
神
病
で
は
、
一
個
の
肉
体
が
い
く
つ
も
の
人

格
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
常
な
個
人
は
精
神

（spirit

）
と
呼
ぶ
中
心
的
主
導
的
働
き
（a central directive agency

）

を
も
つ
こ
と
を
、
我
々
は
確
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ほ
ど

確
信
を
も
て
な
い
と
し
て
も
、
少
々
異
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
周
波
数
に

依
存
し
な
が
ら
密
接
に
関
連
し
合
う
、
魂
（soul

）
と
い
う
霊
妙
な
対
照

物
の
存
在
を
、
我
々
は
確
か
に
感
じ
て
い
る
。
も
し
精
神
（spirit
）
が

独
立
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
個
人
の
道
徳
的
責
任
は
な
い
で
あ
ろ
う

し
、
個
人
の
心
理
は
力
学
の
問
題
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
道
徳
的
価
値
に
つ

い
て
の
議
論
は
、
全
人
類
の
集
団
意
識
（the group consciousness

）

に
の
み
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
明
ら
か
に
、
そ
ん
な
こ
と
は

真
相
（the case

）
で
あ
り
そ
う
も
な
い
し
、
経
験
か
ら
す
れ
ば
反
対
の

こ
と
が
真
相
で
あ
る
。
一
人
の
人
間
は
、
単
な
る
部
分
の
集
合
体
以
上
の

も
の
で
あ
り
、
他
の
人
格
と
様
々
な
仕
方
で
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
独
自

の
人
格
を
も
ち
、
他
の
人
格
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。

　

個
々
の
意
識
の
小
さ
な
集
ま
り
は
、
そ
れ
を
支
え
る
身
体
が
死
ん
だ
と

き
に
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
魂
と
精
神
（the soul and spirit

）
は

肉
体
の
死
後
も
存
続
す
る
と
い
う
の
は
、
人
類
の
誕
生
当
初
か
ら
の
信
念

で
あ
り
続
け
て
き
た
。
人
類
に
近
い
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

（N
eanderthal m

en

）
も
こ
の
よ
う
な
信
念
を
持
っ
て
い
た
こ
と
さ
え
、

埋
葬
慣
例
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
面
上
は
不
合
理
な
信
念
は
、
単
に

個
人
の
存
続
に
対
す
る
欲
望
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
シ

ュ
メ
ー
ル
人
（the Sum

erians

）
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
が
、
来
世
の

自
分
の
姿
と
し
て
非
常
に
不
快
な
存
在
を
想
像
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ

て
い
る
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
や
仏
教
徒
が
、
神
と
の
融
合
に
お
い
て
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
耐
え
ら
れ
な
い
人
生
の
重
荷

か
ら
逃
避
す
る
た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
（the fact

）
は
、
ひ
と
つ
の
共
通
経
験
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
証
明
さ
れ
う
る
と
し
て
、
科
学
者
の
幾
分
不
適
当
な
基
準
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
て
き
た
。
い
か
な
る
理
性
的
な
人
も
、
死
後
に
も
何
か
存

続
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
見
解
の
一
致
は
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
私
は
考
え
る
。
道
徳
に
関
す
る
本
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
詳
し
く

検
討
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
は
な
い
が
、
こ
の
事
実
は
確
定
し
た
も
の
と

し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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そ
こ
で
疑
問
が
起
こ
る
。
存
続
す
る
魂
（the surviving soul

）
は
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
永
遠
に
わ
た
っ
て
不
変
の
状
態
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
宇
宙
の
そ
の
ほ
か
の
も
の
と
と
も
に
並
行
し
て
発

展
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
に
は
最
初
の
選
択
肢
は
納
得
で
き
な
い
。
そ
れ

は
そ
れ
自
体
と
し
て
不
合
理
で
、
我
々
の
知
っ
て
い
る
物
事
の
働
き
に
つ

い
て
の
理
解
と
一
致
し
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
実
在
（reality

）
は
こ
の

よ
う
な
結
果
の
よ
う
な
静
的
な
も
の
で
は
な
い
。
私
は
、
魂
（the soul

）

は
発
展
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
発
展
は
ど
こ
で
起
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く

る
。
こ
こ
で
紀
元
後
三
世
紀
の
影
響
力
の
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
著
述
家

オ
リ
ゲ
ネ
ス
（O

rigen

）
の
思
想
に
思
い
至
る
。
コ
ー
チ
ョ
ー
（P. 

K
oetschau

）
に
よ
っ
て
忠
実
に
翻
訳
し
再
構
成
さ
れ
た
、
彼
の
『
第
一

原
理
に
つ
い
て
（O

n First Principle

）』
の
四
冊
目
の
三
章
一
〇
節
に

お
い
て
、
彼
は
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
典
に
関
す
る
彼
の
解
釈
に

基
づ
い
て
、
魂
の
進
歩
に
つ
い
て
の
壮
麗
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
。

（『
オ
リ
ゲ
ネ
ス
』（T

he C
lassics of W

estern Spirituality series, 

London, SPC
K

, 1979 

所
収
）
参
照
）
彼
の
比
喩
的
表
現
は
時
代
遅
れ

で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
現
代
化
し
、
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

物
質
的
創
造
に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宇
宙
的
基
準
に
お
け
る
明

確
な
周
波
帯
の
違
い
に
応
じ
て
存
在
の
多
く
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
調
和
し
て
共
存
し
、
相
互
に
浸
透
し
合
っ
て
い
る
。
高
い
周
波
帯
の
も

の
は
次
第
に
よ
り
軽
く
よ
り
自
由
に
な
り
、
低
い
周
波
帯
の
も
の
は
次
第

に
よ
り
濃
密
で
よ
り
制
約
を
受
け
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

に
は
、
特
定
の
周
波
帯
に
同
調
す
る
魂
（soul

）
が
宿
っ
て
い
る
。
魂
は

不
滅
で
、
連
続
す
る
い
の
ち
の
中
を
前
進
し
た
り
後
退
し
た
り
す
る
過
程

に
あ
る
。
前
進
す
る
魂
は
や
が
て
次
の
高
次
の
レ
ベ
ル
の
存
在
へ
と
進
ん

で
い
き
、
つ
い
に
は
何
ら
か
の
最
高
の
段
階
へ
と
進
ん
で
い
く
。
同
様

に
、
後
退
す
る
魂
は
次
第
に
低
い
レ
ベ
ル
へ
と
落
ち
て
い
く
。
中
間
の
レ

ベ
ル
は
上
昇
し
た
り
下
降
し
た
り
す
る
魂
の
交
差
す
る
場
で
あ
り
、
下
か

ら
上
が
っ
て
来
た
魂
に
と
っ
て
は
天
国
で
あ
る
が
、
上
か
ら
落
ち
て
き
た

も
の
に
と
っ
て
は
地
獄
で
あ
る
。
も
し
わ
ず
か
な
前
進
と
後
退
が
繰
り
返

さ
れ
れ
ば
、
魂
の
周
波
数
は
、
連
続
的
な
い
の
ち
を
経
由
し
な
が
ら
同
調

す
る
レ
ベ
ル
へ
と
魂
を
移
動
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
首
尾
一
貫
し
た
説

明
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
は
、
異
な
っ
た
内
的
下
位
レ
ベ
ル

（internal sub-levels

）
に
お
い
て
身
体
的
存
在
（the physical

）
と
霊

的
存
在
（the ethereal

）、
身
体
と
魂
に
適
合
す
る
十
分
な
周
波
数
の
幅

を
保
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
仮
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
下

位
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
霊
的
存
在
は
、
物
質
的
世
界
に
お
い
て
連
続
的

な
霊
的
形
態
が
生
じ
る
基
盤
を
提
供
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
意
味
で
、

ど
の
レ
ベ
ル
も
下
位
レ
ベ
ル
も
す
べ
て
物
質
的
（m

aterial

）
で
あ
る
か

霊
的
（ethereal

）
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
す
べ
て

が
基
本
的
な
原
子
構
造
を
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
支
配
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
波
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
固
体
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
電
波
に
よ
っ
て
説
明
で
き
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る
。
電
波
は
す
べ
て
同
時
に
空
間
に
充
満
し
、
受
信
先
で
は
電
波
の
周
波

数
に
応
じ
て
異
な
る
形
態
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
の
レ
ベ
ル
は
完
璧
な
も
の

で
は
な
い
。
夢
や
幻
に
お
け
る
よ
う
に
、
時
々
の
周
波
数
の
揺
ら
ぎ
は
、

視
聴
者
に
自
分
の
周
波
数
以
外
の
周
波
数
で
の
出
来
事
を
見
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
図
示
し
た
も
の
を
、
教
会
の
壁
画
に
描
か
れ
た
中
世

の
「
救
済
の
は
し
ご
（the Ladder of Salvation

）」
の
主
題
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
は
し
ご
を
上
ろ
う
と
苦
闘
す
る
魂
も
あ
れ
ば
、
は

し
ご
か
ら
落
ち
る
魂
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
は
し
ご
の
段
は
存
在
の
レ
ベ

ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
間
と
発
展
に
関
す
る
垂
直
的
・
陽
的
（Y

ang

）

側
面
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
図
示
は
、
前
に
（
一
四
四
頁
〔
第
五
章
〕）
詳

し
く
述
べ
た
私
の
み
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
光
り
が
相
互
浸
透
す
る

プ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
空
間
に
お
け
る
配
置
に
関
す
る
水
平
的
・
陰

的
（Y

in

）
側
面
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
は
、
他
の
す
べ
て
の
も
の
と
同
様
に
、

低
い
レ
ベ
ル
か
ら
高
い
レ
ベ
ル
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
進
化
し
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
速
度
は
、
個
別
の
魂
よ
り
も
は
る
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し

た
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
枠
組
み
は
静
的
な
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の

は
、
す
べ
て
の
要
素
は
人
間
の
理
解
の
範
囲
を
超
え
た
広
大
な
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
、
互
い
に
作
用
し
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
つ
の

レ
ベ
ル
で
停
滞
し
て
い
た
魂
で
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
し
た
が
っ
て
終
局

的
に
は
完
成
に
近
い
も
の
へ
と
進
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
地
獄
自
体
も
、
創

造
の
仕
組
み
に
組
み
込
ま
れ
た
上
昇
衝
動
の
影
響
を
受
け
な
い
で
は
い
な

い
。
神
の
慈
悲
は
、
最
終
的
に
は
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
れ
は
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
複
雑
に
み
え
る
が
、
実
在
に
つ
い
て
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
、
実
在
は
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う

な
描
写
は
科
学
的
に
は
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
修

正
可
能
な
素
描
で
あ
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
空
間
を
異
に
す
る
領
域
に

お
け
る
存
在
の
様
相
（m

odes of existence

）
を
仮
定
す
る
必
要
が
な

く
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
他
所
か
ら
新
規
に
莫
大
な
供
給
が
も
た
ら

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
絶
え
ず
増
加
す
る
人
口
の
中
で
魂
の
転
生
が
ど
の
よ

う
に
し
て
起
こ
る
の
か
の
問
題
を
解
決
す
る
。
我
々
の
洞
察
力
は
全
体
の

ほ
ん
の
小
さ
な
部
分
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
見
解
は
、
後
世
の
粗
野
な
世
代
か
ら
非
難
さ
れ
た
が
、

彼
が
描
い
た
よ
う
な
図
は
、
お
そ
ら
く
よ
り
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
少
な
く
と
も
廣
池
が
挙
げ
て
い
る
聖
人
の
一
人
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
に

よ
っ
て
予
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
聖
人
た
ち
は
こ
の
問
題
を
特
に

扱
っ
て
い
な
い
が
、
大
多
数
の
人
類
が
、
特
に
イ
ン
ド
に
生
き
た
専
門
家

た
ち
は
、
こ
れ
に
関
す
る
一
般
的
な
理
論
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
天
国
と
地
獄
の
段
階
づ
け
は
、
あ
る
程
度
、
周
波

数
の
レ
ベ
ル
に
相
応
す
る
。
多
く
の
人
は
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
体
感
し

て
お
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
記
憶
を
も
つ
人
も
い
る
。
魂
の
不
滅
性
を
前

提
に
す
れ
ば
、
創
造
に
つ
い
て
の
首
尾
一
貫
し
た
進
化
理
論
の
た
め
に
、

人
は
生
命
の
連
続
（the succession of lives

）
を
自
明
の
配
剤
（the 
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obvious arrangem
ent

）
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
信
念
を
廣
池
の
道
徳
的
因
果
律
の
原
理
に
適
用
で
き
る
こ
と
は
明

確
で
あ
る
。
人
は
報
酬
と
罰
は
必
ず
こ
の
生
に
お
い
て
受
け
る
と
か
、
報

酬
は
自
分
に
代
わ
っ
て
必
ず
子
孫
の
長
い
系
列
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
と

い
っ
た
考
え
を
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
（
な
ぜ
な
ら

多
く
の
立
派
な
人
物
に
子
孫
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
）、
も
し
魂
自
体
の

連
続
的
行
程
に
道
徳
的
因
果
律
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
完
璧
に
う
ま
く
い

く
。
我
々
は
新
た
な
状
況
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
報
酬
と

罰
は
自
動
的
に
や
っ
て
く
る
が
、
罪
の
許
し
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
罪
の

あ
が
な
い
に
よ
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
結
果
の
鎖
を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

以
上
の
こ
と
が
人
間
の
見
方
に
対
し
て
持
つ
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。

も
し
人
が
人
間
は
死
を
免
れ
な
い
と
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
世
に
帰

っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
信
じ
る
な
ら
ば
、
不
道
徳
な
人
は
、
生
き

て
い
る
う
ち
に
こ
の
世
で
ど
の
よ
う
な
損
害
を
与
え
て
も
気
に
す
る
必
要

は
な
い
し
、
自
分
が
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
災
い
に
他
人
が
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
気
に
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
自
分

が
こ
の
世
に
連
れ
戻
さ
れ
て
自
分
の
悪
行
（
そ
れ
以
上
の
悪
に
陥
ら
な
い

限
り
）
の
結
果
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
る
人
に
と
っ

て
は
、
人
間
に
関
す
る
出
来
事
を
長
期
的
に
見
る
見
方
を
採
る
力
強
い
動

機
付
け
と
な
る
。
我
々
自
身
が
自
ら
の
子
孫
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
我
々
は

未
来
を
台
無
し
に
す
る
可
能
性
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
破
壊
力
が

増
大
し
て
い
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
益
々
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
錯
覚
に
つ
い
て
一
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
の
み
が
究
極

的
実
在
で
あ
る
の
で
、
神
の
創
造
物
は
実
在
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
人
が

で
き
る
だ
け
早
く
抜
け
出
す
べ
き
実
体
の
な
い
無
価
値
な
現
象
で
あ
る
と

考
え
る
人
が
い
る
。
さ
て
、
我
々
の
物
質
的
感
覚
は
生
存
競
争
に
生
き
残

る
た
め
に
進
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
我
々
の
物
質
的
欲
求
に
合
う
よ
う
に

周
波
数
が
調
整
さ
れ
て
い
る
の
で
、
物
事
を
全
体
の
層
に
お
い
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
真
実
で
あ
る
が
、
そ
の
感
覚
が
我
々
に
誤
っ

た
情
報
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
我
々
が
見
、
聞
き
、
味
わ

い
、
嗅
ぎ
、
触
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
た
だ
限
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
花
が
白
く
見
え
る
場
合
も
、
そ

れ
は
我
々
に
は
花
を
彩
る
紫
外
線
の
色
が
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
花
の

栄
養
に
頼
っ
て
生
き
て
い
る
ミ
ツ
バ
チ
に
と
っ
て
、
そ
の
色
は
重
要
な
の

で
紫
外
線
を
見
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
犬
は
獲
物
を
獲
る
た
め
に
高
度

の
嗅
覚
が
必
要
な
の
で
、
犬
の
嗅
覚
は
人
間
の
も
の
よ
り
ず
っ
と
優
れ
て

い
る
。
コ
ウ
モ
リ
は
同
じ
理
由
で
、
人
間
の
聴
覚
の
能
力
を
超
え
た
音
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
感
覚
は
物
理
的
実
在
の
一
部
の
み
に
反
応
し
て
い

る
し
、
そ
の
感
覚
か
ら
情
報
を
受
け
と
る
脳
は
、
実
際
の
印
象
の
要
点
の

み
を
我
々
に
示
し
て
、
感
覚
が
受
け
取
っ
た
内
容
を
解
釈
す
る
の
で
あ

る
。

　

脳
は
選
択
と
限
定
の
道
具
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
脳
が
す

べ
て
の
レ
ベ
ル
の
周
波
数
を
処
理
す
る
と
す
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
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様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
同
時
に
受
信
す
る
の
と
同
様
の
結
果
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
我
々
は
混
沌
と
し
た
重
複
す
る
印
象
を
受
け
取
る
に
違
い
な

い
。
そ
の
混
乱
状
態
は
あ
た
か
も
神
秘
家
の
解
明
の
よ
う
な
も
の
で
、
日

常
の
生
活
行
動
に
役
立
た
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々

の
理
解
の
限
界
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
生
得
的
な
欲
求
が
存
在
し
、
そ
の

結
果
、
脳
の
識
別
能
力
は
次
第
に
発
達
し
て
き
た
。
我
々
は
継
続
的
に
成

長
し
て
い
る
。
我
々
人
間
は
成
長
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
例
え
ば
ハ

エ
を
捕
ら
え
る
た
め
の
生
存
に
満
足
し
て
い
る
蛙
の
認
識
能
力
か
ら
は
、

は
る
か
に
隔
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
間
の
運
命
は
、
こ
う
し
て
我
々
の
限

界
に
常
に
挑
戦
す
る
よ
う
要
求
す
る
が
、
既
得
の
生
半
可
な
知
識
を
軽
蔑

し
た
り
、
そ
の
相
対
的
な
妥
当
性
を
否
定
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
時

折
、
恵
ま
れ
た
人
は
よ
り
広
い
宇
宙
の
様
相
に
つ
い
て
一
時
的
な
洞
察
に

預
か
る
こ
と
が
あ
る
が
、
適
切
な
言
葉
の
欠
如
に
よ
っ
て
、
他
の
人
に
そ

れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
洞
察
は
、
す
べ
て
の
人
が

や
が
て
は
踏
み
入
れ
る
道
を
さ
し
示
す
も
の
に
違
い
な
い
。
少
数
の
人
が

そ
の
よ
う
な
洞
察
の
発
展
に
生
涯
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
の
進
化
の
段
階
へ
全
体
が
進
歩
す
る
ま
で
は
、

多
く
の
我
々
は
、
輪
廻
の
渦
（the vortex of Sam

sara

）
の
中
に
浸
り

続
け
る
こ
と
に
満
足
せ
ざ
る
を
得
ず
、
輪
廻
に
反
対
し
た
り
、
そ
れ
が
全

く
存
在
し
な
い
と
否
定
し
た
り
す
る
よ
り
は
、
そ
の
渦
の
中
を
進
ん
で
行

く
こ
と
が
我
々
の
義
務
だ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
魂
の
進
歩
が
、
神
の
計
画
の
唯
一
の
目
的
だ
と
思
う
こ
と
は

誤
っ
た
考
え
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
軍
隊
が
、
参
謀
用
語
で
A
部
門
〔
人
事

部
門
〕
の
仕
事
と
呼
ぶ
、
昇
進
、
降
格
、
規
律
、
健
康
、
教
育
に
の
み
関

わ
る
と
考
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
神
は
、
軍
隊
の
Q
部
門

〔
補
給
部
門
〕
が
担
当
す
る
補
給
の
仕
事
に
相
当
す
る
非
感
覚
的
領
域
に

も
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
軍
隊
の
真
の
目
的
は
、

G
部
門
〔
作
戦
と
情
報
部
門
〕
が
担
当
す
る
軍
事
行
動
で
あ
る
。
一
兵
卒

が
最
高
指
揮
官
の
全
般
的
な
戦
略
構
想
を
理
解
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、

神
の
行
動
計
画
の
詳
細
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
我
々

は
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
神
の
行
動
計

画
に
は
、
慈
悲
、
美
、
正
義
、
意
識
の
増
大
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
す
べ
て
で
あ
る
。
そ
の
計
画
か
ら
身
を
引
く
の
は
我
々
の
な
す
べ
き

こ
と
で
は
な
い
。
我
々
は
自
分
の
達
成
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
目
的
の
た
め
に

ふ
さ
わ
し
い
所
に
い
て
、
我
々
は
そ
の
目
的
が
理
解
で
き
る
限
り
、
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
自
分
の
達
成
レ
ベ
ル
が
上
が
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

自
分
の
義
務
が
う
ま
く
遂
行
で
き
た
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ

る
。

　

我
々
が
果
た
す
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、
常
に
よ
り
深

い
理
解
を
得
る
努
力
を
し
な
が
ら
、
我
々
が
多
少
理
解
し
て
い
る
擬
似
的

実
在
（our part-apprehended quasi-realities

）
の
森
を
進
む
際
に
、

最
高
道
徳
の
諸
原
理
は
我
々
に
と
っ
て
不
可
欠
の
指
針
と
な
る
。
軍
隊
の

譬
え
を
続
け
れ
ば
、
そ
れ
は
服
務
規
定
（standing orders

）
で
あ
る
。
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諸
聖
人
の
時
代
以
降
、
事
実
に
関
す
る
知
識
が
ど
ん
な
に
大
き
く
進
歩
し

た
と
し
て
も
、
最
高
道
徳
の
諸
原
理
は
、
諸
聖
人
が
語
り
始
め
た
と
さ
れ

る
二
千
年
、
三
千
年
前
に
妥
当
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
現
在
も
適
切
な
も
の

で
あ
る
。
道
徳
に
よ
る
規
制
が
な
け
れ
ば
、
知
識
は
今
日
我
々
が
直
面
し

て
い
る
よ
う
な
非
常
に
危
機
的
な
状
況
を
も
た
ら
す
。




